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ＫＹＭＯ－Ⅲ・ＫＹＮ－ＭＫ　土器写真③

１３２

１３８

１４２

１４０

１４４

１５０

１７３ １７４

１７５ １７８ １８０ １８８

１８９ １９１ ２０４ ２０８

１５１
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ＫＹＭＯ－Ⅲ・ＫＹＮ－ＭＫ　土器写真④    ＫＹＭＯ－ YC　土器写真

２１６ ２４７

２５８２５５ ２８４

２８５ ２８７

３３１ ３１１

２９５

３１０
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図版 番号 時期 種別 器種 遺存状態 調整等 出土遺構
部位 遺存 地点 区 遺構 位置

図
３４

１ 弥生 中期 弥生土器 壺 全形 ２／３ 全部加飾（懸垂文） Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 覆土下層
２ 弥生 中期 弥生土器 壺 口縁～頸部 １／１ 全部加飾（懸垂文） Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 床直上
３ 弥生 中期 弥生土器 全形 ２／３ 全部加飾（懸垂文） Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 覆土下層
４ 弥生 中期 弥生土器 壺 胴部～底部 ２／３ 全部加飾（懸垂文） Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 床面
５ 弥生 中期 弥生土器 壺 口縁～頸部 １／１ 全部加飾（横帯文） Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 床直上
６ 弥生 中期 弥生土器 壺 ほぼ全形 ２／３ 全部加飾（横帯文） Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 床面

図
３５

７ 弥生 中期 弥生土器 壺 胴部 １／１ 頚・胴部加飾 Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 床面
８ 弥生 中期 弥生土器 壺 頸部 １／２ 頚部加飾 Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 床直上
９ 弥生 中期 弥生土器 壺 胴部 １／２ 頚・胴部加飾 Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 覆土下層

１０ 弥生 中期 弥生土器 壺 頸部～底部 ２／３ 頚部加飾 Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 床直上
１１ 弥生 中期 弥生土器 壺 頸部 １／１ 頚部加飾 Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 床面
１２ 弥生 中期 弥生土器 壺 頸部～底部 ２／３ 頚部加飾 Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 覆土下層
１３ 弥生 中期 弥生土器 壺 頸部～底部 ２／３ 頚部加飾 Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 床直上

図
３６

１４ 弥生 中期 弥生土器 壺 頸部～胴部 ２／３ 頚部加飾 Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 床面
１５ 弥生 中期 弥生土器 壺 胴部～底部 １／２ Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 床直上
１６ 弥生 中期 弥生土器 壺 胴部～底部 １／１ Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 覆土下層
１７ 弥生 中期 弥生土器 壺 底部 １／１ Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 床直上
１８ 弥生 中期 弥生土器 壺 胴部～底部 １／１ Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 床直上
１９ 弥生 中期 弥生土器 壺 底部 ２／３ Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 床直上
２０ 弥生 中期 弥生土器 壺 底部 １／１ Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 覆土下層
２１ 弥生 中期 弥生土器 壺 底部 １／１ Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 覆土下層
２２ 弥生 中期 弥生土器 壺 底部 １／１ Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 覆土下層
２３ 弥生 中期 弥生土器 甕 底部 ２／３ Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 床直上
２４ 弥生 中期 弥生土器 高杯 台部 ２／３ 赤彩 Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 床直上
２５ 弥生 中期 弥生土器 台付甕 台部 １／１ Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 覆土下層
２６ 弥生 中期 弥生土器 鉢 口縁～胴部 １／２ 赤彩 Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 床直上

図
３７

２７ 弥生 中期 弥生土器 甕 ほぼ全形 ２／３ 櫛描羽状文 Ⅲ Ｂ ＳＫ２２５ 覆土下層
２８ 弥生 中期 弥生土器 壺 頸部 ２／３ Ⅲ Ｂ ＳＫ２２５ 覆土下層
２９ 弥生 中期 弥生土器 台付甕 脚台部 １／１ Ⅲ Ｂ ＳＫ２２５ 床直上
３０ 弥生 中期 弥生土器 壺 口縁～頸部 １／２ 太頸口唇貼付文 Ⅲ Ｂ ＳＫ２２５ 覆土下層
３１ 弥生 中期 弥生土器 鉢 ほぼ全形 １／２ Ⅲ Ｂ ＳＫ２２５ 覆土
３２ 弥生 中期 弥生土器 甕 底部 ２／３ Ⅲ Ｂ ＳＫ２２５ 覆土中層
３３ 弥生 中期 弥生土器 壺 底部 １／１ Ⅲ Ｂ ＳＫ２２５ 覆土下層
３４ 弥生 中期 弥生土器 甕 底部 ２／３ Ⅲ Ｂ ＳＫ２２５ 覆土下層
３５ 弥生 中期 弥生土器 壺 胴部～底部 １／１ Ⅲ Ｂ ＳＫ２２５ 覆土下層
３６ 弥生 中期 弥生土器 壷 口縁部 １／２ 太頸 Ⅲ Ｄ ＳＤ３ 覆土
３７ 弥生 中期 弥生土器 壺 胴部 ２／３ Ⅲ Ａ ＳＤ２５ 覆土

図
３８

３８ 弥生 中期 弥生土器 壺 頸部～胴部 １／１ Ⅲ Ｃ ＳＫ５７ 覆土下層
３９ 弥生 中期 弥生土器 壺 頸部～胴部 １／１ Ⅲ Ｃ ＳＫ１４７ 覆土
４０ 弥生 中期 弥生土器 壺 底部 １／１ Ⅲ Ｂ ＳＫ２２６ 覆土
４１ 弥生 中期 弥生土器 甕 底部 １／１ Ⅲ Ｂ ＳＫ２２６ 覆土
４２ 弥生 中期 弥生土器 壺 頸部～胴部 ２／３ Ⅲ Ｂ ＳＫ２４７ 覆土
４３ 弥生 中期 弥生土器 壺 全形 ３／３ Ⅲ Ｂ ＳＫ３３８ 覆土
４４ 弥生 中期 弥生土器 壺 口縁～頸部 １／１ Ⅲ Ａ ＳＫ３８６ 覆土
４５ 弥生 中期 弥生土器 壺 頸部 １／１ Ⅲ Ａ ＳＫ３８６ 覆土

図
３９

４６ 弥生 中期 弥生土器 壺 口縁～胴部 ２／３ 赤彩 Ⅲ Ｄ ＳＢ３ 床面
４７ 弥生 後期 弥生土器 甕 口縁 １／１ 櫛描波状文 Ⅲ Ａ ＳＢ１２ 床面
４８ 弥生 後期 弥生土器 甕 口縁 １／１ 櫛描波状文 Ⅲ Ａ ＳＢ１２ 床直上
４９ 弥生 後期 弥生土器 甕 底部 １／１ 櫛描波状文 Ⅲ Ａ ＳＢ１２ 覆土下層
５０ 弥生 後期 弥生土器 甕 ほぼ全形 １／２ 櫛描波状文 Ⅲ Ａ ＳＢ１２ Ｐ２覆土
５１ 弥生 後期 弥生土器 甕 頸部～底部 １／２ 櫛描波状文 Ⅲ Ａ ＳＢ１２ 覆土
５２ 弥生 後期 弥生土器 甕 ほぼ全形 １／２ 櫛描波状文 Ⅲ Ａ ＳＢ１２ 覆土中層
５３ 弥生 後期 弥生土器 壺 底部 １／１ 赤彩 Ⅲ Ａ ＳＢ１２ Ｐ１覆土
５４ 弥生 後期 弥生土器 鉢 ほぼ全形 １／２ 赤彩 Ⅲ Ａ ＳＢ１２ 覆土下層
５５ 弥生 後期 弥生土器 高坏 脚部 １／２ 赤彩 Ⅲ Ａ ＳＢ１２ Ｐ１覆土
５６ 弥生 後期 弥生土器 高杯 脚部 １／２ 赤彩 Ⅲ Ａ ＳＢ１２ Ｐ１覆土
５７ 弥生 後期 弥生土器 高坏 脚部 １／２ 赤彩 Ⅲ Ａ ＳＢ１２ Ｐ１覆土
５８ 弥生 後期 弥生土器 台付甕 脚部 １／２ Ⅲ Ａ ＳＢ１２ Ｐ２覆土
５９ 弥生 後期 弥生土器 壺 頸部～胴部 １／１ 赤彩櫛描Ｔ字文 ＭＫ ＳＢ１ Ｐ３覆土
６０ 弥生 後期 弥生土器 蓋 ほぼ全形 １／２ １孔 ＭＫ ＳＢ１ Ｐ２覆土

表５　土器観察表（柳原東西線地点）
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図版 番号 時期 種別 器種 遺存状態 調整等 出土遺構
部位 遺存 地点 区 遺構 位置

図
３９

６１ 弥生 後期 弥生土器 蓋 全形 １／１ 赤彩１孔 ＭＫ ＳＢ１ Ｐ３覆土
６２ 弥生 後期 弥生土器 ミニチュア 全形 １／１ 赤彩 ＭＫ ＳＢ１ 覆土上層
６３ 弥生 後期 弥生土器 蓋 全形 ２／３ １孔 ＭＫ ＳＢ１ Ｐ４覆土
６４ 弥生 後期 弥生土器 蓋 全形 １／１ ＭＫ ＳＢ１ 床面
６５ 弥生 後期 弥生土器 甕 底部 １／１ ＭＫ ＳＢ１ 覆土下層
６６ 弥生 後期 弥生土器 鉢 口縁 １／２ 赤彩片口 ＭＫ ＳＢ８ 床直上
６７ 弥生 後期 弥生土器 壺 頸部 １／１ 赤彩 ＭＫ ＳＢ８ 床面
６８ 弥生 後期 弥生土器 無頚壷 ほぼ全形 １／１ 赤彩蓋緊縛孔 ＭＫ ＳＢ８ 床面

図
４０

６９ 弥生 後期 弥生土器 壺 胴部～底部 ２／３ 赤彩 ＭＫ ＳＢ４ 覆土下層
７０ 弥生 後期 弥生土器 高杯 杯部 １／１ 赤彩 ＭＫ ＳＢ４ 覆土中層
７１ 弥生 後期 弥生土器 甕 底部 １／２ ＭＫ ＳＢ４ 覆土上層
７２ 弥生 後期 弥生土器 壷 底部 ２／３ 赤彩 ＭＫ ＳＢ４ 覆土中層
７３ 弥生 後期 弥生土器 壺 底部 １／１ ＭＫ ＳＢ４ 覆土上層
７４ 弥生 後期 弥生土器 蓋 ２／３ １孔 ＭＫ ＳＢ４ 覆土中層
７５ 弥生 後期 弥生土器 壺 頸部～底部 １／２ 赤彩櫛描Ｔ字文 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土上層
７６ 弥生 後期 弥生土器 甕 口縁～胴部 １／２ 櫛描波状文 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土下層
７７ 弥生 後期 弥生土器 壺 頸部 １／２ 赤彩櫛描Ｔ字文 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土下層
７８ 弥生 後期 弥生土器 高坏 脚部 １／２ 赤彩 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土
７９ 弥生 後期 弥生土器 高坏 脚部 １／２ 赤彩 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土下層
８０ 弥生 後期 弥生土器 高坏 脚部 １／２ 赤彩 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土上層
８１ 弥生 後期 弥生土器 高坏 坏部 ２／３ 赤彩 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土上層
８２ 弥生 後期 弥生土器 高坏 口縁～胴部 ２／３ 赤彩 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土上層
８３ 弥生 後期 弥生土器 鉢 底部 １／１ Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土上層
８４ 弥生 後期 弥生土器 甕 底部 １／２ Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土下層
８５ 弥生 後期 弥生土器 甕 底部 １／１ Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土下層

図
４１

８６ 弥生 後期 弥生土器 高坏 脚部 １／２ 赤彩 Ⅲ Ａ ＳＲ１ 覆土
８７ 弥生 後期 弥生土器 高坏 接合部 １／１ 赤彩 Ⅲ Ａ ＳＲ１ 覆土
８８ 弥生 後期 弥生土器 台付甕 脚台部 １／１ Ⅲ Ａ ＳＲ１ 覆土
８９ 弥生 後期 弥生土器 甑 底部 １／２ Ⅲ Ａ ＳＲ１ 覆土
９０ 弥生 後期 弥生土器 鉢？ 底部 １／１ 赤彩焼成後底部穿孔 Ⅲ Ａ ＳＲ１ 覆土
９１ 弥生 後期 弥生土器 高坏 全形 ２／３ 赤彩北陸系 Ⅲ Ｃ ＳＫ５７ 覆土
９２ 弥生 後期 弥生土器 高坏 坏部 １／２ 赤彩 Ⅲ Ｂ 包含層
９３ 弥生 後期 弥生土器 高坏 坏部 ２／３ 赤彩 Ⅲ Ｄ 検出
９４ 弥生 後期 弥生土器 高坏 杯部 １／１ 赤彩 ＭＫ ＳＢ３ 覆土下層
９５ 弥生 後期 弥生土器 壺 底部 １／１ Ⅲ Ｃ ＳＫ５７ 覆土下層
９６ 弥生 後期 弥生土器 壺 胴部～底部 ２／３ Ⅲ Ｄ 検出
９７ 弥生 後期 弥生土器 壺 口縁 １／２ 赤彩櫛描Ｔ字文 ＭＫ ＳＫ２ 覆土
９８ 弥生 後期 弥生土器 甕 底部 １／２ Ⅲ Ｄ ＳＤ７ 覆土下層
９９ 弥生 後期 弥生土器 鉢 底部 １／１ 赤彩 Ⅲ Ｄ ＳＤ７ 覆土上層

１００ 弥生 後期 弥生土器 甕 底部 ２／３ Ⅲ Ｄ ＳＺ３ 覆土
１０１ 弥生 後期 弥生土器 甕 底部 １／２ Ⅲ Ｄ ＳＺ３ 覆土
１０２ 弥生 後期 弥生土器 壺 胴部～底部 ２／３ Ⅲ Ｃ ＳＫ１２７ 覆土
１０３ 弥生 後期 弥生土器 鉢 底部 １／１ Ⅲ Ｂ ＳＺ５ 覆土
１０４ 古墳 後期 土師器 甕 底部 ２／３ 底部木葉痕 Ⅲ Ｃ ＳＫ２０２ 覆土
１０５ 弥生 中期 弥生土器 甕 底部 １／１ Ⅲ Ｂ ＳＫ３２１ 覆土
１０６ 弥生 後期 弥生土器 壺 底部 １／１ ＭＫ ＳＢ６ 床面
１０７ 弥生 中期 弥生土器 壺 底部 １／２ 底部網代痕？ Ⅲ Ｃ 検出
１０８ 弥生 後期 弥生土器 蓋 つまみ部 １／１ Ⅲ Ａ ＳＤ２９ 覆土
１０９ 弥生 後期 弥生土器 蓋 つまみ部 １／１ １孔 Ⅲ Ａ 包含層
１１０ 弥生 後期 弥生土器 蓋 つまみ部 １／１ １孔 Ⅲ Ａ 検出
１１１ 弥生 中期 弥生土器 台付甕 脚部 ２／３ Ⅲ Ｄ ＳＤ３ 覆土
１１２ 弥生 中期 弥生土器 台付甕 脚部 １／１ Ⅲ Ｄ ＳＤ３ 覆土
１１３ 古墳 前期 土師器 壷 頸部～底部 １／１ 周溝内底面単独出土 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 底面
１１４ 古墳 中期 土師器 坏 全形 １／１ Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土中層
１１５ 古墳 中期 土師器 坏 全形 １／１ Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土中層
１１６ 古墳 中期 土師器 坏 全形 １／２ Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土
１１７ 古墳 中期 土師器 坏 全形 １／２ Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土
１１８ 古墳 中期 土師器 坏 全形 ２／３ Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土
１１９ 古墳 中期 土師器 坏 全形 ２／３ 内黒 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土中層
１２０ 古墳 中期 土師器 器台？ 脚部 １／２ Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土上層
１２１ 弥生 弥生土器 壷 底部 １／１ Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土上層
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図版 番号 時期 種別 器種 遺存状態 調整等 出土遺構
部位 遺存 地点 区 遺構 位置

図
４１

１２２ 弥生 弥生土器 甕 底部 １／１ Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土（壁面）
１２３ 弥生 弥生土器 甕 底部 １／１ Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土上層
１２４ 弥生 弥生土器 甕 底部 １／１ Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土下層
１２５ 古墳 後期 土師器 甑 把手 １／１ Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土上層

図
４２

１２６ 古墳 後期 土師器 高坏 口縁～脚部 １／２ 内黒 Ⅲ Ｃ ＳＢ７ 床面
１２７ 古墳 後期 土師器 高坏 脚部 １／２ Ⅲ Ｃ ＳＢ７ 覆土下層
１２８ 古墳 後期 土師器 甕 口縁 ２／３ ケズリ調整 Ⅲ Ｃ ＳＢ７ 覆土
１２９ 古墳 後期 土師器 甕 底部 １／１ ケズリ調整 Ⅲ Ｃ ＳＢ７ 覆土
１３０ 古墳 後期 土師器 坏 全形 ２／３ Ⅲ Ｂ ＳＢ１０ 覆土（掘り方）
１３１ 古墳 後期 土師器 甕 口縁～胴部 １／２ ハケメ調整 Ⅲ Ｂ ＳＢ１０ 床面
１３２ 古墳 後期 土師器 甕 口縁～胴部 ２／３ ハケメ調整 Ⅲ Ｂ ＳＢ１０ 床面
１３３ 古墳 後期 土師器 甕 ほぼ全形 ２／３ ハケメ調整 Ⅲ Ｂ ＳＢ１０ 床面
１３４ 弥生 後期 弥生土器 甕 口縁 １／２ 北陸系 ＭＫ ＳＢ９ 覆土中層
１３５ 弥生 後期 弥生土器 壷？ 口縁 １／１ 北陸系 ＭＫ ＳＢ９ 覆土上層
１３６ 弥生 後期 弥生土器 壷 底部 ２／３ ＭＫ ＳＢ９ 覆土上層
１３７ 弥生 後期 弥生土器 高坏 接合部 １／１ ＭＫ ＳＢ９ 覆土中層
１３８ 古墳 後期 土師器 鉢 ほぼ全形 ２／３ Ⅲ Ｃ ＳＢ８ 覆土（掘り方）
１３９ 古墳 後期 土師器 坏 ほぼ全形 １／１ 内黒 Ⅲ Ｂ ＳＢ９ 覆土下層
１４０ 古墳 前期 土師器 小形丸底 全形 ２／３ 北陸系 ＭＫ ＳＢ７ 床面
１４１ 古墳 後期 土師器 鉢 胴部～底部 ２／３ 内黒 Ⅲ Ｃ ＳＫ１１９ 覆土
１４２ 古墳 後期 土師器 坏 全形 ２／３ 内黒 Ⅲ Ｃ ＳＫ１１９ 覆土
１４３ 古墳 後期 土師器 鉢 口縁 １／２ Ⅲ Ｂ ＳＺ５ 覆土
１４４ 弥生 後期 弥生土器 鉢 全形 １／１ ＭＫ ＳＤ７ 床直上
１４５ 古墳 後期 土師器 坏 全形 １／１ Ⅲ Ｃ 検出

図
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１４６ 古墳 後期 土師器 甕 口縁～胴部 ２／３ ケズリ調整 Ⅲ Ｄ ＳＢ２ カマド
１４７ 古墳 後期 土師器 甕 底部 １／１ Ⅲ Ｃ ＳＫ２０８ 覆土
１４８ 古墳 後期 土師器 甕 口縁 １／２ ハケメ調整 Ⅲ Ｃ ＳＫ２０８ 覆土
１４９ 古墳 土師器 壺 底部 １／１ Ⅲ Ｃ ＳＫ２０８ 覆土
１５０ 古墳 前期 土師器 甕 ほぼ全形 １／２ ＭＫ ＳＤ７ 覆土上層
１５１ 古墳 中期 土師器 壺 全形 ２／３ Ⅲ Ａ ＳＲ１ 覆土
１５２ 古墳 後期 土師器 高坏 ほぼ全形 １／２ 内黒 Ⅲ Ｃ ＳＫ１５１ 覆土
１５３ 古墳 後期 土師器 高坏 脚部 １／２ Ⅲ Ａ 検出
１５４ 古墳 前期 土師器 器台 脚部 １／２ Ⅲ Ｃ ＳＤ１９ 覆土
１５５ 弥生 後期 弥生土器 台付甕？ 台部 ２／３ ＭＫ ＳＢ３ 覆土中層
１５６ 弥生 後期 弥生土器 器台？ 脚部 １／１ ＭＫ ＳＢ１０ 覆土
１５７ 弥生 後期 弥生土器 壷 底部 １／１ ＭＫ ＳＢ１０ 覆土下層
１５８ 古墳 後期 土師器 鉢 口縁 ２／３ Ⅲ Ｃ ＳＫ１７７ 覆土
１５９ 弥生 中期 弥生土器 甕 底部 １／１ Ⅲ Ａ 検出
１６０ 弥生 中期 弥生土器 壷？ 底部 １／１ Ⅲ Ｂ 検出
１６１ 弥生 後期 弥生土器 甕 底部 １／１ ＭＫ ＳＢ３ 覆土中層
１６２ 弥生 後期 弥生土器 壷 底部 １／１ ＭＫ ＳＢ５ 覆土上層
１６３ 弥生 後期 弥生土器 甕 底部 １／１ ＭＫ ＳＫ４ 覆土上層
１６４ 弥生 弥生土器 壺 底部 ２／３ Ⅲ Ｃ ＳＫ５７ 覆土下層
１６５ 弥生 弥生土器 甕 底部 ２／３ Ⅲ Ｂ ＳＫ２２７ 覆土
１６６ 弥生 後期 弥生土器 甕 底部 ２／３ ＭＫ ＳＤ５ 覆土
１６７ 弥生 弥生土器 甕 底部 １／１ Ⅲ Ｃ 検出
１６８ 弥生 弥生土器 甕 底部 １／１ Ⅲ Ａ 検出
１６９ 弥生 弥生土器 甕 底部 １／１ Ⅲ Ｂ 検出
１７０ 弥生 弥生土器 甕 底部 １／１ Ⅲ Ｃ 検出
１７１ 弥生 弥生土器 甑 底部 １／２ Ⅲ Ａ 検出

図
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１７２ 平安 土師器 坏 全形 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ５５ 覆土
１７３ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ５５ 覆土
１７４ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ５５ 覆土
１７５ 平安 土師器 坏 全形 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ５５ 覆土下層
１７６ 平安 土師器 坏 全形 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ５５ 覆土
１７７ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ５５ 覆土
１７８ 平安 土師器 坏 全形 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ５５ 覆土
１７９ 平安 土師器 坏 底部 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ５５ 覆土
１８０ 平安 土師器 椀 全形 ２／３ 内黒回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ５５ 覆土下層
１８１ 平安 土師器 椀 全形 １／２ 内黒回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ５５ 覆土
１８２ 平安 灰釉陶器 椀 底部 １／２ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ５５ 覆土
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１８３ 奈良 須恵器 坏 ほぼ全形 ２／３ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ５７ 覆土下層
１８４ 奈良 須恵器 坏 ほぼ全形 １／２ ヘラ切 Ⅲ Ｃ ＳＫ５７ 覆土
１８５ 奈良 須恵器 坏 全形 ２／３ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ５７ 覆土
１８６ 奈良 須恵器 坏 ほぼ全形 １／２ ヘラ切 Ⅲ Ｃ ＳＫ５７ 覆土
１８７ 奈良 須恵器 高台付坏 ほぼ全形 １／２ 底部線刻糸切り Ⅲ Ｃ ＳＫ５７ 覆土下層
１８８ 平安 土師器 皿 全形 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ１１７ 覆土
１８９ 平安 土師器 皿 全形 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ１１７ 覆土
１９０ 平安 土師器 皿 全形 ２／３ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ１１７ 覆土
１９１ 平安 土師器 椀 全形 １／１ 内黒回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ１１７ 覆土
１９２ 平安 土師器 椀 ほぼ全形 １／２ 内黒 Ⅲ Ｃ ＳＤ１９ 覆土下層
１９３ 奈良 須恵器 鉢 底部 １／１ ヘラ切 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土
１９４ 平安 須恵器 坏 底部 １／２ 回転糸切 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土上層
１９５ 平安 土師器 坏 底部 １／１ 内黒回転糸切 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土上層
１９６ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ 内黒回転糸切 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土上層
１９７ 平安 土師器 高台付皿 ほぼ全形 １／２ 内黒 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土上層
１９８ 平安 灰釉陶器 椀 底部 １／２ Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土上層
１９９ 平安 灰釉陶器 椀 ほぼ全形 １／２ Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土上層
２００ 平安 土師器 坏 ほぼ全形 １／２ 回転糸切 Ⅲ Ｄ ＳＫ７ 覆土
２０１ 平安 土師器 坏 全形 ２／３ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ９３ 覆土
２０２ 平安 土師器 坏 ほぼ全形 １／２ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ１０４ 覆土
２０３ 平安 須恵器 坏 ほぼ全形 ２／３ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ２１４ 覆土
２０４ 平安 土師器 坏 全形 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｄ ＳＤ２ 覆土下層
２０５ 平安 土師器 坏 底部 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｂ 検出
２０６ 平安 土師器 椀 底部 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｄ ＳＫ１６ 覆土上層
２０７ 平安 土師器 坏 底部 １／１ 内黒処理ヘラ記号 Ⅲ Ｄ ＳＫ５１ 覆土
２０８ 平安 土師器 坏 全形 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ１０３ 覆土
２０９ 平安 土師器 坏 底部 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｄ 検出
２１０ 平安 土師器 坏 底部 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｄ 検出
２１１ 古墳 後期 須恵器 横瓶？ 胴部 ２／３ 自然釉 Ⅲ Ｂ ＳＢ１０ 床面
２１２ 奈良 須恵器 坏 全形 ２／３ ヘラ切り Ⅲ Ｃ ＳＫ８９ 覆土
２１３ 平安 須恵器 坏 ほぼ全形 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ１３４ 覆土
２１４ 平安 須恵器 坏 底部 １／２ 回転糸切 Ⅲ Ｄ 検出

図
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２１５ 平安 土師器 椀 全形 ２／３ 内黒 Ⅲ Ｄ ＳＢ１ 床面
２１６ 平安 土師器 椀 全形 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ８６ 覆土
２１７ 平安 土師器 椀 底部 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｃ ＳＫ１８４ 覆土
２１８ 平安 土師器 椀 底部 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｄ 検出
２１９ 平安 土師器 椀 底部 １／２ 回転糸切 Ⅲ Ｂ 検出
２２０ 奈良 須恵器 高台付坏 底部 １／２ 回転糸切 Ⅲ Ａ ＳＴ１ 覆土
２２１ 平安 須恵器 高台付坏 底部 １／２ 回転糸切 Ⅲ Ｄ 検出
２２２ 平安 灰釉陶器 椀 底部 １／２ Ⅲ Ｄ ＳＫ３７ 覆土
２２３ 平安 須恵器 高台付坏 底部 １／１ 底部ヘラ記号？ Ⅲ Ｃ 検出
２２４ 平安 灰釉陶器 椀 底部 １／１ Ⅲ Ｃ ＳＫ１３５ 覆土
２２５ 平安 灰釉陶器 椀 ほぼ全形 １／１ Ⅲ Ｃ ＳＫ２０８ 覆土
２２６ 弥生 中期 弥生土器 ミニチュア 全形 ２／３ Ⅲ Ｄ ＳＢ１ 床面
２２７ 弥生 後期 弥生土器 器台？ 口縁 １／１ ＭＫ ＳＢ８ 覆土下層
２２８ 平安 須恵器 瓶 底部 １／１ 高台付 Ⅲ Ｄ ＳＫ１５ 覆土
２２９ 平安 土師器 甕 底部 ２／３ 静止ケズリ Ⅲ Ｃ ＳＫ１２４ 覆土
２３０ 平安 須恵器 甕 底部 ２／３ Ⅲ Ｂ ＳＫ２３３ 覆土
２３１ 平安 須恵器 蓋 つまみ １／２ Ⅲ Ｃ 検出
２３２ 平安 土師器 甕 底部 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｄ 検出
２３３ 平安 土師器 坏 底部 １／１ 回転糸切 Ⅲ Ｃ 検出
２３４ 平安 土師器 坏 底部 １／１ 内黒回転糸切 Ⅲ Ｂ 検出
２３５ 平安 土師器 坏 底部 １／１ 内黒 Ⅲ Ｄ 検出
２３６ 近世 陶器 鉢 底部 １／１ Ⅲ Ｃ ＳＫ８４ 覆土
２３７ 近世 瓦器 鉢 底部 １／２ Ⅲ Ｃ ＳＫ８４ 覆土
２３８ 近世 磁器 椀 底部 １／２ Ⅲ Ｃ ＳＫ８４ 覆土
２３９ 近世 磁器 椀 底部 １／１ 染付 Ⅲ Ｃ ＳＫ８４ 覆土
２４０ 近世 磁器 蓋 ほぼ全形 １／２ 染付 Ⅲ Ｂ ＳＫ２３６ 覆土
２４１ 近世 磁器 蓋 ほぼ全形 ２／３ 染付 Ⅲ Ｄ 検出
２４２ 近世 磁器 椀 底部 １／２ 染付 Ⅲ Ｄ ＳＫ３４ 覆土
２４３ 近世 磁器 椀 底部 ２／３ 染付 Ⅲ Ｄ ＳＫ３７ 覆土
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２４４ 近世 磁器 椀 底部 １／１ 染付 Ⅲ Ｄ ＳＫ８８ 覆土
２４５ 近世 陶器 秉燭 全形 １／１ Ⅲ Ｄ ＳＫ３４ 覆土
２４６ 近世 陶器 杯 ほぼ全形 １／２ Ⅲ Ｄ ＳＫ５２ 覆土
２４７ 近世 陶器 皿 完形 ２／３ Ⅲ Ｄ ＳＫ３４ 覆土
２４８ 近世 磁器 皿 ほぼ全形 ２／３ 染付 Ⅲ Ｃ ＳＫ７６ 覆土
２４９ 中世 カワラケ 皿 全形 １／１ スス付着灯明皿 Ⅲ Ｃ ＳＤ１９ 覆土上層
２５０ 中世 内耳土器 鍋 内耳部 １／１ Ⅲ Ｃ ＳＤ１９ 覆土上層
２５１ 中世 内耳土器 鍋 内耳部 １／１ Ⅲ Ｃ ＳＤ１９ 覆土上層
２５２ 中世 内耳土器 鍋 内耳部 １／１ Ⅲ Ｃ ＳＫ１６１ 覆土
２５３ 中世 内耳土器 鍋 内耳部 １／１ Ⅲ Ｂ ＳＫ３０５ 覆土
２５４ 近世 陶器 瓶 胴部～底部 ２／３ Ⅲ Ｄ ＳＫ３１ 覆土
２５５ 近世 磁器 瓶 全形 １／１ 染付 Ⅲ Ｂ ＳＫ２３６ 覆土
２５６ 中世 陶器 香炉 ほぼ全形 ２／３ 古瀬戸 Ⅲ Ｂ 包含層
２５７ 近世 陶器 片口 ほぼ全形 １／２ Ⅲ Ｂ 検出
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２５８ 弥生 中期 弥生土器 甕 胴部 ２／３ 櫛描波状文 ＹＣ ＳＢ４ Ｐ１覆土
２５９ 弥生 中期 弥生土器 鉢 ほぼ全形 ２／３ 赤彩 ＹＣ ＳＢ５ 床直上
２６０ 弥生 中期 弥生土器 甕 底部 １／２ ＹＣ ＳＢ５ 覆土中層
２６１ 弥生 中期 弥生土器 甑？ 底部 １／２ 焼成後穿孔 ＹＣ ＳＢ６ 覆土上層
２６２ 弥生 中期 弥生土器 鉢 ほぼ全形 １／１ 赤彩 ＹＣ ＳＢ６ 床直上
２６３ 弥生 中期 弥生土器 台付甕 台部 １／１ ＹＣ ＳＢ７ 床直上
２６４ 弥生 中期 弥生土器 壷 底部 １／１ ＹＣ ＳＢ７ 覆土中層
２６５ 弥生 中期 弥生土器 鉢 底部 ２／３ 赤彩 ＹＣ ＳＢ８ 覆土上層
２６６ 弥生 中期 弥生土器 壺 底部 ２／３ ＹＣ ＳＢ８ 覆土下層
２６７ 弥生 中期 弥生土器 壺 底部 １／２ 赤彩 ＹＣ ＳＢ８ 覆土上層
２６８ 弥生 中期 弥生土器 甕 底部 １／２ ＹＣ ＳＢ８ 床直上
２６９ 弥生 中期 弥生土器 ミニチュア 底部 １／１ ＹＣ ＳＢ８ 覆土上層
２７０ 弥生 中期 弥生土器 甕 底部 １／１ ＹＣ ＳＢ８ 覆土下層
２７１ 弥生 中期 弥生土器 壺 底部 ２／３ ＹＣ ＳＢ８ 覆土上層
２７２ 弥生 中期 弥生土器 鉢 底部 ２／３ 赤彩 ＹＣ ＳＢ８ 床直上
２７３ 弥生 中期 弥生土器 甕 底部 １／１ ＹＣ ＳＢ８ 覆土上層
２７４ 弥生 中期 弥生土器 甕 底部 １／１ ＹＣ ＳＢ１１ 覆土下層
２７５ 弥生 中期 弥生土器 鉢 ほぼ全形 １／２ 赤彩 ＹＣ ＳＢ１１ 床直上
２７６ 弥生 後期 弥生土器 甕 底部 １／１ 櫛描羽状文 ＹＣ 西 ＳＫ８ 覆土
２７７ 弥生 後期 弥生土器 台付甕 脚台部 １／１ ＹＣ ＳＤ５ 覆土上層
２７８ 弥生 後期 弥生土器 台付甕 脚台部 １／１ ＹＣ ＳＤ５ 覆土中層
２７９ 弥生 後期 弥生土器 台付甕 脚台部 １／１ ＹＣ ＳＤ６ 覆土上層
２８０ 弥生 後期 弥生土器 壺 底部 １／２ ＹＣ ＳＤ６ 覆土上層
２８１ 弥生 後期 弥生土器 壺 底部 １／２ ＹＣ ＳＤ１２ 覆土
２８２ 弥生 後期 弥生土器 台付甕 脚台部 １／１ ＹＣ 検出
２８３ 弥生 後期 弥生土器 高坏 脚部 １／１ 赤彩 ＹＣ 検出
２８４ 弥生 後期 弥生土器 壺 ほぼ全形 ２／３ 北陸系 ＹＣ 西 ＳＸ１
２８５ 弥生 後期 弥生土器 甕 全形 １／１ 赤彩 ＹＣ 西 ＳＸ１
２８６ 平安 土師器 坏 底部 ２／３ 回転糸切 ＹＣ 西 ＳＸ１ 覆土
２８７ 弥生 後期 弥生土器 高坏 脚部 ２／３ 赤彩 ＹＣ 西 ＳＸ１

図
４７

２８８ 弥生 後期 弥生土器 壺 ほぼ全形 １／２ ＹＣ 西 ＳＸ１
２８９ 弥生 後期 弥生土器 壺 底部 １／１ ＹＣ 西 ＳＸ１
２９０ 古墳 前期 土師器 壺 ほぼ全形 １／２ ＹＣ 西 ＳＺ１ 覆土
２９１ 弥生 後期 弥生土器 壺 底部 １／１ 赤彩 ＹＣ 西 ＳＺ１ 覆土
２９２ 弥生 後期 弥生土器 甕 底部 １／２ ＹＣ 西 ＳＺ１ 覆土
２９３ 平安 須恵器 つまみ部 １／２ ＹＣ 西 ＳＺ１ 覆土
２９４ 弥生 後期 弥生土器 甕 底部 １／１ ＹＣ ＳＺ３ 覆土
２９５ 古墳 中期 土師器 甕 全形 ２／３ ＹＣ ＳＺ４ 覆土上層
２９６ 古墳 中期 土師器 坏 ほぼ全形 ２／３ 底部線刻 ＹＣ ＳＺ４ 覆土上層
２９７ 古墳 中期 土師器 坏 ほぼ全形 １／２ 内黒 ＹＣ ＳＺ４ 覆土上層
２９８ 弥生 後期 土師器 甕 底部 １／１ ＹＣ ＳＺ４ 覆土上層
２９９ 弥生 後期 弥生土器 壺 底部 １／１ ＹＣ ＳＺ４ 覆土上層

表６土器観察表（柳原総合市民センター）
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図版 番号 時期 種別 器種 遺存状態 調整等 出土遺構
部位 遺存 地点 区 遺構 位置

図
４７

３００ 弥生 後期 弥生土器 壷 底部 １／１ 赤彩 ＹＣ ＳＺ４ 覆土上層
３０１ 弥生 後期 弥生土器 高坏 脚部 ２／３ 赤彩 ＹＣ ＳＺ４ 覆土上層

図
４８

３０２ 古墳 中期 土師器 坏 ほぼ全形 ２／３ ケズリ？ ＹＣ ＳＲ１ 覆土中層
３０３ 古墳 中期 土師器 坏 ほぼ全形 １／２ 須恵模倣ケズリ ＹＣ ＳＲ１ 覆土（南半）
３０４ 古墳 中期 土師器 坏 ほぼ全形 １／２ 内黒 ＹＣ ＳＲ１ 覆土中層
３０５ 古墳 中期 土師器 坏 ほぼ全形 ２／３ 内黒？ ＹＣ ＳＲ１ 覆土（北半）
３０６ 古墳 中期 土師器 壷 底部 １／１ ＹＣ ＳＲ１ 覆土（南半）
３０７ 古墳 中期 土師器 高坏 脚部 １／２ ＹＣ ＳＲ１ 覆土（南半）
３０８ 古墳 中期 土師器 高坏 脚部 １／１ ＹＣ ＳＲ１ 覆土中層
３０９ 古墳 中期 土師器 高杯 脚部 １／２ ＹＣ ＳＲ１ 覆土（南半）
３１０ 古墳 中期 土師器 鉢 全形 ２／３ 底部木葉痕 ＹＣ ＳＲ１ 覆土（北半）
３１１ 古墳 中期 土師器 鉢 全形 ２／３ ＹＣ ＳＲ１ 覆土
３１２ 古墳 中期 土師器 坏 底部 ２／３ ＹＣ ＳＲ１ 覆土（北半）
３１３ 古墳 中期 土師器 甕 底部 １／１ ＹＣ ＳＲ１ 覆土
３１４ 古墳 中期 土師器 甕 底部 １／１ ＹＣ ＳＲ１ 覆土
３１５ 古墳 中期 土師器 甕 底部 ２／３ ＹＣ ＳＲ１ 覆土中層
３１６ 古墳 中期 土師器 甕 底部 １／１ ＹＣ ＳＲ１ 覆土（北半）
３１７ 古墳 中期 土師器 甕 底部 ２／３ ＹＣ ＳＲ１ 覆土（南半）
３１８ 古墳 中期 土師器 鉢 底部 １／１ 内黒 ＹＣ ＳＲ１ 覆土
３１９ 古墳 中期 土師器 壺 底部 １／１ ＹＣ ＳＲ１ 覆土中層
３２０ 古墳 中期 土師器 甑 口縁～胴部 １／２ ＹＣ ＳＲ１ 覆土（南半）
３２１ 古墳 中期 土師器 甑 把手 １／１ ＹＣ ＳＲ１ 覆土
３２２ 古墳 中期 須恵器 甑 把手 １／１ タタキ ＹＣ ＳＲ１ 覆土（北半）
３２３ 弥生 後期 弥生土器 鉢 底部 １／１ 赤彩 ＹＣ ＳＲ１ 覆土（南半）
３２４ 奈良 須恵器 坏 底部 １／１ 回転糸切 ＹＣ ＳＲ１ 覆土
３２５ 平安 須恵器 坏 底部 １／１ 回転糸切 ＹＣ ＳＲ１ 覆土
３２６ 平安 土師器 高台付坏 底部 １／１ 内黒 ＹＣ ＳＲ１ 覆土
３２７ 平安 土師器 杯 底部 ２／３ 内黒回転糸切 ＹＣ ＳＤ５ 覆土中層
３２８ 古墳 中期 土師器 甕 底部 １／１ ＹＣ 検出
３２９ 平安 土師器 甕 底部 １／１ 回転糸切 ＹＣ 包含層
３３０ 古墳 中期 土師器 高杯 脚部 １／２ ＹＣ 包含層
３３１ 古墳 中期 土師器 甑 全形 ２／３ ＹＣ 包含層
３３２ 奈良 須恵器 坏 ほぼ全形 ２／３ ヘラ切ナデ ＹＣ ＳＤ５ 覆土上層
３３３ 平安 須恵器 坏 ほぼ全形 １／２ 回転糸切 ＹＣ ＳＤ５ 覆土上層
３３４ 中世 カワラケ 皿 ほぼ全形 １／２ 回転糸切タール付着 ＹＣ ＳＤ５ 覆土中層
３３５ 中世 カワラケ 皿 ほぼ全形 ２／３ 回転糸切 ＹＣ ＳＤ５ 覆土中層
３３６ 平安 須恵器 坏 底部 １／２ 回転糸切 ＹＣ ＳＫ１６ 覆土
３３７ 平安 須恵器 坏 底部 １／１ 回転糸切 ＹＣ 検出
３３８ 中世 カワラケ 皿 完形 ２／３ 回転糸切 ＹＣ ＳＤ６ 覆土上層
３３９ 平安 土師器 坏 底部 １／１ 回転糸切 ＹＣ ＳＫ１９ 覆土
３４０ 奈良 須恵器 坏 底部 １／１ 回転ケズリ ＹＣ ＳＺ３ 覆土
３４１ 平安 土師器 坏 底部 １／１ 回転糸切 ＹＣ 包含層
３４２ 平安 土師器 坏 底部 １／１ 回転糸切 ＹＣ 包含層
３４３ 平安 土師器 高台付坏 底部 ２／３ 回転糸切内黒 ＹＣ 包含層
３４４ 古墳 後期 須恵器 蓋 ほぼ全形 １／２ ＹＣ ＳＢ６ 覆土上層
３４５ 平安 須恵器 蓋 つまみ部 １／１ 回転ケズリ ＹＣ 西 ＳＤ１ 覆土
３４６ 平安 土師器 甕 底部 １／１ 回転糸切 ＹＣ 検出
３４７ 平安 須恵器 長頸瓶 頸部 １／１ 自然釉 ＹＣ ＳＫ１８ 覆土
３４８ 中世 瓦器 香炉 ほぼ全形 １／２ 印刻紋三脚 ＹＣ ＳＤ１８ 覆土
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図49　石器実測図①（１：３）
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図５0　石器実測図②（２４～３４＝１：２、他＝１：３）
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図５1　石製品実測図①（１：３）
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図５2　石製品実測図②（１：３）
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図５3　土製品・玉類実測図（土製品＝１：３、玉類＝１：２）
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図版 番号 時期 種別 名称 遺存 重量（ｇ） 形態等 出土遺構
地点 区 遺構 位置

図
４９

１ 弥生 中期 石器 太型蛤刃石斧 完 １，０２１ ＹＣ ＳＫ３３ 覆土
２ 弥生 中期 石器 太型蛤刃石斧 完 ５０３ Ⅲ Ｄ ＳＢ２ 覆土下層
３ 弥生 中期 石器 太型蛤刃石斧 完 ６９１ 刃部折損石槌に転用 Ⅲ Ｂ ＳＫ２４２ 覆土
４ 弥生 中期 石器 太型蛤刃石斧 一部欠 １９５ 小形品刃部欠損基部折損 ＹＣ ＳＲ１ 覆土
５ 弥生 中期 石器 太型蛤刃石斧 破片 ８７ 刃部破片 ＹＣ ＳＲ１ 覆土中層
６ 弥生 中期 石器 扁平片刃石斧 完 ３３ ＹＣ ＳＺ４ 覆土下層
７ 弥生 中期 石器 扁平片刃石斧 完 １４０ ＹＣ ＳＤ５ 覆土上層
８ 弥生 中期 石器 扁平片刃石斧 一部欠 ９０ 基部折損両刃？火成岩 ＹＣ ＳＤ８ 覆土
９ 弥生 中期 石器 扁平片刃石斧 一部欠 ６４ 刃部折損未成品 Ⅲ Ｄ ＳＫ５ 覆土

１０ 弥生 中期 石器 扁平片刃石斧 完 １３８ 未成品 ＹＣ ＳＢ１ 床直上
１１ 弥生 中期 石器 扁平片刃石斧 一部欠 ２９３ 基部折損未成品火成岩 ＭＫ ＳＢ８ 覆土下層
１２ 弥生 中期 石器 扁平片刃石斧 完 １６８ 未成品火成岩 ＹＣ ＳＢ７ 覆土下層
１３ 弥生 中期 石器 扁平片刃石斧 完 ９８ 未成品 ＹＣ ＳＢ７ 床直上
１４ 弥生 中期 石器 扁平片刃石斧 完 ９７ 未成品 ＹＣ ＳＢ７ 覆土下層
１５ 弥生 中期 石器 扁平片刃石斧 完 ４５ 未成品 ＹＣ ＳＤ５ 覆土上層
１６ 弥生 中期 石器 扁平片刃石斧 破片 ２８ 刃部破片 Ⅲ Ｃ ＳＤ１９ 覆土下層
１７ 弥生 中期 石器 小形片刃石器 完 ５ 未成品？ Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土下層
１８ 弥生 中期 石器 小形片刃石器 完 ４ 未成品？ ＹＣ ＳＲ１ 覆土
１９ 弥生 中期 石器 小形片刃石器 完 ４ 未成品？ Ⅲ Ｄ ＳＢ２ 覆土上層

図
５０

２０ 弥生 中期 石器 磨製石剣？ 破片 １４ 穿孔２ Ⅲ Ｂ 検出
２１ 弥生 中期 石器 石包丁 破片 ２９ 火成岩 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土
２２ 弥生 中期 石器 石包丁 破片 ２４ Ⅲ （不明）
２３ 弥生 中期 石器 石包丁 完 １２２ 穿孔１ ＹＣ ＳＤ９ 覆土
２４ 弥生 後期？ 石器 磨製石鏃 破片 １ 穿孔１ ＭＫ ＳＢ６ 床面
２５ 弥生 中期 石器 打製石鏃 一部欠 １ 茎部欠損黒曜石 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土中層
２６ 弥生 中期 石器 打製石鏃 一部欠 １ 茎部欠損黒曜石 Ⅲ Ｄ ＳＫ４１ 覆土
２７ 弥生 中期 石器 打製石鏃 一部欠 １ 茎部欠損 Ⅲ Ｂ 検出
２８ 弥生 中期 石器 打製石鏃 完 １ Ⅲ Ｄ ＳＢ２ 覆土
２９ 弥生 中期 石器 打製石鏃 完 ２ Ⅲ Ｂ 検出
３０ 弥生 中期 石器 打製石鏃 完 １ ＹＣ ＳＲ１ 覆土
３１ 弥生 中期 石器 打製石鏃 一部欠 ２ 先端部欠損 ＹＣ ＳＲ１ 覆土
３２ 弥生 中期 石器 打製石鏃 一部欠 ２ 茎・先端部欠損 Ⅲ Ｄ ＳＤ４ 覆土上層
３３ 弥生 中期 石器 打製石鏃 一部欠 ３ 茎・先端部欠損チャート Ⅲ Ｄ ＳＫ２７ 覆土
３４ 弥生 中期 石器 打製石鏃 破片 ２ 上部折損チャート Ⅲ Ｃ ＳＫ８４ 覆土
３５ 弥生 中期 石器 刃器 完 １５６ 刃部に光沢面 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土上層
３６ 弥生 中期 石器 刃器 完 １２２ 刃部に光沢面 ＹＣ ＳＢ７ 覆土
３７ 弥生 中期 石器 刃器 完 ９５ 刃部に光沢面 Ⅲ Ａ 検出
３８ 弥生 中期 石器 刃器 完 １２２ 刃部に光沢面 ＹＣ ＳＢ６ 床直上
３９ 弥生 中期 石器 刃器 完 ３４ 刃部磨耗 ＹＣ ＳＲ１ 覆土
４０ 弥生 中期 石器 不明磨製石器 完 ５０ 火成岩 Ⅲ Ａ ＳＤ２５ 覆土

図
５１

４１ 弥生 中期 石製品 砥石 一部欠 ２３５ 板状 ＹＣ ＳＢ２ 覆土
４２ 弥生 中期 石製品 砥石 一部欠 ３０９ 板状 Ⅲ Ｄ ＳＢ３ 床直上
４３ 石製品 砥石 一部欠 ３１４ Ⅲ Ｄ 検出
４４ 弥生 中期 石製品 砥石 一部欠 １５６ ＹＣ ＳＢ６ 覆土下層
４５ 石製品 砥石 一部欠 １３７ Ⅲ Ｄ ＳＫ５５ 覆土
４６ 石製品 砥石 一部欠 １２５ Ⅲ Ｃ ＳＤ１０ 覆土
４７ 石製品 砥石 一部欠 １０７ Ⅲ Ａ ＳＲ１ 覆土
４８ 石製品 砥石 一部欠 ６１ Ⅲ Ｄ 検出
４９ 古墳 後期 石製品 砥石 破片 ５６ Ⅲ Ｃ ＳＫ１７７ 覆土
５０ 石製品 砥石 一部欠 １２４ Ⅲ Ｃ 検出
５１ 平安 石製品 砥石 完 １０５ 棒状 Ⅲ Ｄ ＳＫ１６ 覆土
５２ 石製品 砥石 完 ７８ 棒状 Ⅲ Ｄ カクラン
５３ 中世 石製品 砥石 一部欠 ３５ 棒状 ＹＣ ＳＤ５ 覆土中層
５４ 平安 石製品 砥石 一部欠 １０３ 棒状 Ⅲ Ｃ ＳＫ１２８ 覆土
５５ 平安 石製品 砥石 破片 ５１ 棒状 Ⅲ Ｄ ＳＫ５５ 覆土
５６ 古墳 後期 石製品 砥石 破片 ６５ 棒状穿孔２ Ⅲ Ｂ ＳＢ９ 掘り方
５７ 石製品 砥石 一部欠 ４８ 棒状 Ⅲ Ｃ 検出

表７　その他遺物観察表（実測図掲載）
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図版 番号 時期 種別 名称 遺存 重量（ｇ） 形態等 出土遺構
地点 区 遺構 位置

図
５２

５８ 近世 石製品 砥石 一部欠 ３０ 棒状 Ⅲ Ｃ ＳＫ７６ 覆土
５９ 石製品 砥石 一部欠 ３９ 棒状 Ⅲ Ｄ ＳＫ４ 覆土
６０ 近世 石製品 砥石 一部欠 ６４ 棒状 Ⅲ Ｄ ＳＤ６ 覆土
６１ 石製品 砥石 破片 ２８ ＹＣ ＳＲ１ 覆土
６２ 古墳 後期 石製品 砥石 一部欠 ３６ Ⅲ Ｄ ＳＢ２ 覆土上層
６３ 石製品 砥石 一部欠 １５ ＭＫ ＳＫ６ 覆土
６４ 石製品 砥石 一部欠 １３ Ⅲ Ｄ ＳＫ４ 覆土
６５ 中世 石製品 砥石 破片 １１ Ⅲ Ｄ ＳＫ３７ 覆土
６６ 中世 石製品 砥石 破片 ７ Ⅲ Ｃ ＳＤ１９ 覆土
６７ 平安 石製品 砥石 破片 ９ Ⅲ Ｄ ＳＤ２ 覆土上層
６８ 弥生 中期 石製品 砥石 一部欠 15,200 大形 ＹＣ ＳＢ６ 床面

図
５３

１ 弥生 後期 土製品 紡錘車 半欠 大形 ＭＫ ＳＢ６ 覆土下層
２ 弥生 土製品 紡錘車 半欠 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土上層
３ 弥生 後期 土製品 紡錘車 完 ＭＫ ＳＫ９ 覆土
４ 弥生 後期 土製品 紡錘車 半欠 赤彩 ＭＫ ＳＢ１ 覆土上層
５ 弥生 中期 土製品 円板 完 有孔赤彩 ＹＣ ＳＢ４ 床面
６ 土製品 円板 完 有孔 Ⅲ Ｄ ＳＢ３ 床面
７ 弥生 中期 土製品 円板 完 有孔赤彩 ＹＣ ＳＢ６ 床直上
８ 土製品 円板 完 有孔 Ⅲ Ｄ ＳＢ５ 覆土上層
９ 弥生 中期 土製品 円板 完 有孔有紋 ＹＣ ＳＢ３ 床直上

１０ 弥生 中期 土製品 円板 完 有孔有紋 Ⅲ Ｄ ＳＢ３ 床直上
１１ 弥生 後期 土製品 円板 半欠 有孔有紋 ＭＫ ＳＫ２ 覆土下層
１２ 弥生 中期 土製品 円板 完 有孔有紋 Ⅲ Ｄ ＳＤ７ 覆土下層
１３ 弥生 中期 土製品 円板 完 有孔 ＹＣ ＳＢ３ 覆土上層
１４ 弥生 中期 土製品 円板 完 有孔有紋 ＹＣ 西 ＳＺ１ 覆土
１５ 弥生 中期 土製品 円板 半欠 有孔有紋 ＹＣ ＳＢ６ 覆土上層
１６ 弥生 中期 土製品 円板 半欠 有孔 ＹＣ ＳＢ５ 覆土下層
１７ 弥生 中期 土製品 円板 半欠 有孔赤彩 ＹＣ ＳＢ７ 覆土下層
１８ 弥生 中期 土製品 円板 半欠 有孔 ＹＣ ＳＢ１ 床直上
１９ 土製品 円板 半欠 有孔 ＹＣ 西 ＳＺ１ 覆土
２０ 土製品 円板 半欠 有孔 ＹＣ ＳＲ１ 覆土
２１ 土製品 円板 完 穿孔途上 ＹＣ ＳＺ４ 覆土上層
２２ 弥生 土製品 円板 完 赤彩・穿孔途上 Ⅲ Ｄ 検出
２３ 弥生 中期 土製品 円板 完 有紋 ＹＣ ＳＢ３ 覆土上層
２４ 弥生 後期 土製品 円板 完 Ⅲ Ａ ＳＫ３７８ 覆土
２５ 弥生 中期 土製品 円板 完 Ⅲ Ｄ ＳＢ３ 床面
２６ 弥生 中期 土製品 円板 完 有紋 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土下層
２７ 土製品 円板 完 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土
２８ 弥生 中期 土製品 円板 完 赤彩 ＹＣ ＳＢ７ 覆土上層
２９ 弥生 中期 土製品 円板 完 赤彩 Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 覆土中層
３０ 土製品 円板 完 穿孔途上 ＹＣ ＳＲ１ 覆土
３１ 弥生 中期 土製品 円板 半欠 ＹＣ ＳＢ６ 覆土上層
３２ 平安 土製品 板状土製品 破片 Ⅲ Ｃ ＳＫ５５ 覆土上層
３３ 弥生 後期 土製品 ミニチュア土器 破片 台付甕？ Ⅲ Ａ ＳＢ１２ 覆土上層
３４ 弥生 後期 玉類 管玉 完 緑色凝灰岩 ＭＫ ＳＢ８ 床面
３５ 古墳 後期 玉類 管玉 完 緑色凝灰岩 Ⅲ Ｄ ＳＢ２ カマド床面
３６ 玉類 管玉 完 細形緑色凝灰岩 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土下層
３７ 玉類 管玉 完 細形緑色凝灰岩 Ⅲ Ｄ ＳＫ５７ 覆土下層
３８ 弥生 中期 玉類 管玉 完 細形緑色凝灰岩 ＹＣ ＳＢ６ 覆土下層
３９ 玉類 管玉 完 細形鉄石英 Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土下層
４０ 玉類 管玉 完 細形鉄石英未製品 Ⅲ Ｄ ＳＫ３９ 覆土
４１ 古墳 後期 玉類 管玉 完 土製？ Ⅲ Ｄ ＳＢ２ 床直上
４２ 玉類 小玉 完 コバルト色ガラス Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土中層
４３ 弥生 後期 玉類 小玉 完 スカイブルー色ガラス Ⅲ Ａ ＳＢ１２ 覆土上層
４４ 玉類 小玉 完 スカイブルー色ガラス ＹＣ ＳＲ１ 覆土
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図版 番号 時期 種別 名称 遺存 重量（ｇ） 形態等 出土遺構
地点 区 遺構 位置

石
器
写
真
③

１ 石器 刃器 完 ２１１ Ⅲ Ｃ ＳＤ１９ 覆土上層
２ 弥生 後期 石器 刃器 一部欠 ６５ ＭＫ ＳＢ３ 覆土中層
３ 石器 刃器 完 ４６ ＹＣ ＳＫ５６ 覆土
４ 石器 刃器 完 ６０ ＭＫ ＳＤ３ 覆土
５ 弥生 中期 石器 刃器 一部欠 ５２ ＹＣ ＳＢ６ 床直上
６ 石器 小形打製石器 完 ９ 未製品？ ＭＫ 検出

石
器
写
真
④

７ 弥生 中期 石器 不明磨製石器 完 ６ 三角板状 Ⅲ Ｄ ＳＢ５ 覆土下層
８ 石器 不明磨製石器 完 ９２ 未成品 Ⅲ Ｃ ＳＫ１５６ 覆土
９ 石器 不明磨製石器 完 ２０ 刃部を欠く、未製品 ＹＣ ＳＲ１ 覆土中層
１０ 弥生 中期 石器 不明磨製石器 完 １６ 未成品？ Ⅲ Ｄ ＳＢ３ 覆土上層
１１ 石器 不明磨製石器 完 ３１ 未成品？ ＹＣ ＳＤ１４ 覆土
１２ 弥生 中期 石器 打製石器 ５５ 残核？ ＹＣ ＳＢ８ 覆土中層
１３ 石器 打製石器 １１２ 残核？ ＹＣ ＳＤ５ 覆土上層
１４ 石器 打製石器 ３９ 未製品？ Ⅲ Ｄ ＳＺ１ 覆土中層
１５ 弥生 中期 石器 石核 ２６６ ＹＣ ＳＢ６ 床直上
１６ 弥生 中期 石器 石核 １２１ チャート ＹＣ ＳＢ８ 覆土下層
１７ 弥生 後期 石器 石核 ２７ ＭＫ ＳＢ６ 床面
１８ 石器 石核 ８０ Ⅲ Ｃ ＳＫ８１ 覆土

石
製
品
写
真
③

１９ 石製品 ミガキ石 完 １６９ Ⅲ Ｄ 検出
２０ 弥生 中期 石製品 ミガキ石 一部欠 １６１ ＹＣ ＳＢ５ 床直上
２１ 石製品 ミガキ石 半欠 ２１０ Ⅲ Ｄ ＳＫ３７ 覆土
２２ 弥生 後期 石製品 ミガキ石 完 ６２ Ⅲ Ａ ＳＢ１２ 覆土下層
２３ 石製品 ミガキ石 完 ４８ Ⅲ Ｄ ＳＫ５４ 覆土
２４ 石製品 ミガキ石 完 ５２ Ⅲ Ａ ＳＲ１ 覆土
２５ 石製品 ミガキ石 半欠 ６２ Ⅲ Ｃ ＳＫ１６３ 覆土
２６ 古墳 後期 石製品 ミガキ石 完 ７３ Ⅲ Ｄ ＳＤ８ 覆土上層
２７ 古墳 後期 石製品 ミガキ石 半欠 ５２ Ⅲ Ｄ ＳＤ８ 覆土上層
２８ 石製品 ミガキ石 半欠 ４５ Ⅲ Ｄ 検出
２９ 弥生 中期 石製品 ミガキ石 完 ２５ Ⅲ Ｄ ＳＢ４ 覆土下層
３０ 石製品 ミガキ石 完 ４５ Ⅲ Ｄ 検出
３１ 弥生 後期 石製品 ミガキ石 完 ９ ＭＫ ＳＢ８ 覆土上層
３２ 石製品 ミガキ石 完 ２ Ⅲ Ｄ 検出

石
製
品
写
真
④

３３ 石製品 敲石 完 ９３ Ⅲ Ｄ ＳＫ５ 覆土
３４ 中世 石製品 敲石 半欠 １７８ Ⅲ Ｄ ＳＫ３７ 覆土
３５ 石製品 敲石 半欠 １７６ Ⅲ Ｄ 検出
３６ 石製品 敲石 完 ３３１ ＹＣ 検出
３７ 弥生 後期 石製品 敲石 一部欠 １９４ ＭＫ ＳＢ１ 床面
３８ 中世 石製品 敲石 完 １５３ Ⅲ Ｄ ＳＫ３７ 覆土
３９ 中世 石製品 敲石 半欠 ２０４ Ⅲ Ｄ ＳＫ３７ 覆土
４０ 石製品 敲石 完 ３９１ Ⅲ Ｄ 検出
４１ 弥生 中期 石製品 敲石 完 ３６１ ＹＣ ＳＢ７ 床直上
４２ 弥生 中期 石製品 敲石 半欠 ７３７ Ⅲ Ｄ ＳＢ３ 覆土上層
４３ 弥生 後期 石製品 敲石 完 １，０１８ ＭＫ ＳＢ４ 覆土中層

玉
類
・
金
属
製
品
写
真

４４ 近世 金属製品 銭貨 完 寛永通宝 Ⅲ Ｃ ＳＤ１１ 覆土
４５ 近世 金属製品 銭貨 完 寛永通宝 Ⅲ Ｃ ＳＫ８０ 覆土
４６ 近世 金属製品 銭貨 完 寛永通宝 Ⅲ Ｃ ＳＫ８１ 覆土
４７ 近世 金属製品 銭貨 完 寛永通宝 Ⅲ Ｃ ＳＫ８２ 覆土
４８ 近世 金属製品 銭貨 完 寛永通宝 Ⅲ Ｃ 検出
４９ 近世 金属製品 銭貨 完 寛永通宝 Ⅲ Ｄ 検出
５０ 近世 金属製品 銭貨 完 寛永通宝 Ⅲ Ｄ 検出
５１ 中世 金属製品 銭貨 完 北宋銭 Ⅲ Ｄ ＳＤ５ 覆土
５２ 中世 金属製品 銭貨 完 北宋銭 Ⅲ Ｄ 検出
５３ 中世 金属製品 銭貨 完 北宋銭 ＹＣ ＳＤ５ 覆土上層
５４ 中世 金属製品 銭貨 完 北宋銭 Ⅲ Ｃ 検出
５５ 中世 金属製品 銭貨 完 北宋銭 ＹＣ ＳＤ１８ 覆土
５６ 金属製品 銭貨 完 ？ Ⅲ Ａ 検出
５７ 近代 金属製品 銭貨 完 一銭貨 Ⅲ Ａ 検出
５８ 近世 金属製品 キセル 完 一体 ＹＣ 検出
５９ 近世 金属製品 キセル 一部欠 雁首 Ⅲ Ｄ ＳＫ３４ 覆土
６０ 近世 金属製品 キセル 半欠 吸口 Ⅲ Ｄ カクラン
６１ 近世 金属製品 かんざし 半欠 Ⅲ Ｄ ＳＫ２２９ 覆土

表８　その他遺物観察表（写真のみ掲載）
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Ⅵ　自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

１　市道柳原東西線地点・埋没河川（ＫＹＭＯ－Ⅲ・ＳＲ １）
� 平成１５年度業務委託
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はじめに

　小島・柳原遺跡群に含まれる水内坐一元神社遺跡は長野県長野市大字小島に所在し、千曲川左岸に形成された

沖積地に立地している。本遺跡は、これまでの発掘調査では、弥生時代後期～古墳時代初頭及び平安時代の集落

が確認されている。特に、弥生時代後期末と考えられる環濠と住居跡が検出され、当該期の集落の様相の一部が

明らかとなっている。今回の発掘調査では、旧河道と考えられる凹地両側の微高地上より弥生時代後期～古墳時

代初頭の竪穴住居跡や、古代～中世の掘立柱建物跡や溝状遺構等が確認されている。

　今回の自然科学分析調査を行うにあたり、上記した旧河道に埋積した堆積物に、当時の堆積環境や古植生に関

わる情報が包含していると期待されたことから、ボーリング調査等により試料採取を行っている。また、旧河道



112

内の埋積物と比較対照が可能と判断された溝状遺構覆土についても、試料採取を行っている。本報告では、これ

らのボーリング調査等で採取された試料と現地調査結果に基づき、試料の抽出・選択を行い、1堆積物の年代観

推定、2旧流路跡及び溝跡の堆積環境の検証、3本遺跡や周辺地域の古植生復元、という３点の課題を設定し、

これらの課題について自然科学的手法を用いて検討する。

１．試料

　試料は、旧河道内に認められた堆積物については、発掘調査の状況や調査担当者と検討の結果、シンウォール

式およびトーマス式のボーリングコアサンプラーを併用し採取を行った。また、発掘調査区壁面に認められた土

層及び溝状遺構覆土については、厚さ５㎝で連続サンプリングと土壌ブロックの採取を行った。以下に、各地点

の試料の概要と層相観察結果を示す。

1１地点（ボーリング調査地点）

　旧河道（ＳＲ１）内に設定した地点。調査深度は、旧流路検出面より約２１０㎝を測る。試料は、シンウォール

式で採取したボーリングコア７本（試料番号１～７）である。ボーリングコアの観察の結果、土色や粒径等から

１７層に分層される。上部の土層は、黒色を呈する粘土～シルトからなり、下位に向かって灰色化し、粒径も粗く

なる。一方、下部では、葉理構造を有する土層が確認され、最下部では淘汰の良好な細～中粒砂からなる砂層が

認められる。

2２地点（ボーリング調査地点）

　１地点と同様に旧河道内に設定した地点。１地点の東側に位置し、旧河道のほぼ中央部に相当する。調査深度

は、検出面より約２４０㎝を測る。試料は、シンウォール式で採取したボーリングコア７本と、トーマス式で採取

したボーリングコア１本の計８本（試料番号１～８）である。ボーリングコアの観察の結果、１５層に分層される。

上部の土層は、黒色を呈する粘土～シルトからなり、下位に向かって砂粒の混入が顕著となる。下部は、１地点

と同様に、葉理構造を有する土層が確認される。最下部の土層は、礫が混入する中粒砂～極粗砂からなる砂層が

認められる。なお、本遺跡では、後述するように発掘調査区壁面に認められた土層が基本土層１～５層に分層さ

れている。ここでは、旧河道中央の２地点で認められたボーリングコアの土層観察結果を基準に、１～５層の基

本土層に続く６～８層を暫定的に設定した。以下に、これらの土層の特徴を示す。

・６層

　６層は、黒色を呈する粘土～シルトと２地点下部の葉理構造が認められる土層の間層に相当する。基質の粒径

は、シルト～細粒砂に変化するが、５層と比べ砂質化することを特徴とする。

・７層

　７層は、シルトと中粒～極細粒砂からなる葉理構造が認められる。土層中からは材片等の混入が認められる。

１地点最下部の細～中粒砂からなる砂層も、当層に相当する可能性がある。

・８層

　８層は、礫混じりの中～極粗粒砂からなる。試料の状態から、堆積構造の観察は不可能であった。

3３地点

　１地点の南東の発掘調査区壁面である。当地点は、排水用に深掘（検出面より深度約７０㎝）されていたことか

ら、現地表面から深掘最下部までを対象としている。また、当地点では、本遺跡の基本土層１～５層に相当する

土層が確認される。以下に、各土層の観察所見を示す。

　５・４層は、河道堆積物と考えられ、暗灰色～黒色を呈する粘土～シルトからなる。５層中には、微細な炭化
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物や植物遺体が認められ、４層に比べ土色は黒である。一方、４層は、黒～暗灰色を呈し、５層中に認められた

植物遺体は多く認められない。いずれの層も河道堆積物の上位の腐植層と考えられる。

　３層は、灰白色を呈する粘土質シルトからなる。植物根に由来すると考えられる管状酸化鉄の沈着が顕著で、

これらの植物根による擾乱が認められる。

　２・１層は、灰～暗灰色の細粒～微粒砂混じりの粘土質シルトからなる。１層は、耕作土層（水田層）であり、

作土と考えられる塊状無層理で粘質なシルト～粘土層と、床土などに相当すると考えられる酸化鉄・マンガンの

濃集層の互層が４～５組確認された。一方、２層では、これらの特徴は明瞭ではなかったが、３層との層界部分

は、植物根による擾乱や３層を母材とすると考えられる塊状のシルトが散在し、不整合となっている。

　当地点では、現地表面に生育する植物根の影響が顕著な箇所（地表面より深度１５㎝）を除き、１～３層は厚さ

５㎝連続で土壌１７点（試料番号１－１７）、４～５層は層相の観察結果を基に土壌ブロック４点（試料番号１８－２１）

の計２１点を採取した。

4４地点

　発掘調査区北壁西側に検出された溝状遺構（ＳＤ２５）の土層断面である。溝状遺構覆土は、耕作土層との不整

合面の下位に相当し、３層に分層される。溝状遺構覆土は、葉理構造は認められず土色や粒径はほぼ同一であ

り、塊状を呈するシルトや植物遺体の混入の有無によって概ね上・下部に分層され、さらに、溝状遺構底部に低

部付近には地山の青灰色砂質シルトが混じる土層が認められる。試料は、覆土最上部より溝状遺構底部に認めら

れた地山までを対象とし、厚さ５㎝連続で土壌１０点（試料番号１－１０）を採取した。

　これらの１～４地点から採取したボーリングコア及び土壌試料を対象に、珪藻分析８点、花粉分析７点、植物

珪酸体分析７点、土壌微細物分析２点を行う。また、ボーリングコア及び土壌試料中より抽出された木片２点を

対象に放射性炭素年代測定を行う。２箇所のボーリング調査地点の模式柱状図と観察記載を図１に、各地点の対

比図、試料採取位置図および分析層位を図２に示す。

N2/0黒色

7.5Y2/1黒

10Y3/1ｵﾘｰﾌﾞ黒

10Y4/1灰

7.5Y3/1ｵﾘｰﾌﾞ黒

10Y4/1灰

5GY3/1暗ｵﾘｰﾌﾞ灰

7.5Y3/1ｵﾘｰﾌﾞ黒

5GY3/1暗ｵﾘｰﾌﾞ灰

5GY3/1暗ｵﾘｰﾌﾞ灰

5GY3/1暗ｵﾘｰﾌﾞ灰

5GY3/1暗ｵﾘｰﾌﾞ灰

5GY3/1暗ｵﾘｰﾌﾞ灰

5G3/1暗緑灰

5G3/1暗緑灰

5GY3/1暗ｵﾘｰﾌﾞ灰
5G3/1暗緑灰

粘土質シルト（土器片混じる）

シルト質粘土
　　（うん管～管状酸化鉄沈着）

粘土質シルト（管状酸化鉄沈着）

シルト質粘土

シルト（管～雲状酸化鉄沈着）

粘土質シルト（管状酸化鉄沈着）

極細粒砂質シルト
　　（管～うん管状酸化鉄沈着）

粘土質シルト

シルト

シルト質極細粒砂

極細粒砂質シルト

シルト混じり細粒砂

シルト質細粒砂
　　（植物遺体と黒色粘土でラミナ形成）

シルト混じり細～極細粒砂

極細粒砂と粘土でラミナ形成
　　（植物遺体を僅かに含む）

粘土（最下部1cmに木材片含む）
細～中粒砂（淘汰良好）

5Y3/1ｵﾘｰﾌﾞ黒 粘土（うん管～糸根状酸化鉄沈着）

5Y3/1ｵﾘｰﾌﾞ黒 粘土（上部に糸根～雲状酸化鉄沈着）

10YR3/1黒褐 粘土

N2/0黒 シルト質粘土（植物遺体多量）

N3/0緑灰 粘土

5Y3/1ｵﾘｰﾌﾞ黒 礫混じり中～極粗粒砂

5G3/1暗緑灰 細～中粒砂（ラミナ形成、下部で顕著）

5GY3/1暗ｵﾘｰﾌﾞ灰 シルト混じり細～極細粒砂（中粒砂・
　材片が混入、上部に礫混じる）

5GY3/1暗ｵﾘｰﾌﾞ灰 シルト混じり細～極細粒砂
　　（ラミナ形成）

5Y3/1ｵﾘｰﾌﾞ黒 シルト質極細粒砂（炭化材混じる）

5Y3/1ｵﾘｰﾌﾞ黒 極細粒砂質シルト

5Y3/1ｵﾘｰﾌﾞ黒 シルト混じり細～極細粒砂

2.5Y2/1黒 極細粒砂混じり粘土質シルト
　　（植物遺体混じる）

5Y3/1ｵﾘｰﾌﾞ黒 細粒砂質シルト

5Y3/1ｵﾘｰﾌﾞ黒 粘土質シルト（材片混じる）
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図１　ボーリング試料の模式柱状図



114

？

1

2

3

4

5

6

7

1地点

シルト

粘土

礫

砂

酸化鉄

炭化物

木材

ラミナ

凡例

1

4地点

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

1

2

3

4

5

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

18

19

20

21

3地点

332.5

335.5

335.0

334.5

334.0

333.0

333.5

標高[m]

1600±40

2090±40

1

2

3

4

5

6

7

8

2地点

6

3

4

5

7

溝
覆
土

地
山

年
代
測
定

花
粉

珪
藻

植
物
珪
酸
体

微
細
物

花
粉

珪
藻

植
物
珪
酸
体

微
細
物

年
代
測
定

年
代
測
定

花
粉

珪
藻

植
物
珪
酸
体

微
細
物
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　結果は、検出された種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾向から古植生につ

いて検討するために、植物珪酸体群集と珪化組織片の層位分布図を作成する。各種類の出現率は、短細胞珪酸体

と機動細胞珪酸体の珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求める。

⑸土壌微細物分析

　土壌試料２００㏄を水に一晩液浸し、試料の泥化を促す。０．５㎜の篩を通して水洗し残渣をシャーレに集め、双眼

実体顕微鏡下で観察し、同定可能な果実、種子などを抽出する。種実の形態的特徴を所有の現生標本および原色

日本植物種子写真図鑑（石川，１９９４）、日本植物種子図鑑（中山ほか，２０００）などと比較し、種類を同定し、個

数を数えた。なお、微細片を含み数字以上の個数が推定される種類は、表中に「数字＋」と表示する。分析後の

植物遺体は、種類毎にビンに入れ、７０％程度のエタノール溶液による液浸保存処理を施す。

３．結果

⑴放射性炭素年代測定

　結果を表１・２に示す。木片の測定年代（補正年代）は、１６００ＢＰ（２地点・試料番号３）、２０９０ＢＰ（２地点・

試料番号5)を示す。なお、これらの木片の樹種同定の結果、広葉樹と同定されたが、いずれも種類の特定には

至らなかった。

⑵珪藻分析

　結果を表３、図３に示す。３地点試料番号１３は珪藻化石の産出は少なかったが、この他の７試料からは豊富に

産出し、産出分類群数は３２属１６５種類である。珪藻化石が産出した試料の完形殻の出現率は約７０％以上で保存状

態も良好である。各地点の下位より珪藻化石群集の特徴を述べる。

・２地点：試料番号６

　淡水域に生育する水生珪藻（以下、水生珪藻）が約６０％産出し、これに次いで淡水～汽水生種、陸上のコケや

土壌表面など多少の湿り気を保持した好気的環境に耐性のある陸生珪藻、汽水生種が産出する。淡水性種の生態

性（塩分濃度、水素イオン濃度、流水に対する適応能）は、貧塩不定性種（少量の塩分には耐えられる種）、真

＋好アルカリ性種（ｐＨ７．０以上のアルカリ性水域に最もよく生育する種）、流水不定性種（流水域にも止水域に

も普通に生育する種）が優占する。特に多産する種類はなく、淡水～汽水生種のＮｉｔｚｓｃｈｉａ　 ｌｅｖｉｄｅｎｓｉｓ　 ｖａｒ．　 ｖｉｃｔｏｒｉａｅ、

Ｒｈｏｐａｌｏｄｉａ　 ｇｉｂｂｅｒｕｌａ、流水性で中～下流性河川指標種群のＮａｖｉｃｕｌａ　 ｖｉｒｉｄｕｌａ　 ｖａｒ．　 ｒｏｓｔｅｌｌａｔａ、流水不定性

地点名 試料番号 補正年代（ＢＰ） 暦年較正年代（ｃａｌ） 相対比 Ｃｏｄｅ Ｎｏ．
２地点 ３ １６０３ ± ３５ ｃａｌ  ＡＤ  ４１９ － ｃａｌ  ＡＤ  ４４２

ｃａｌ  ＡＤ  ４４８ － ｃａｌ  ＡＤ  ４６８
ｃａｌ  ＡＤ  ４８２ － ｃａｌ  ＡＤ  ５３０

ｃａｌ  ＢＰ  １，５３１ － １，５０８
ｃａｌ  ＢＰ  １，５０２ － １，４８２
ｃａｌ  ＢＰ  １，４６８ － １，４２０

０．２７９
０．２１９
０．５０２

ＩＡＡＡ － ３１９２１

２地点 ５ ２０９４ ± ３４ ｃａｌ  ＡＤ  １６５ － ｃａｌ  ＢＣ  １２８
ｃａｌ  ＡＤ 122  － ｃａｌ  ＢＣ    ８８
ｃａｌ  ＡＤ  78   － ｃａｌ  ＢＣ    ５５

ｃａｌ  ＢＰ  ２，１１５ － ２，０７８
ｃａｌ  ＢＰ  ２，０７２ － ２，０３８
ｃａｌ  ＢＰ  ２，０２８ － ２，００５

０．３９５
０．３６７
０．２３８

ＩＡＡＡ － ３１９２２

計算には、ＲＡＤＩＯＣＡＲＢＯＮＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮＰＲＯＧＲＡＭＣＡＬＩＢＲＥＶ４．４（Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ１９８６－２００２ＭＳｔｕｉｖｅｒａｎｄＰＪＲｅｉｍｅｒ）を使用
計算には表に示した丸める前の値を使用している。
付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の ６８％が入る範囲）を年代値に換算した値。

表２　暦年較正結果

地点名 試料番号 試料の質 樹種 補正年代 ＢＰ δ １３Ｃ（‰） 測定年代 ＢＰ Ｃｏｄｅ Ｎｏ．
２地点 ３ 木片 広葉樹 １６００ ± ４０ － ２７．６１ ± ０．９２ １６５０ ± ３０ ＩＡＡＡ － ３１９２１
２地点 ５ 木片 広葉樹 ２０９０ ± ４０ － ３０．１１ ± ０．９８ ２１８０ ± ３０ ＩＡＡＡ － ３１９２２

１）年代値の算出には、Ｌｉｂｂｙ の半減期 ５５６８ 年を使用。
２）ＢＰ年代値は、１９５０ 年を基点として何年前であるかを示す。
３）付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の ６８％が入る範囲）を年代値に換算した値。

表１　放射性炭素年代測定結果
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のＡｍｐｈｏｒａ　 ａｆｆｉｎｉｓ、Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｋｏｔｓｃｈｙｉ、Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｓｙ㎜ ｅｔｒｉｃａ、陸生珪藻の中でも耐乾性の高い陸生珪藻Ａ群（伊

藤・堀内，１９９１）のＡｍｐｈｏｒａ　 ｍｏｎｔａｎａ などが産出する。なお、中～下流性河川指標種群とは、河川中～下流部

や河川沿いの河岸段丘、扇状地、自然堤防、後背湿地などに集中して出現することから、その環境を指標するこ

とができる種群とされている（安藤，１９９０）。

・２地点：試料番号５

　陸生珪藻が６５％と多産し、これに次いで水生珪藻が３０％、淡水～汽水生種が約１０％産出する。産出種について

みると、陸生珪藻Ａ群のＨａｎｔｚｓｃｈｉａ　 ａｍｐｈｉｏｘｙｓ が約２０％、同じく陸生珪藻Ａ群のＡｍｐｈｏｒａ　 ｍｏｎｔａｎａ、Ｎａｖｉｃｕｌａ

　ｍｕｔｉｃａ が１５％前後産出する。水域に生育するものは、Ｒｈｏｐａｌｏｄｉａ　 ｇｉｂｂｅｒｕｌａ 等がわずかに認められる。

・２地点：試料番号３

　真＋好酸性種（ｐＨ７．０以下の酸性水域に最もよく生育する種）と真＋好止水性種（止水域に最もよく成育する

種）が多産する。産出種についてみると、沼などの止水域を好んで生育する Ｆｒａｇｉｌａｒｉａ　 ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ が約６０％と優

占し、流水性で中～下流性河川指標種群のＭｅｒｉｄｉｏｎ　 ｃｉｒｃｕｌａｅ　 ｖａｒ．　 ｃｏｎｓｔｒｉｃｔｕｍ、Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓ　 ｌａｎｃｅｏｌａｔａ 等が認

められる。

・３地点：試料番号２０

　２地点：試料番号３で優占したＦｒａｇｉｌａｒｉａ　 ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ が減少し、水域にも好気的環境にも生育する陸生珪藻 Ｂ

群（伊藤・堀内，１９９１）で　沼沢湿地付着生種群のＥｕｎｏｔｉａ　 ｐｒａｅｒｕｐｔａ　 ｖａｒ．　 ｂｉｄｅｎｓ が約２０％産出する。なお、中

～下流性河川指標種群のＭｅｒｉｄｉｏｎ　 ｃｉｒｃｕｌａｅ　 ｖａｒ．　 ｃｏｎｓｔｒｉｃｔｕｍ、Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓ　 ｌａｎｃｅｏｌａｔａ などは前試料同様産出する。
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図３　主要珪藻化石群集の層位分布
海水－汽水－淡水生種産出率・各種産出率・完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の比率は淡水生種の合計を基数として
百分率で算出した。いずれも100個体以上検出された試料について示す。なお、●は３％未満、＋は100個体未満の試料につい
て検出した種類を示す。
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種類 生態性 環境
指標種

２地点 ３地点 ４地点
塩分 ｐＨ 流水 ３ ５ ６ １３ １８ ２０ ５ ８

ＣｏｃｃｏｎｅｉｓｓｃｕｔｅｌｌｕｍＥｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｅｕｈ－Ｍｅｈ Ｃ１ － － １ － － － － －
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａｓｉｇｍａ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｗ．Ｓｍｉｔｈ Ｅｕｈ－Ｍｅｈ Ｅ２ － － １ － － － － －
ＮｉｔｚｓｃｈｉａｃａｌｉｄａＧｒｕｎｏｗ Ｍｅｈ － － １ － － － － －
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａｆａｓｃｉｃｕｌａｔａ（Ｇｒｕｎ．）Ｇｒｕｎｏｗ Ｍｅｈ － － ３ － － － － －
ＮｉｔｚｓｃｈｉａｈｕｎｇａｒｉｃａＧｒｕｎｏｗ Ｍｅｈ Ｅ１ － － １ － － － ２ ２
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａｌｅｖｉｄｅｎｓｉｓ（Ｗ．Ｓｍｉｔｈ）Ｇｒｕｎｏｗ Ｍｅｈ － － ６ － － １ － －
ＮｉｔｚｓｃｈｉａｌｏｒｅｎｚｉａｎａＧｒｕｎｏｗ Ｍｅｈ Ｅ２ － ２ ２ － － － － －
ＮｉｔｚｓｃｈｉａｐｌａｎａＷ．Ｓｍｉｔｈ Ｍｅｈ － － － － １ － － －
ＡｍｐｈｏｒａｆｏｎｔｉｎａｌｉｓＨｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ － － １ － － － － －
ＡｍｐｈｏｒａｖｅｎｅｔａＫｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ａｌ－ｂｉ ｌ－ｐｈ － － － － － － ２ ４
Ａｎｏｍｏｅｏｎｅｉｓｓｐｈａｅｒｏｐｈｏｒａ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｐｆｉｔｚｅｒ Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ａｌ－ｂｉ ｉｎｄ － － １ ３ ３２ ３ １ －
ＢａｃｉｌｌａｒｉａｐａｒａｄｏｘａＧｍｅｌｉｎ Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ａｌ－ｂｉ ｌ－ｐｈ Ｕ － － － － － － １ －
ＣｙｃｌｏｔｅｌｌａｍｅｎｅｇｈｉｎｉａｎａＫｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ａｌ－ｉｌ ｌ－ｐｈ Ｌ，Ｓ － － － － － － － ５
Ｎａｖｉｃｕｌａｃａｐｉｔａｔａｖａｒ．ｅｌｌｉｐｔｉｃａ（Ｓｃｈｕｌｚ）Ｃｌ．－ Ｅｕ． Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ － － １ － － － － －
ＮａｖｉｃｕｌａｇｒｅｇａｒｉａＤｏｎｋｉｎ Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － １ １ － － － － －
ＮａｖｉｃｕｌａｐｙｇｍａｅａＫｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － １ － － － － － －
ＮａｖｉｃｕｌａｖｅｎｅｔａＫｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｓ － １ ４ － － － １ ６
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａｌｅｖｉｄｅｎｓｉｓｖａｒ．ｖｉｃｔｏｒｉａｅＧｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － ２ １４ － － － － －
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａｐａｌｅａ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｗ．Ｓｍｉｔｈ Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ｉｎｄ ｉｎｄ Ｓ － － １ － １ － ５ ９
Ｒｈｏｐａｌｏｄｉａｇｉｂｂｅｒｕｌａ（Ｅｈｒ．）Ｏ．Ｍｕｌｌｅｒ Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ － ８ １９ － ５ ５ － －
ＡｃｈｎａｎｔｈｅｓｅｘｉｇｕａＧｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｓ － － １ － － － － －
ＡｃｈｎａｎｔｈｅｓｈｕｎｇａｒｉｃａＧｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ １ － － － － － ２２ ８５
Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓｉｎｆｌａｔａ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｔ － － － － － ２ － －
Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓｌａｎｃｅｏｌａｔａ（Ｂｒｅｂ．）Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｒ－ｐｈ Ｋ，Ｔ １３ ３ １ － － ７ ３ －
ＡｃｈｎａｎｔｈｅｓｍｉｎｕｔｉｓｓｉｍａＫｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － － － － － １ － －
Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓｓｐｐ． Ｏｇｈ－ｕｎｋ ｕｎｋ ｕｎｋ － － １ － － － － －
ＡｍｐｈｏｒａａｆｆｉｎｉｓＫｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － ２ １３ １ ２６ ８ １ －
ＡｍｐｈｏｒａｍｏｎｔａｎａＫｒａｓｓｋｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＡ，Ｕ １ ２４ ８ － － － １ ２
ＡｍｐｈｏｒａｎｏｒｍａｎｉｉＲａｂｅｎｈｏｒｓｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＢ － － － － １ － － －
Ａｍｐｈｏｒａｐｅｄｉｃｕｌｕｓ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｂｉ ｉｎｄ Ｔ － － １ － － － － －
Ａｍｐｈｏｒａｓｐｐ． Ｏｇｈ－ｕｎｋ ｕｎｋ ｕｎｋ － － － １ － － － －
Ａｎｏｍｏｅｏｎｅｉｓｂｒａｃｈｙｓｉｒａ（Ｂｒｅｂ．）Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｃ－ｉｌ ｌ－ｐｈ Ｏ，Ｔ － － － １ － － － －
Ａｕｌａｃｏｓｅｉｒａａｍｂｉｇｕａ（Ｇｒｕｎ．）Ｓｉｍｏｎｓｅｎ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｌ－ｂｉ Ｎ，Ｕ － － － １ － － － －
Ａｕｌａｃｏｓｅｉｒａｃｒｅｎｕｌａｔａ（Ｅｈｒ．）Ｋｒａｍｍｅｒ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｌ－ｐｈ － － １ － １ ７ － －
ＣａｌｏｎｅｉｓａｅｒｏｐｈｉｌａＢｏｃｋ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ ＲＡ － － － － － － ２ －
Ｃａｌｏｎｅｉｓｂａｃｉｌｌｕｍ（Ｇｒｕｎ．）Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｕ － － － － － － １ －
Ｃａｌｏｎｅｉｓｓｉｌｉｃｕｌａ（Ｅｈｒ．）Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ － － １ － ２ － － －
Ｃａｌｏｎｅｉｓｓｐｐ． Ｏｇｈ－ｕｎｋ ｕｎｋ ｕｎｋ － － － １ － － － －
Ｃｏｃｃｏｎｅｉｓｐｌａｃｅｎｔｕｌａ（Ｅｈｒ．）Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － １ ２ － １ － － －
Ｃｏｃｃｏｎｅｉｓｐｌａｃｅｎｔｕｌａｖａｒ．ｅｕｇｌｙｐｔａ（Ｅｈｒ．）Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｔ － １ ４ － － － － －
Ｃｒａｔｉｃｕｌａｃｕｓｐｉｄａｔａ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｄ．Ｇ．Ｍａｎｎ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｓ － － ３ － ４ － － １
Ｃｙｍａｔｏｐｌｅｕｒａｓｏｌｅａ（Ｂｒｅｂ．）Ｗ．Ｓｍｉｔｈ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － １ － － － － － －
Ｃｙｍｂｅｌｌａａｓｐｅｒａ（Ｅｈｒ．）Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｏ，Ｔ － － － － ２ ２ － －
ＣｙｍｂｅｌｌａｃｕｓｐｉｄａｔａＫｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ － － － － ２ － － －
ＣｙｍｂｅｌｌａｈｅｔｅｒｏｐｌｅｕｒａＫｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ － － － － １ － － －
ＣｙｍｂｅｌｌａｍｅｓｉａｎａＣｈｏｌｎｏｋｙ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｂｉ ｌ－ｂｉ Ｏ － － － － － － １ ３
ＣｙｍｂｅｌｌａｎａｖｉｃｕｌｉｆｏｒｍｉｓＡｕｅｒｓｗａｌｄ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ Ｏ － － － － １ － － －
ＣｙｍｂｅｌｌａｓｉｌｅｓｉａｃａＢｌｅｉｓｃｈ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ Ｔ － － １ － １ － － １
ＣｙｍｂｅｌｌａｓｉｎｕａｔａＧｒｅｇｏｒｙ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｒ－ｐｈ Ｋ，Ｔ － ４ １ － － － － －
Ｃｙｍｂｅｌｌａｔｕｍｉｄａ（Ｂｒｅｂ．ｅｘＫｕｅｔｚ．）Ｖ．Ｈｅｕｒｃｋ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｔ － － ２ － － － ２ ５
Ｃｙｍｂｅｌｌａｓｐｐ． Ｏｇｈ－ｕｎｋ ｕｎｋ ｕｎｋ － － － － １ － － －
Ｄｉａｔｏｍａｍｅｓｏｄｏｎ（Ｅｈｒ．）Ｋｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｂｉ Ｋ，Ｔ － ２ １ － － － － －
Ｄｉｐｌｏｎｅｉｓｏｂｌｏｎｇｅｌｌａ（Ｎａｅｇｅｌｉ）Ｃｌｅｖｅ － Ｅｕｌｅｒ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｌ－ｐｈ － － － － １ － － －
Ｄｉｐｌｏｎｅｉｓｏｖａｌｉｓ（Ｈｉｌｓｅ）Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｔ １ － ２ － １９ ３ － １
ＤｉｐｌｏｎｅｉｓｙａｔｕｋａｅｎｓｉｓＨｏｒｉｋａｗａｅｔＯｋｕｎｏ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｌ－ｐｈ ＲＩ １ － － － － － － －
Ｄｉｐｌｏｎｅｉｓｓｐｐ． Ｏｇｈ－ｕｎｋ ｕｎｋ ｕｎｋ － － － － １ － － －
Ｅｐｉｔｈｅｍｉａａｄｎａｔａ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｂｒｅｂｉｓｓｏｎ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｂｉ ｉｎｄ － － － － － － ８ １
Ｅｕｎｏｔｉａｂｉｌｕｎａｒｉｓ（Ｅｈｒ．）Ｍｉｌｌｓ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｉｎｄ １ － － － － ３ ２ －
ＥｕｎｏｔｉａｇｒａｃｉａｌｉｓＭｅｉｓｔｅｒ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ｉｎｄ ｌ－ｂｉ － － － － － ２ － －
ＥｕｎｏｔｉａｉｎｃｉｓａＷ．ＳｍｉｔｈｅｘＧｒｅｇｏｒｙ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｉｎｄ Ｏ － － － － １ － － －
ＥｕｎｏｔｉａｎａｅｇｅｌｉｉＭｉｇｕｌａ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｉｎｄ － － － － － ２ － －
Ｅｕｎｏｔｉａｐｅｃｔｉｎａｌｉｓｖａｒ．ｍｉｎｏｒ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｒａｂｅｎｈｏｒｓｔ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｉｎｄ Ｏ，Ｔ － － － － － ２ － －
Ｅｕｎｏｔｉａｐｅｃｔｉｎａｌｉｓｖａｒ．ｕｎｄｕｌａｔａ（Ｒａｌｆｓ）Ｒａｂｅｎｈｏｒｓｔ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｉｎｄ Ｏ － － － － ３ ３ － －
ＥｕｎｏｔｉａｐｒａｅｒｕｐｔａＥｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｌ－ｐｈ ＲＢ，Ｏ，Ｔ － － － － ３ ２ － －
Ｅｕｎｏｔｉａｐｒａｅｒｕｐｔａｖａｒ．ｂｉｄｅｎｓＧｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｌ－ｐｈ ＲＢ，Ｏ － － － － ８ ３１ － －

表３　珪藻分析結果⑴
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種類 生態性 環境
指標種

２地点 ３地点 ４地点
塩分 ｐＨ 流水 ３ ５ ６ １３ １８ ２０ ５ ８

Ｆｒａｇｉｌａｒｉａ　 ｃａｐｕｃｉｎａ　 ｖａｒ．　 ｇｒａｃｉｌｉｓ　（Ｏｅｓｔｒ．）Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｌ－ｐｈ Ｔ － － － － － － ３ －
Ｆｒａｇｉｌａｒｉａ　 ｃａｐｕｃｉｎａ　 ｖａｒ．　 ｍｅｓｏｌｅｐｔａ　（Ｒａｂｈ．）Ｒａｂｅｎｈｏｒｓｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｌ－ｐｈ Ｔ － － － － － － ９ －
Ｆｒａｇｉｌａｒｉａ　 ｃｏｎｓｔｒｕｅｎｓ　 ｆｏ．　 ｖｅｎｔｅｒ　（Ｅｈｒ．）Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｌ－ｐｈ Ｓ － １ １ － － － － －
Ｆｒａｇｉｌａｒｉａ　 ｃｒｏｔｏｎｅｎｓｉｓ　 Ｋｉｔｔｏｎ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｌ－ｐｈ Ｕ － － － － － － １ －
Ｆｒａｇｉｌａｒｉａ　 ｐｉｎｎａｔａ　 ｖａｒ．　 ｌａｎｃｅｔｔｕｌａ　（Ｓｃｈｕｍ．）Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｌ－ｐｈ Ｓ － － － － － １ － －
Ｆｒａｇｉｌａｒｉａ　 ｕｌｎａ　（Ｎｉｔｚｓｃｈ）Ｌａｎｇｅ－Ｂｅｒｔａｌｏｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ 　 １ － １ － ３ ２ ９ ５
Ｆｒａｇｉｌａｒｉａ　 ｖａｕｃｈｅｒｉａｅ　（Ｋｕｅｔｚ．）Ｐｅｔｅｒｓｅｎ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｋ，Ｔ － ２ ２ － － １ － －
Ｆｒａｇｉｌａｒｉａ　 ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ　 Ｒａｌｆｓ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｃ－ｉｌ ｌ－ｐｈ Ｕ １２５ － － ５ １ ２６ － －
Ｆｒｕｓｔｕｌｉａ　 ｖｕｌｇａｒｉｓ　（Ｔｈｗａｉｔ．）Ｄｅ　 Ｔｏｎｉ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － ３ ５ － － － － －
Ｆｒｕｓｔｕｌｉａ　 ｗｅｉｎｈｏｌｄｉｉ　 Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ 　 － － － － － － １ －
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ａｃｕｍｉｎａｔｕｍ　 Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｌ－ｐｈ Ｏ － － － － － － ２ １
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ａｎｇｕｓｔａｔｕｍ　（Ｋｕｅｔｚ．）Ｒａｂｅｎｈｏｒｓｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ ４ － ２ － ２ ４ ２ －
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ａｕｇｕｒ　 Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ 　 － － － － － － １ －
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ａｕｇｕｒ　 ｖａｒ．　 ｇａｕｔｉｅｒｉ　 Ｖ．Ｈｅｕｒｃｋ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ 　 － － － － － － １ １
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｃｏｎｔｒａｔｕｒｒｉｓ　 Ｌａｎｇｅ－Ｂ．　 ＆　 Ｒｅｉｃｈａｒｄｔ　　　 Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｌ－ｐｈ 　 － － － － － － １ １
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｇｒａｃｉｌｅ　 Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｌ－ｐｈ Ｏ，Ｕ － － － － － ２ ５ －
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｉｎｓｉｇｎｅ　 Ｇｒｅｇｏｒｙ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｕｎｋ 　 ２ － － ２ ３ ２ － －
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｍｉｃｒｏｐｕｓ　 Ｋｕｅｔｚｉｎｇ　　 Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ 　 １ １ － － １ － － －
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｐａｒｖｕｌｕｍ　 Ｋｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ Ｕ ８ ４ ５ － ２ １１ １１ ８
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｐａｒｖｕｌｕｍ　 ｖａｒ．　 ｌａｇｅｎｕｌａ　（Ｋｕｅｔｚｉｎｇ）Ｆｒｅｎｇｕｅｌｌｉ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｒ－ｐｈ Ｓ － － １ － － － ３ １
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｐｕｍｉｌｕｍ　（Ｇｒｕｎ．）Ｒｅｉｃｈａｒｄｔ　 ＆　 Ｌａｎｇｅ－Ｂｅｒｔａｌｏｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ 　 － ２ ２ － － ２ － －
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｑｕａｄｒｉｐｕｎｃｔａｔｕｍ　（Ｏｅｓｔｒｕｐ．）Ｗｉｓｌｏｕｃｈ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｋ，Ｔ － － １ － － － － －
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｓａｒｃｏｐｈａｇｕｓ　 Ｇｒｅｇｏｒｙ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ 　 － － － － － １ － －
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｓｕｂｃｌａｖａｔｕｍ　（Ｇｒｕｎ．）Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ １ － － － － ２ － －
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｔｒｕｎｃａｔｕｍ　 Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｌ－ｐｈ Ｔ １ １ － － － － ２ －
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｓｐｐ． Ｏｇｈ－ｕｎｋ ｕｎｋ ｕｎｋ 　 － １ － ２ － ２ － －
Ｇｙｒｏｓｉｇｍａ　 ａｃｕｍｉｎａｔｕｍ　（Ｋｕｅｔｚ．）Ｒａｂｅｎｈｏｒｓｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ 　 － － １ － － － － －
Ｇｙｒｏｓｉｇｍａ　 ｐｒｏｃｅｒｕｍ　 Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ 　 － － ４ － － － － －
Ｇｙｒｏｓｉｇｍａ　 ｐｓｅｕｄｏｋｕｅｔｚｉｇｉｉ　 Ｋｏｂａｙａｓｉ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ 　 － － １ － ４ － － －
Ｇｙｒｏｓｉｇｍａ　 ｓｃａｌｐｒｏｉｄｅｓ　（Ｒａｂｈ．）Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ 　 － １ ４ － ５ － １ １
Ｈａｎｔｚｓｃｈｉａ　 ａｍｐｈｉｏｘｙｓ　（Ｅｈｒ．）Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ ＲＡ，Ｕ １ ４２ ４ ４ ６ ５ １ ７
Ｍｅｌｏｓｉｒａ　 ｖａｒｉａｎｓ　 Ａｇａｒｄｈ Ｏｇｈ－ｈｉｌ ａｌ－ｂｉ ｒ－ｐｈ Ｋ，Ｔ １ １ １ － － － １ －
Ｍｅｒｉｄｉｏｎ　 ｃｉｒｃｕｌａｅ　 Ａｇａｒｄｈ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｂｉ Ｋ，Ｔ － － １ － － － － －
Ｍｅｒｉｄｉｏｎ　 ｃｉｒｃｕｌａｅ　 ｖａｒ．　 ｃｏｎｓｔｒｉｃｔｕｍ　（Ｒａｌｆｓ）Ｖ．Ｈｅｕｒｃｋ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｂｉ Ｋ，Ｔ ３３ － １ ３ ４ ２６ － －
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ａｎｇｕｓｔａ　 Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｃ－ｉｌ ｉｎｄ Ｔ － － － － １ － － －
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｃｆ．　 ｂｒｏｃｋｍａｎｎｉｉ　 Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｕｎｋ ｕｎｋ ｕｎｋ 　 － － － － ３ － － －
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｂｒｙｏｐｈｉｌａ　 Ｂｏｙｅ－Ｐｅｔｅｒｓｅｎ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ ＲＩ － ２ － － － － － －
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｃｏｎｆｅｒｖａｃｅａ　（Ｋｕｅｔｚ．）Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｂｉ ｉｎｄ ＲＢ，Ｓ － － ２ － － － ３６ ９
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｃｏｎｔｅｎｔａ　 Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ ＲＡ，Ｔ － ３ １ － － １ １ －
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｃｏｎｔｅｎｔａ　 ｆｏ．　 ｂｉｃｅｐｓ　（Ａｒｎｏｔｔ）Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ ＲＡ，Ｔ － ７ １ － １ １ １ ４
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｃｒｙｐｔｏｃｅｐｈａｌａ　 Ｋｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － － １ － － － ４ －
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｅｌｇｉｎｅｎｓｉｓ　（Ｇｒｅｇ．）Ｒａｌｆｓ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｏ，Ｕ － １ ２ － ３ ３ － １
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｅｌｇｉｎｅｎｓｉｓ　 ｖａｒ．　 ｎｅｇｌｅｃｔａ　（Ｋｒａｓｓ．）Ｐａｔｒｉｃｋ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｕ － １ ２ － － － １ －
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｋｏｔｓｃｈｙｉ　 Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ 　 － ６ ８ － － － － －
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｌａｎｃｅｏｌａｔａ　（Ａｇａｒｄｈ）Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｔ － － １ － － － － －
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｍｕｔｉｃａ　 Ｋｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ ＲＡ，Ｓ ２ ２９ ６ － ３ ３ ２ ２
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｍｕｔｉｃａ　 ｖａｒ．　 ｖｅｎｔｒｉｃｏｓａ　（Ｋｕｅｔｚ．）Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ ＲＩ － １ － － － － － －
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｎｏｔｈａ　 Ｗａｌｌａｃｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｔ － － １ － － － － －
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｒａｄｉｏｓａ　 ｆｏ．　 ｎｉｐｐｏｎｉｃａ　 Ｓｋｖｏｒｔｚｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｔ － － １ － － － － －
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｒｈｙｎｃｈｏｃｅｐｈａｌａ　 Ｋｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － １ － － － － － －
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｓｅｍｉｎｕｌｕｍ　 Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＢ，Ｓ － － － － － － １ ４
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｓｙｍｍｅｔｒｉｃａ　 Ｐａｔｒｉｃｋ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｔ － － １０ － － － － １
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｔａｎｔｕｌａ　 Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＩ，Ｕ － ２ － － － － － －
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｔｒｉｖｉａｌｉｓ　 Ｌａｎｇｅ－Ｂｅｒｔａｌｏｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － ３ ２ － － － １ －
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｖｉｒｉｄｕｌａ　（Ｋｕｅｔｚ．）Ｋｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｋ，Ｕ １ ３ １ － １ － － －
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｖｉｒｉｄｕｌａ　 ｖａｒ．　 ｒｏｓｔｅｌｌａｔａ　（Ｋｕｅｔｚ．）Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｋ，Ｕ － １ ７ － － － － －
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｓｐｐ． Ｏｇｈ－ｕｎｋ ｕｎｋ ｕｎｋ 　 － １ － － － － － －
Ｎｅｉｄｉｕｍ　 ａｆｆｉｎｅ　 ｖａｒ．　 ｌｏｎｇｉｃｅｐｓ　（Ｇｒｅｇ．）Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｌ－ｂｉ 　 － － － － － １ － －
Ｎｅｉｄｉｕｍ　 ａｍｐｌｉａｔｕｍ　（Ｅｈｒ．）Ｋｒａｍｍｅｒ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｌ－ｐｈ 　 － － － － ４ ２ １ －
Ｎｅｉｄｉｕｍ　 ｂｉｓｕｌｃａｔｕｍ　（Ｌａｇｅｒｓｔ．）Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｃ－ｉｌ ｉｎｄ ＲＩ － － １ － － － － －
Ｎｅｉｄｉｕｍ　 ｄｕｂｉｕｍ　（Ｅｈｒ．）Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ 　 － － － － １ － － －
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　 ａｍｐｈｉｂｉａ　 Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｂｉ ｉｎｄ Ｕ １ － ２ － － ３ ６ ４
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　 ｂｒｅｖｉｓｓｉｍａ　 Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ ＲＢ，Ｕ － ５ ２ － － １ － １
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　 ｄｅｂｉｌｉｓ　（Ａｒｎｏｔｔ）Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ ＲＢ，Ｕ － － － － － － １ －
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　 ｄｉｓｓｉｐａｔａ　（Ｋｕｅｔｚ．）Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｔ － － － － － － － １

表３　珪藻分析結果⑵
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種類 生態性 環境
指標種

２地点 ３地点 ４地点
塩分 ｐＨ 流水 ３ ５ ６ １３ １８ ２０ ５ ８

Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　 ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａ　 Ｈａｎｔｚｓｃｈ　 ｅｘ　 Ｃｌｅｖｅ　 ｅｔ　 Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － － － － － － ２ １
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　 ｌｉｎｅａｒｉｓ　 Ｗ．Ｓｍｉｔｈ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｕ － ２ － － － － － －
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　 ｎａｎａ　 Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＢ，Ｓ － － １ － － － １ １
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　 ｐａｌｅａｃｅａ　 Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － － － － － － １ －
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　 ｐａｌｕｓｔｒｉｓ　 Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｕｎｋ 　 － － １ － － － － －
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　 ｒｏｍａｎａ　 Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － － １ － － － － －
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　 ｓｉｇｍｏｉｄｅａ　（Ｅｈｒ．）Ｗ．Ｓｍｉｔｈ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｂｉ ｉｎｄ Ｔ － － － － １ － － －
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　 ｔｕｂｉｃｏｌａ　 Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｓ － － － － － － １ －
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ａｃｒｏｓｐｈａｅｒｉａ　 Ｗ．Ｓｍｉｔｈ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｌ－ｐｈ Ｏ － － － － － － １ １
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｂｏｒｅａｌｉｓ　 Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＡ － ２ － １ １ － １ １
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｂｏｒｅａｌｉｓ　 ｖａｒ．　 ｂｒｅｖｉｃｏｓｔａｔａ　 Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＡ － １ － － － － １ －
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｂｒｅｖｉｃｏｓｔａｔａ　 Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｃ－ｉｌ ｉｎｄ 　 － － － － １ － － －
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｇｉｂｂａ　 Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｃ－ｉｌ ｉｎｄ Ｏ，Ｕ － － － － １ － ２ １
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｇｉｂｂａ　 ｖａｒ．　 ｌｉｎｅａｒｉｓ　 Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｉｎｄ 　 － － － － － － １ －
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｍｅｓｏｌｅｐｔａ　（Ｅｈｒ．）Ｗ．Ｓｍｉｔｈ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ Ｓ － － － － ４ － １ －
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｎｅｏｍａｊｏｒ　 Ｋｒａｍｍｅｒ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｃ－ｉｌ ｌ－ｂｉ 　 － － － － ２ １ － －
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｎｏｄｏｓａ　 Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｌ－ｐｈ Ｏ － － － － － － ２ １
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｏｂｓｃｕｒａ　 Ｋｒａｓｓｋｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＡ － ３ － － － － － －
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｏｒｎａｔａ　 Ｈ．Ｋｏｂａｙａｓｉ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｌ－ｐｈ 　 － － － － １ － － －
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｒｕｐｅｓｔｒｉｓ　 Ｈａｎｔｚｓｃｈ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｉｎｄ 　 － － － － １ － － －
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｓｃｈｏｅｎｆｅｌｄｅｒｉ　 Ｋｒａｍｍｅｒ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＩ － １ ２ － － － ３ １
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｓｃｈｒｏｅｄｅｒｉｉ　（Ｈｕｓｔ．）Ｋｒａｍｍｅｒ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＩ １ ２ － － ３ ４ － －
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｓｔｒｅｐｔｏｒａｐｈｅ　 Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｌ－ｐｈ 　 － － － － ３ － － －
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｓｕｂｒｕｐｅｓｔｒｉｓ　 Ｋｒａｍｍｅｒ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｉｎｄ 　 － － － － １ － － －
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｖｉｒｉｄｉｓ　（Ｎｉｔｚ．）Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ Ｏ － １ － － ２ １ ３ －
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｓｐｐ． Ｏｇｈ－ｕｎｋ ｕｎｋ ｕｎｋ 　 － １ － １ ３ １ － －
Ｒｈｏｉｃｏｓｐｈｅｎｉａ　 ａｂｂｒｅｖｉａｔａ　（Ａｇ．）Ｌａｎｇｅ－Ｂ．　　　 Ｏｇｈ－ｈｉｌ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｋ，Ｔ － － １ － － － － －
Ｒｈｏｐａｌｏｄｉａ　 ｇｉｂｂａ　（Ｅｈｒ．）Ｏ．Ｍｕｌｌｅｒ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ 　 － １ １ － １ １ １４ １
Ｒｈｏｐａｌｏｄｉａ　 ｇｉｂｂａ　 ｖａｒ．　 ｖｅｎｔｒｉｃｏｓａ　（Ｋｕｅｔｚ．）Ｈ．＆Ｍ．Ｐｅｒａｙ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ 　 － － － － － － ２ －
Ｓｅｌｌａｐｈｏｒａ　 ｌａｅｖｉｓｓｉｍａ　（Ｋｕｅｔｚ．）Ｍａｎｎ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ 　 － － １ － １ － － －
Ｓｅｌｌａｐｈｏｒａ　 ｐｕｐｕｌａ　（Ｋｕｅｔｚ．）Ｍｅｒｅｓｃｈｋｏｗｓｋｙ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ Ｕ － ２ ２ － １ － ４ １
Ｓｔａｕｒｏｎｅｉｓ　 ａｎｃｅｐｓ　 Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ Ｔ － － － － ３ １ － －
Ｓｔａｕｒｏｎｅｉｓ　 ｂｏｒｒｉｃｈｉｉ　（Ｐｅｔ．）Ｌｕｎｄ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＩ － ４ － － － － － －
Ｓｔａｕｒｏｎｅｉｓ　 ｌａｕｅｎｂｕｒｇｉａｎａ　 Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ 　 － － １ － １ － － －
Ｓｔａｕｒｏｎｅｉｓ　 ｏｂｔｕｓａ　 Ｌａｇｅｒｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＢ － １ － － － － － －
Ｓｔａｕｒｏｎｅｉｓ　 ｐｈｏｅｎｉｃｅｎｔｅｒｏｎ　（Ｎｉｔｚ．）Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｌ－ｐｈ Ｏ － － － － １ １ － －
Ｓｔａｕｒｏｎｅｉｓ　 ｐｈｏｅｎｉｃｅｎｔｅｒｏｎ　 ｆｏ．　 ｈａｔｔｏｒｉｉ　 Ｔｓｕｍｕｒａ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ Ｏ － － － １ ２ － － －
Ｓｔａｕｒｏｎｅｉｓ　 ｐｈｏｅｎｉｃｅｎｔｅｒｏｎ　 ｖａｒ．　 ｓｉｇｎａｔａ　 Ｍｅｉｓｔｅｒ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ 　 － － － － １ ２ － －
Ｓｔａｕｒｏｎｅｉｓ　 ｔｅｎｅｒａ　 Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＢ － － － － － １ － －
Ｓｔｅｐｈａｎｏｄｉｓｃｕｓ　 ｈａｎｔｚｓｃｈｉｉ　（Ｇｒｕｎ．）Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｌ－ｂｉ Ｍ，Ｕ － － － － － － ２ １６
Ｓｔｅｐｈａｎｏｄｉｓｃｕｓ　 ｓｐｐ． Ｏｇｈ－ｕｎｋ ｕｎｋ ｕｎｋ 　 － － － １ － － － ２
Ｓｕｒｉｒｅｌｌａ　 ａｎｇｕｓｔａ　 Ｋｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｂｉ Ｕ － － １ － － － ４ ２
Ｓｕｒｉｒｅｌｌａ　 ｏｖａｔａ　 ｖａｒ．　 ｐｉｎｎａｔａ　（Ｗ．Ｓｍｉｔｈ）Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｕ － ４ ２ １ － １ － １
Ｓｕｒｉｒｅｌｌａ　 ｔｅｎｅｒａ　 Ｇｒｅｇｏｒｙ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ｉｎｄ ｌ－ｂｉ 　 － － １ － － － － －
海水生種 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
海水～汽水生種 ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０
汽水生種 ０ ２ １３ ０ １ １ ２ ２
淡水～汽水生種 ０ １３ ４２ ３ ３８ ８ １０ ２４
淡水生種 ２０１ １８８ １４６ ２６ １６２ １９１ １９８ １８１
珪藻化石総数 　 　 　 　 ２０１ ２０３ ２０３ ２９ ２０１ ２００ ２１０ ２０７

凡例
Ｈ．Ｒ．	 ：塩分濃度に対する適応性	 ｐＨ	 ：水素イオン濃度に対する適応性	 Ｃ．Ｒ．	 ：流水に対する適応性
Ｅｕｈ－Ｍｅｈ	 ：海水生種－汽水生種	 ａｌ－ｂｉ	 ：真アルカリ性種	 ｌ－ｂｉ	 ：真止水性種
Ｍｅｈ	 ：汽水生種	 ａｌ－ｉｌ	 ：好アルカリ性種	 ｌ－ｐｈ	 ：好止水性種
Ｏｇｈ－Ｍｅｈ	 ：淡水－汽水生種	 ｉｎｄ	 ：ｐＨ 不定性種	 ｉｎｄ	 ：流水不定性種
Ｏｇｈ－ｈｉｌ	 ：貧塩好塩性種	 ａｃ－ｉｌ	 ：好酸性種	 ｒ－ｐｈ	 ：好流水性種
Ｏｇｈ－ｉｎｄ	 ：貧塩不定性種	 ａｃ－ｂｉ	 ：真酸性種	 ｒ－ｂｉ	 ：真流水性種
Ｏｇｈ－ｈｏｂ	 ：貧塩嫌塩性種	 ｕｎｋ	 ：ｐＨ 不明種	 ｕｎｋ	 ：流水不明種
Ｏｇｈ－ｕｎｋ	 ：貧塩不明種

環境指標種群
Ｃ １：海水藻場指標種，Ｅ １：海水泥質干潟指標種，Ｅ ２：汽水泥質干潟指標種（以上は小杉，１９８８）
Ｊ：上流性河川指標種，Ｋ：中～下流性河川指標種，Ｌ：最下流性河川指標種，Ｍ：湖沼浮遊性種，
Ｎ：湖沼沼沢湿地指標種，Ｏ：沼沢湿地付着生種，Ｐ：高層湿原指標種（以上は安藤，１９９０）
Ｓ：好汚濁性種，Ｕ：広域適応性種，Ｔ：好清水性種（以上は Ａｓａｉ　 ａｎｄ　 Ｗａｔａｎａｂｅ，１９９５）
Ｒ：陸生珪藻（ＲＡ：Ａ 群，ＲＢ：Ｂ 群，ＲＩ：未区分、伊藤・堀内，１９９１）

表３　珪藻分析結果⑶
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種類 ２地点 ３地点 ４地点
試料番号 ３ ５ ６ １３ １８ ２０ ８

木本花粉
モミ属 ２６ － ７ １４ １９ ２８ １０
ツガ属 １５ ３ １５ ２９ ２３ １９ １０
トウヒ属 １１ ３ ２ ８ ４ ９ ３
マツ属単維管束亜属 － － － － １ － －
マツ属複維管束亜属 ２ － － ３ １１ ２ ３
マツ属（不明） １２ ３ ６ ３５ １４ １２ ８
コウヤマキ属 － － － １ － － －
スギ属 ４７ ２ ４ ２８ １５ ３３ １
イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科 １０ － － ３ １ １２ １
ヤナギ属 １ － １ － － － １
ヤマモモ属 － － － １ － － －
サワグルミ属 １３ － ５ １２ １６ １３ １
クルミ属 ６ １ ４ ３ １０ ４ －
クマシデ属－アサダ属 １ － ４ ２ １１ １０ ９
カバノキ属 ３ － ５ ５ １２ １０ １４
ハンノキ属 ３ １ ４ ９ ５ ３ ６
ブナ属 ５ ５ １３ ３０ ５７ １８ １３
コナラ属コナラ亜属 ２６ １ １３ ２１ ５２ ３０ １８
コナラ属アカガシ亜属 ３ － － ２ ６ ２ ３
クリ属 － － ２ － － １ －
シイノキ属 － １ １ － １ ２ －
ニレ属－ケヤキ属 ２０ ３ １４ １３ ２１ １０ ３５
ウルシ属 － － － － － － １
カエデ属 ２ － － ２ － － －
トチノキ属 ４ － ７ － － ３ －
ノブドウ属 － － － － － － ２
ウコギ科 － － － － １ － －
イボタノキ属 － － － － － － ２
トネリコ属 － － － － － １ １
ガマズミ属 － － － － － － ７８

草本花粉
ガマ属 ７ － － １ ２ １ －
ミクリ属 １ － － － － － －
サジオモダカ属 １ － － ２ １ － －
オモダカ属 － － － １ ３ － ３
イネ科 ９５ ３ ６３ ２９４ １２３ １７１ １９８
カヤツリグサ科 ３０ １ １７ ５０ ５１ ９１ ７
ミズアオイ属 － － ２ ２ ７ － －
クワ科 ８ － ２１ ２ １ １５ ３３
サナエタデ節－ウナギツカミ節 ５ － － ２８ ５ １ １
タデ属 － － － － － － １
ソバ属 － － － ３ － － ３
アカザ科 ７ １ １ １０ １ １５ １１７
ナデシコ科 １ － － ９ ４ － １３
キンポウゲ科 － － １ ３ １ － －
アブラナ科 １ － － １ ３ １ １８
バラ科 － － － － １ － ６
マメ科 － － １ １ － １ １
ヒシ属 － － － － － － １０
セリ科 ２ ２ － ４ １ １ ７
ミツガシワ属 － － － １ － － －
ヤエムグラ属－アカネ属 － － － － － － １
ゴキヅル属 ４ － － － － － ７
ヨモギ属 ３３ － ５ ６０ ２６ ３８ ７１
オナモミ属 － － － １ １ １ １
キク亜科 ４ － － ５ － － －
タンポポ亜科 － － － ４ １ － １
不明花粉 １５ ２２ ２３ ６ ２ ４ １１

シダ類胞子
サンショウモ ３ － － １ １ １ －
アカウキクサ属 ３ － － １ － － －
他のシダ類胞子 ９４ ５ ３７ ８１ ２３ ７２ ２１

合　計
木本花粉 ２１０ ２３ １０７ ２２１ ２８０ ２２２ ２２０
草本花粉 １９９ ７ １１１ ４８２ ２３２ ３３６ ４９９
不明花粉 １５ ２２ ２３ ６ ２ ４ １１
シダ類胞子 １００ ５ ３７ ８３ ２４ ７３ ２１
総計（不明を除く） ５０９ ３５ ２５５ ７８６ ５３６ ６３１ ７４０

表４　花粉分析結果
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・３地点：試料番号１８

　真＋好酸性種は減少し、真＋好アルカリ性種が増加する。流水に対しても真＋好止水性種が減少し、流水不定

性種が増加する。産出種も下位層準と異なり、少量の塩分や塩類を含んだ水を好んで生育する好塩性で流水不定

性のＡｎｏｍｏｅｏｎｅｉｓ　 ｓｐｈａｅｒｏｐｈｏｒａ、貧塩不定性種で流水不定性のＡｍｐｈｏｒａ　 ａｆｆｉｎｉｓ、Ｄｉｐｌｏｎｅｉｓ　 ｏｖａｌｉｓ などが１５－

１０％産出する。なお、Ａｎｏｍｏｅｏｎｅｉｓ　 ｓｐｈａｅｒｏｐｈｏｒａ、は、汚濁に対して弱－中腐水種である。

・３地点：試料番号１３

　前述のように珪藻化石の産出は少ない。３地点：試料番号１８とほぼ同様な種類が産出する傾向がある。

・４地点：試料番号５・８

　両試料間で珪藻化石群集の消長が異なり、河道堆積物とも群集組成が異なる。試料番号８は、流水不定性の

Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓ　 ｈｕｎｇａｒｉｃａ が約４０％と優占することを特徴とする。これに付随して、有機汚濁の進んだ腐水域に生

育する好汚濁性種のＮｉｔｚｓｃｈｉａ　 ｐａｌｅａ、Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｃｏｎｆｅｒｖａｃｅａ、有機汚濁の進んだ池沼などの止水域に生育する

Ｓｔｅｐｈａｎｏｄｉｓｃｕｓ　 ｈａｎｔｚｓｃｈｉｉ などが産出する。優占種のＡｃｈｎａｎｔｈｅｓ　 ｈｕｎｇａｒｉｃａ は、全国の湖沼、河川、水田など

から産出する普通種で、汚濁に対しては強－中腐水種とされる（田中，２００２）。試料番号５になると、優占種の

Ａｃｈｎａｎｔｈｅｓ　 ｈｕｎｇａｒｉｃａ は減少し、陸生珪藻Ｂ群で好汚濁性種のＮａｖｉｃｕｌａ　 ｃｏｎｆｅｒｖａｃｅａ が増加する。

⑶花粉分析

　結果を表４、図４に示す。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区別が困難なものを示

す。木本花粉総数が１００個体未満のものは、統計的に扱うと結果が歪曲する恐れがあるため、出現した種類を＋

で表示するに留めている。以下に、各試料の花粉化石群集の特徴を示す。

　２地点は全体的に花粉化石の保存状態が悪く、特に試料番号５では定量解析に必要な個体数は得られなかっ

た。いずれの試料からも保存状態の極端に悪く変色した花粉化石（主としてツガ属、トウヒ属、マツ属など）や

第三紀の絶滅種であるフウ属の花粉などが検出される。これらの花粉化石は第三系層からの二次堆積と考えられ

るため、本分析結果からは除外している。

・２地点：試料番号６

　花粉化石の産出状況が良好ではないが、木本花粉ではツガ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、ニレ属－ケヤキ

属などが多く認められる。その他ではモミ属、マツ属、トチノキ属なども伴う。草本花粉ではイネ科が多産し、

カヤツリグサ科、クワ科、ヨモギ属などを伴う。

・２地点：試料番号３

　保存状態は悪いが、花粉化石が豊富に産出する。木本花粉ではスギ属が最も多く産出し、モミ属、コナラ亜

属、ニレ属－ケヤキ属なども多く認められる。草本花粉ではイネが多産し、カヤツリグサ科、ヨモギ属などを伴

う。また、ガマ属、ミクリ属、サジオモダカ属、ゴキヅル属、サンショウモ、アカウキクサ属などの水湿地生植

物に由来する花粉も、少ないながら認められる。

・３地点：試料番号２０，１８，１３

　花粉化石の産出状況が良好である。各試料で優占する種類は異なるが、いずれも類似した群集組成を示す。木

本花粉では、モミ属、ツガ属、マツ属、スギ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属などが多く認められ、サワグルミ

属、クマシデ属－アサダ属、カバノキ属、ニレ属－ケヤキ属なども伴う。草本花粉ではイネ科が多産し、カヤツ

リグサ科、サナエタデ節－ウナギツカミ節、アカザ科、ヨモギ属などが検出される。また、ガマ属、サジオモダ

カ属、オモダカ属、ミズアオイ属、ミツガシワ属、サンショウモ、アカウキクサ属などがわずかに認められる。
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・４地点：試料番号８

花粉化石の保存状態が良好で、産

出量も豊富である。木本花粉では

ガマズミ属が多産し、次いでニレ

属－ケヤキ属が多く認められる。

その他ではモミ属、ツガ属、マツ

属、カバノキ属、ブナ属、コナラ

亜属などを伴う。草本花粉ではイ

ネ科が多産し、次いでアカザ科、

ヨモギ属が多く認められる。この

他にクワ科、ナデシコ科、アブラ

ナ科の他、水生植物のヒシ属など

を伴う。

種類 ２地点 ３地点 ４地点
試料番号 ３ ５ ６ １３ １８ ２０ ８

イネ科葉部短細胞珪酸体
イネ族イネ属 ４ ５０ １１ ２１ １１ ２ ７５
キビ族キビ属 － － － － － － ４
キビ族チゴザサ属 － － － － ４ － １
タケ亜科 ２ ３ １６ ３ ６ ３ １
ヨシ属 ９１ ２４ ２１ ３２ ３９ １１５ １８
ウシクサ族コブナグサ属 ３ ２ － ４ ３ － ２
ウシクサ族ススキ属 ４ ５０ ２２ １６ １４ ２ ５
イチゴツナギ亜科 － １８ ４ ４ ７ ２ ９
不明キビ型 ２５ ７０ ２７ ３３ ５４ ２１ ２１
不明ヒゲシバ型 ５ １ ３ １ ３ ３ １
不明ダンチク型 １ ７ ９ ６ １ － １

イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ族イネ属 ３ ３２ ３４ ７２ ３１ ２ １２５
タケ亜科 － ６ ２３ ９ ７ － ３
ヨシ属 ９５ １８ ３３ ２０ ４５ １１１ １４
ウシクサ族 ６ １６ ２０ １６ ２９ ８ １９
シバ属 － － － － － － ３
不明 ７ ３３ ２０ １７ ２２ ２ ８

合計
イネ科葉部短細胞珪酸体 １３５ ２２５ １１３ １２０ １４２ １４８ １３８
イネ科葉身機動細胞珪酸体 １１１ １０５ １３０ １３４ １３４ １２３ １７２
総計 ２４６ ３３０ ２４３ ２５４ ２７６ ２７１ ３１０

珪化組織片
イネ属穎珪酸体 ３ ２６ １３ ６ ７ ７ ５０
イネ属短細胞列 ２ ４１ ８ １１ ８ １ ６３
イネ属機動細胞列 － ３ － ２ － １ ８
ススキ属短細胞列 － ４ － － － － －
ウシクサ族機動細胞列 － ３ － － － － －

表５　植物珪酸体分析結果

図４　主要花粉化石群集の層位分布
出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数として百分率で算出した。
なお、●○は１％未満、＋は木本花粉100個体未満の試料について検出した種類を示す。
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⑷植物珪酸体分析

　結果を表５、図５に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるが、保存状態は悪く、表面に多数の小孔（溶

食痕）が認められる。

・２地点（試料番号３・５・６）

　試料番号６・５と試料番号３の間で植物珪酸体の産状が異なる。試料番号６・５は、栽培植物のイネ属やヨシ

属、ススキ属の産出が目立ち、タケ亜科やイチゴツナギ亜科などが認められる。イネ属には葉部に形成される珪

化組織や籾殻に形成される穎珪酸体も認められる。特に、試料番号５ではススキ属を含むウシクサ族の短細胞列

や機動細胞列も検出される。試料番号３は、試料番号５・６と同様な種類が認められるが、イネ属が減少し、ヨ

シ属の産出が目立つ。

・３地点（１３・１８・２０）

　２地点と同様な種類が認められ、植物珪酸体の産状は層位的に変化が認められる。試料番号２０で産出の目立っ

たヨシ属は上位に向かい減少し、一方、イネ属やススキ属は増加する。特に、試料番号１３ではイネ属の産出が顕

著となる。

・４地点：試料番号８

　イネ属の産出が目立ち、葉部由来の珪化組織片や穎珪酸体の検出個数も多い。この他に、キビ属、タケ亜科、

ヨシ属、ススキ属、イチゴツナギ亜科、シバ属などが認められる。
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図５　物珪酸体群集と珪化組織片の産状
出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。
 なお、●は１％未満の種類を示す。また、珪化組織片の産状を＊で示す。
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⑸土壌微細物分析

　結果を表６に示す。草本９分類群の種

実が検出されるが、木本種実は検出され

ない。この他に、炭化材や部位・種類共

に不明の植物片・炭化物、昆虫遺骸の破

片などが検出される。検出された種実の

遺存状態は比較的良好で、試料番号１８で

は単子葉植物５分類群（イバラモ属、オ

モダカ属、オモダカ科、カヤツリグサ

科、イボクサ）、双子葉植物３分類群（タ

ガラシ、オトギリソウ属、セリ科）の計

１７７個、試料番号２０では単子葉植物２分類群（オモダカ属、カヤツリグサ科）、双子葉植物３分類群（オトギリソ

ウ属、セリ科、シロネ属）の計１１０個が同定された。検出された種実には、水生植物のイバラモ属、オモダカ属、

オモダカ科、イボクサなどが含まれる。以下に、これらの種実の形態的特徴等を記す。

・イバラモ属（Ｎａｊａｓ）　　イバラモ科

　種子が検出された。淡～茶褐色、針状長楕円体。長さ２．５㎜、径０．７㎜程度。両端は細く尖る。種皮は薄く透き

通り、表面には縦長の網目模様が配列する。

・オモダカ属（Ｓａｇｉｔｔａｒｉａ）　　オモダカ科

　果実が検出された。淡黄褐色、倒卵形で偏平。径２㎜程度。果皮は薄く翼状。翼の外形は欠損する。表面は微

細な網目が縦方向に並ぶ。中の種子が透けてみられる。種子は茶褐色、倒Ｕ字状に曲がった円柱状で偏平。種

皮は膜状で薄くやや透き通り柔らかい。表面には微細な網目があり縦筋が目立つ。

・オモダカ科（Ａｌｉｓｍａｔａｃｅａｅ）

　種子が検出された。茶褐色、倒Ｕ字状に曲がった円柱状で偏平。径１．５㎜程度。種皮は膜状で薄くやや透き通

り柔らかい。表面には微細な網目があり縦筋が目立つ。

・カヤツリグサ科（Ｃｙｐｅｒａｃｅａｅ）

　果実が検出された。形態上差異のある複数の種を含んでいるものを一括した。淡～黒褐色。三稜状倒卵体。径

１．５－２．５㎜程度。頂部の柱頭部分がわずかに伸びる。表面には微細な網目模様がありざらつく。スゲ属（Ｃａｒｅｘ）

と思われる個体を含む。

・イボクサ（Ａｎｅｉｌｅｍａ　 Ｋｅｉｓａｋ　Ｈａｓｓｋ．）　　ツユクサ科イボクサ属

　種子が検出された。赤みがかった灰褐色で半横長楕円形。径２－３㎜程度。背面は丸みがあり、腹面は平らで

ある。臍は線形で腹面の正中線上にあり、胚は一側面の浅い円形の凹みに存在する。種皮は柔らかく、表面は円

形の小孔が多数存在する。

・タガラシ（Ｒａｎｕｎｃｕｌｕｓ　 ｓｃｅｌｅｒａｔｕｓ　Ｌ．）　　キンポウゲ科キンポウゲ属

　果実が検出された。広倒卵形～広楕円形でやや偏平。径１．５㎜、厚さ０．５㎜程度。縁は黄白色のスポンジ状で、

中心部はやや凹み淡黄褐色で平滑。水に浮きやすい。

・オトギリソウ属（Ｈｙｐｅｒｉｃｕｍ）　　オトギリソウ科

　種子が検出された。黒褐色、線状長楕円体。両端は短い突起状。長さ１㎜、径０．５㎜程度。種皮は微細で横長

の凹点による網目模様が配列する。

地点名 ３地点
試料番号 １８ ２０

分析量 ２００㏄ ２００㏄
種類名 学名 部位 ２９８．０８ｇ ２５１．０６ｇ
イバラモ属 Ｎａｊａｓ 種子 ２ －
オモダカ属 Ｓａｇｉｔｔａｒｉａ 果実 ５ ２
オモダカ科 Ａｌｉｓｍａｔａｃｅａｅ 種子 １３ －
カヤツリグサ科 Ｃｙｐｅｒａｃｅａｅ 果実 ９ ９６
イボクサ ＡｎｅｉｌｅｍａＫｅｉｓａｋＨａｓｓｋ． 種子 ２１ －
タガラシ ＲａｎｕｎｃｕｌｕｓｓｃｅｌｅｒａｔｕｓＬ． 果実 ６５ －
オトギリソウ属 Ｈｙｐｅｒｉｃｕｍ 種子 １ ９
セリ科 Ｕｍｂｅｌｌｉｆｅｒａｅ 果実 １ ２
シロネ属 Ｌｙｃｏｐｕｓ 果実 － １
炭化材 ２１ １００ ＋
不明植物 ９ １３
不明炭化物 ３ １２
昆虫遺骸 １２ ６０ ＋
  注）「数字＋」は、微細片を含み数字以上の個数が推定される種類を示す。

表６　土壌微細物分析結果
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・セリ科（Ｕｍｂｅｌｌｉｆｅｒａｅ）

　果実が検出された。黄褐色、楕円形で偏平。長さ２㎜、幅１．５㎜程度。果皮はスポンジ状。表面には数本の幅

広い稜があり、その間に半透明で茶褐色の油管が配列する。

・シロネ属（Ｌｙｃｏｐｕｓ）　　シソ科

　果実が検出された。淡褐色、広倒卵三角状三稜形。長さ１㎜、径０．８㎜程度。基部は切形で円形の臍がある。

背面は平らで、腹面の正中線は鈍稜をなす。両側は平らで翼状。

４．考察

⑴堆積物の年代観

　２地点の６層から抽出された木片は紀元前２世紀頃、５層から抽出された木片は４世紀頃の年代を示した。し

たがって、本分析結果によれば、５層の形成は古くとも約４世紀以降と考えられる。このことや、５層から弥生

時代後期以降の土器片が出土していることから、４世紀頃までは後述するような湿地的な状況であり、周囲から

炭化物や土器片等が流入する環境であったことが推測される。

⑵旧河道（ＳＲ１）の堆積環境

　７層（２地点：試料番号６）は、流水不定性種が優占し、中～下流性河川指標種群を含む真＋好流水性種を伴

う。また、ボーリングコアの観察では、葉理構造を有する土層が確認されている。このことから、当層は流水の

影響を受け堆積した河川堆積物の可能性がある。一方、６層では、陸生珪藻が多産し、中～下流性河川指標種群

を含む流水性種が低率ながら産出する。河川堆積物で陸生珪藻が多産する事例は、洪水などによって短期間に堆

積した後、水が引いて乾陸化したような場合に認められる（堀内・高橋・橋本，１９９６）。このような事例を参考

にすると、６層は氾濫堆積物に由来すると考えられ、その後、一時的に乾陸化したことが推測される。

　５層になると、中～下流性河川指標種群を含む流水性種が多産することから、下位の氾濫堆積物ではないが、

流水の影響を受けて堆積したことが推定される。ただし、２地点（試料番号３）と３地点（試料番号２０）では、

止水性種や陸生珪藻 Ｂ群の割合が異なる。これは、５層上・下部で堆積環境が異なっていたことを示唆してお

り、５層上部で1止水性種の割合が減少する、2沼沢湿地付着生種群が多産する、3５層最上部（３地点：試料

番号１９）に植物根跡が顕著に認められる、という点から、河道の水深が浅くなったことや、河道周辺の草本植物

が増加した、あるいは、周囲から植物遺体や土壌の供給量が増加したことが推測される。

　４層（３地点：試料番号１８）では、５層下部で産出した流水性種はほとんど認められず、流水不定性種が優占

する。一方、汚濁が幾分進んだ弱－中腐水種が多産する。このことから、５層上部で認められた環境の変化が進

み、さらに、河道としての機能が低下し、水流が弱くなった、あるいは水流が停滞するようになり、次第に水質

が富栄養化したことが考えられる。

　３層（３地点試料番号１３）では、珪藻化石の産出が少なく、堆積環境について言及することは難しい。ただし、

検出された珪藻化石の保存状態が悪いことや、これらの珪藻殻が破損しているものが多いこと、現地調査時に認

められた自然あるいは人為的撹乱の可能性を考慮すると、本来取り込まれた珪藻化石が、植物根や攪乱などによ

り破損・消失したこと等も影響していると考えられる。

⑶森林植生

　６層からは、花粉化石がほとんど検出されなかった。花粉化石・シダ類胞子の産出状況が悪い場合、元々取り

込まれる花粉量が少なかった、あるいは、取り込まれた花粉が消失した、という要因が考えられる。一般的に、

花粉やシダ類胞子の堆積した場所が、常に酸化状態にあるような場合、花粉は酸化や土壌微生物によって分解・
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消失するとされている（中村，１９６７；徳永・山内，１９７１）。６層の珪藻分析結果によれば、陸生珪藻が多産し氾

濫堆積後の一時的な乾陸化が示唆されることから、花粉化石・シダ類胞子は堆積後の好気的環境下で分解・消失

した可能性がある。

　一方、６層を除く５試料は、いずれも花粉化石群集が類似することから、７～３層では周辺地域の植生に大き

な変化はなかったと考えられる。特に、広域の植生を反映する種類では、モミ属、ツガ属、マツ属、スギ属など

の針葉樹、ブナ属、コナラ属コナラ亜属などの落葉広葉樹に由来する花粉が多く認められる。この内、ブナ属や

コナラ亜属等は冷温帯性落葉広葉樹林の主要構成要素であり、モミ属、ツガ属、スギ属などは温帯針葉樹林の構

成要素に含まれる。したがって、当時の後背山地にはブナ属、コナラ亜属などを主体とする落葉樹林が存在し、

部分的にモミ属、ツガ属などの温帯針葉樹も林分を形成していたと推測される。なお、コナラ亜属などは、後背

の扇状地縁辺などにも生育していた可能性があり、柱根に用いられた木材は遺跡周辺でも比較的入手が容易で

あったと考えられる。

　ここで、３～７層で認められた花粉化石群集は、千曲川右岸の後背湿地に立地する更埴条理遺跡や屋代遺跡群

などの調査事例でも認められている（田中・辻本，１９９９，２０００）。これらの調査成果から縄文時代晩期以降の植生

変遷が検討されており、中世後半～近世まではモミ属、ツガ属などの針葉樹、コナラ亜属、クリ、ブナ属、カバ

ノキ属などの広葉樹からなる植生が推定されている。特に、後背山地における温帯針葉樹林の増加は縄文時代末

以降に認められ、その傾向は古代に顕著となる。このような植生の変化は、国内各地の花粉分析結果で認められ

ており、特に関東平野ではスギ、モミ属、ツガ属、アカガシ亜属の増加、大阪平野ではモミ属、ツガ属の増加と

いった変化が報告されている。これは、弥生の小海退と呼ばれる環境変化とされており、海水準の低下や気候の

冷涼化・多雨化などが推定されている（那須，１９８９など）。また、本遺跡の北方約２０㎞の野尻湖では、最終氷期

以降の連続した花粉化石群集が得られており、同様の傾向がＦａｇａｓ－Ｃｒｙｐｔｏｍｅｒｉａ 亜帯として示されている（那

須・野尻湖花粉グループ，１９９２）。

　この他の種類では、ニレ属－ケヤキ属が比較的多く検出され、ヤナギ属、サワグルミ属、クルミ属、クマシデ

属－アサダ属、ハンノキ属、トチノキ属なども認められる。これらの種類は渓谷や河畔、低湿地などに生育する

種を多く含む分類群であることから、後背山地の渓谷、千曲川流域の河畔や低湿地などに生育していたと考えら

れる。

⑷低地の植生

　７・６層は、層相や珪藻化石の産状から、氾濫堆積したことが示唆される。そのため、これらの土層から検出

された花粉化石や植物珪酸体は、遺跡周辺だけではなく、集水域の植生を反映している可能性がある。両層から

は、ヨシ属やススキ属をはじめとして、タケ亜科やイチゴツナギ亜科などイネ科、カヤツリグサ科、サナエタデ

節－ウナギツカミ節、ヨモギ属などが検出されることから、これらの種類が生育していたと考えられる。また、

栽培植物のイネ属に由来する植物珪酸体や珪化組織片も認められたが、本遺跡で当該期の水田跡が検出されてい

ないことから、千曲川流域で稲作が行われており、これらに由来する耕土やイネ属の植物体が流入したことが推

測される。

　５層では、流水性種が産出することから、７・６層と同様に集水域の植生も反映していると考えられるが、５

層上部～４層にかけて止水性種や陸生珪藻が増加することから、より局地性を反映した河道内や周辺の植生を強

く示していると考えられる。当層では、ミクリ属、サジオモダカ属、オモダカ属、サンショウモ、アカウキクサ

属などの水生植物や、ガマ属、カヤツリグサ科、オトギリソウ属、セリ科、シロネ属、ゴキヅル属などの湿地に

生育する種類を含む花粉化石や種実遺体が確認され、湿潤な場所に生育するヨシ属の植物珪酸体の産出が目立っ
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た。したがって、河道内にはこれらの水生植物が生育し、河道沿いにはヨシ属や、イネ科をはじめとする草本類

が生育し、微高地上などにはヨモギ属、クワ科、アカザ科などの草本類が生育していたと考えられる。４層から

も、イバラモ属、サジオモダカ属、オモダカ属を含むオモダカ科、イボクサ、ミズアオイ属、サンショウモなど

の水生植物、カヤツリグサ科、タガラシ、オトギリソウ属、セリ科などの湿地生植物に由来する花粉化石や種実

遺体が検出されている。

　なお、上記した珪藻化石の産状の変化から、河道の流れが弱くなる傾向が推測され、３層では土壌の擾乱が観

察されている。また、５～３層の植物珪酸体の変化をみると、ヨシ属が減少し、栽培植物のイネ属が増加する。

したがって、河道内の環境の変化とヨシ属の減少、イネ属の増加する傾向との関連性が示唆される。

　ところで、現在の水田土壌中に含まれる植物珪酸体の調査成果では、機動細胞珪酸体中のイネ属の割合は９％

とされ、稲藁を堆肥として与えている水田では１６％という結果が確認されている（近藤，１９８８）。本分析結果で

は、イネ属機動細胞珪酸体の出現率は、４層は約２０％、３層は５０％と上記の調査事例と比較しても高い割合を示

す。このような高い割合を示す要因として、１）土壌中に大量に植物体が混入した、２）長期間にわたって稲作

が行われた、という２点が考えられる。このことから、これらの土層の堆積時に、本遺跡や周辺で、ヨシ属など

の生育する湿潤な河道周辺などが開発され、イネが栽培されるようになった可能性がある。また、３層では栽培

種であるソバ属の花粉も検出されることから、本遺跡周辺ではソバも栽培されていたことが指摘される。長野盆

地では更埴条里遺跡で、弥生時代にヨシ属の増加と減少、およびそれに呼応するイネ属の増加が認められ、低地

部の水田開発が指摘されている（田中・辻本，２０００）。本遺跡における稲作の開始については、前述の２地点７・

６層と同様に、５～４層でも水田を示唆する遺構・遺物が認められていない。また、河道内堆積物を対象とした

土壌微細物分析でもイネ属は検出されていない。そのため、本分析結果から推定される水田開発や稲作について

は、発掘調査成果や調査事例を蓄積し、検討することが必要である。

⑸溝状遺構（ＳＤ２５）の堆積環境と周辺の植生

　古代～中世と考えられる溝状遺構は、覆土上・下部で珪藻化石の産出種の消長が異なるが、いずれも強－中腐

水種や有機汚濁の進んだ腐水域に生育する好汚濁性種が多産した。このことから、溝状遺構内は汚濁の進んだ富

栄養化した水が滞水していたことが推測される。

　花粉分析及び植物珪酸体分析結果を見ると、木本類では、ガマズミ属が多産した。ガマズミ属は、マツ属のよ

うに花粉を広域かつ大量に飛散させる種群ではなく虫媒花である。このことから、これらの産出は局地的要素を

反映していると考えられ、当遺構付近にガマズミ属が生育していた可能性がある。この他では、前述した河道内

堆積物の分析結果と同様に、モミ属、ツガ属などの針葉樹、ブナ属、コナラ亜属などの落葉広葉樹、ニレ属－ケ

ヤキ属、クマシデ属－アサダ属などの河畔林・湿地林要素が認められることから、後背山地における植生を反映

していると考えられる。一方、草本類では、イネ科の花粉化石が多産し、イネ属に由来する植物珪酸体や珪化組

織片の産出も顕著であり、イネ属の機動細胞珪酸体の出現率は７０％を超えている。これは、遺構の用途等を考慮

すると、イネ属の植物体が溝内へ混入した、あるいは、廃棄されたことが推測される。また、ソバ属の花粉も認

められることから、周辺地域では、ソバなども栽培されていたと考えられる。この他に、クワ科、アカザ科、ナ

デシコ科、アブラナ科、ヨモギ属などの草本類や、イネ科とともにキビ属やシバ属なども検出されている。これ

らは開けた明るい場所を好む人里植物を多く含む分類群であることから、当遺構周辺の草地にこれらの草本類や

上記した木本類のガマズミ属が生育していたと考えられる。また、水湿地性の植物であるオモダカ属やヒシ属も

認められたことから、溝状遺構内にはこれらの水生植物が生育していたと考えられる。
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図版１　珪藻化石
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図版２　花粉化石
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図版３　植物珪酸体
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図版４　種実遺体

試料採取地点（市道柳原東西線地点概略図　１：６００）

SR1

SD25

４地点

１地点 ２地点

３地点
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おけるボーリング調査結果により、深度約２ｍ（標高３３２．７ｍ）付近より細礫混じりの中粒～粗粒砂からなる砂

層が確認されていることから、これらの堆積物に至るまでを対象としている。以下に、各地点の調査概要とボー

リングコアの観察所見を示す。

1１地点

　地表面（標高約３３５．３１ｍ）より深度２．４ｍまで調査を行い、ボーリングコア９点（１地点１～９）を採取した。

ボーリングコアの観察では、最下位は全体的に級化する中粒砂～粗粒砂を基質とする砂層からなる。砂層上位

は、級化がみとめられる細粒砂～砂混じりシルトが複数認められる堆積物であり、これらの堆積物下部には平行

葉理が観察されるほか、淡褐色を呈するシルトが認められる。この堆積物の最上部は塊状の粘土からなり、黒色

を呈する。黒色粘土上位には、淡暗灰色シルト～粘土、灰色シルトの偽礫が混じる暗灰色粘土、黒灰～暗灰色粘

土が塁重する（図１）。

2２地点

　地表面（標高約３３５．２７ｍ）より深度２，７ｍまで調査を行い、ボーリングコア９点（２地点１～９）を採取した。

図１　ボーリング調査地点柱状図
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ボーリングコアの観察では、最下位は級化が認められる細礫混じりの中粒砂～粗粒を基質とする砂層であり、最

上部は砂混じりシルトが認められる。この砂層上位は、１地点と同様に細粒砂～砂混じりシルト（シルト）が複

数認められる堆積物が塁重する。本地点は、１地点に比べ淘汰が良く、級化や葉理といった堆積構造も明瞭に観

察される。この堆積物最上部は、１地点と同様に塊状を為す黒色粘土であり、コア内から土器片も検出されてい

る。黒色粘土上位には、層相の変化は明瞭ではないが、土色が黒灰色～黒色へ変化する堆積物が塁重し、さら

に、上位には黒色粘土と不整合に暗灰色シルト～粘土が塁重する（図１）。

　以上、２箇所のボーリング調査結果及び本遺跡の基本土層等の所見を参考とすると、２地点の暗灰色シルト～

粘土は基本土層　２層、下位の黒色粘土は基本土層　３～４層に相当すると考えられる。１地点では、黒灰～暗

灰色粘土から淡暗灰色シルト～粘土は、基本土層の４～５層に、下位の黒色粘土は基本土層　６層に相当すると

考えられる。また、各地点の黒色粘土～最下位の中粒砂～粗砂からなる砂層上位の堆積物は、１・２地点間で堆

積物の淘汰が異なることや級化や葉理といった堆積構造が明瞭に観察されることなどから、河道埋積物に相当す

ると考えられる。中粒砂～粗砂からなる砂層は、上記した地質調査結果による堆積物の特徴や標高等を考慮する

と、扇状地堆積物上位の細砂を主体とする堆積物に相当する可能性がある。

２．自然科学分析調査

　上記したボーリング調査結果および前回の柳原東西線地点で実施した自然科学分析調査結果を参考とし、黒色

粘土の形成年代、２地点の土器片が検出された堆積物（黒色粘土）形成時の古環境、さらに、河道形成以前の古

環境の検討を目的として自然科学分析調査を実施する。

⑴試料

　試料は、２地点より採取したボーリングコアより黒色粘土最上部（２地点　１）、土器片が検出された黒色粘

土（２地点４）、河道埋積物の中部に相当する暗褐色シルト（２地点５）、中粒砂～粗砂からなる砂層上部の淡暗

灰褐色を呈する砂質シルト（２地点　７）の土壌４点を抽出した。このうち、２地点１・４について放射性炭素

年代測定、２地点４・７について珪藻分析・花粉分析・植物珪酸体分析・微細物分析を行い、比較対照として２

地点５についても花粉分析を行う。また、微細物分析は、分析対象とした試料と同様の層相を示す堆積物を対象

としたことから、上記した試料とは区別し、２地点　４を含む黒色粘土を Ｓ－１、２地点　７を含む淡暗灰褐

色を呈する砂質シルトをＳ－２として別名称を用いて扱っている。

３．分析方法

⑴放射性炭素年代測定

　土壌を分析対象とした。根等の目的物と異なる年代を持つと思われるものが混入している場合は、これらをピ

ンセット等により物理的に除去し、ＨＣl による炭酸塩等酸可溶成分の除去を行う（酸処理）。　試料をバイコー

ル管に入れ、１ｇの酸化銅（ＩＩ）と銀箔（硫化物を除去するため）を加えて、管内を真空にして封じきり、５００℃（３０

分）８５０℃（２時間）で加熱する。液体窒素と液体窒素＋エタノールの温度差を利用し、真空ラインにてＣＯ２を精

製する。真空ラインにてバイコール管に精製したＣＯ２と鉄・水素を投入し封じ切る。鉄のあるバイコール管底部

のみを６５０℃で１０時間以上加熱し、グラファイトを生成する。化学処理後のグラファイト・鉄粉混合試料を内径

１㎜の孔にプレスして、タンデム加速器のイオン源に装着し、測定する。測定機器は、３ＭＶ小型タンデム加速

器をベースとした１４Ｃ－ＡＭＳ 専用装置（ＮＥＣ　 Ｐｅｌｌｅｔｒｏｎ　 ９ＳＤＨ－２）を使用する。ＡＭＳ測定時に、標準試料で

ある米国国立標準局（ＮＩＳＴ）から提供されるシュウ酸（ＨＯＸ－ＩＩ）とバックグラウンド試料の測定も行う。また、
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測定中同時に１３Ｃ／１２Ｃ の測定も行うため、この値を用いてδ１３Ｃ を算出する。

　放射性炭素の半減期は ＬＩＢＢＹの半減期５，５６８年を使用する。また、測定年代は１９５０年を基点とした年代（ＢＰ）

であり、誤差は標準偏差（Ｏｎｅ　 Ｓｉｇｍａ；６８％）に相当する年代である。なお、暦年較正は、ＲＡＤＩＯＣＡＲＢＯＮ　

ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ　 ＰＲＯＧＲＡＭ　 ＣＡＬＩＢ　 ＲＥＶ５．０２（Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ　 １９８６－２００５　Ｍ　  Ｓｔｕｉｖｅｒ　 ａｎｄ　 ＰＪ　 Ｒｅｉｍｅｒ）を用い、誤

差として標準偏差（Ｏｎｅ　 Ｓｉｇｍａ）を用いる。

　暦年較正は、大気中の１４Ｃ 濃度が一定で半減期が５５６８年として算出された年代値に対し、過去の宇宙線強度や

地球磁場の変動による大気中の１４Ｃ 濃度の変動、及び半減期の違い（１４Ｃ の半減期５７３０±４０年）を較正することで

ある。暦年較正に関しては、本来１０年単位での表記が通例とされるが、将来的に暦年較正プログラムや暦年較正

曲線の改正時の再計算、再検討に対応するため、本報告では１年単位で表記している。暦年較正結果は、測定誤

差σ、２σ双方の値を示す。σは統計的に真の値が６８％の確率で存在する範囲、２σは真の値が９５％の確率で存

在する範囲である。表中の相対比とは、σ、２σの範囲をそれぞれ１とした場合、その範囲内で真の値が存在す

る確率を相対的に示したものである。

⑵珪藻分析

　試料を湿重で７ｇ前後秤量し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法の順に物理・化学処理を施して、珪藻化

石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈した後、カバーガラス上に滴下し乾燥させる。乾燥後、プリュウラッ

クスで封入して、永久プレパラートを作製する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸６００倍あるいは１０００倍で行い、メカ

ニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に２００個体

以上同定・計数する（化石の少ない試料はこの限りではない）。種の同定は、原口ほか（１９９８）、Ｋｒａmmｅｒ（１９９２）、

Ｋｒａmmｅｒ　 ＆　 Ｌａｎｇｅ－Ｂｅｒｔａｌｏｔ（１９８６，１９８８，１９９１ａ，１９９１ｂ）、渡辺（２００５）、小林ほか（２００６）、などを参照し、分

類体系はＲｏｕｎｄ，　Ｃｒａｗｆｏｒｄ　 ＆　 Ｍａｎｎ（１９９０）に従う。なお、壊れた珪藻殻の計数基準は、柳沢（２０００）に従う。

　同定結果は、中心類（Ｃｅｎｔｒｉｃ　ｄ ｉａｔｏｍｓ；広義のコアミケイソウ綱 Ｃｏｓｃｉｎｏｄｉｓｃｏｐｈｙｃｅａｅ）と羽状類（Ｐｅｎｎａｔｅ　

ｄｉａｔｏｍｓ）に分け、羽状類は無縦溝羽状珪藻類（Ａｒａｐｈｉｄ　 ｐｅｎｎａｔｅ　 ｄｉａｔｏｍｓ：広義のオビケイソウ綱

Ｆｒａｇｉｌａｒｉｏｐｈｙｃｅａｅ）と有縦溝羽状珪藻類（Ｒａｐｈｉｄ　 ｐｅｎｎａｔｅ　 ｄｉａｔｏｍｓ；広義のクサリケイソウ綱Ｂａｃｉｌｌａｒｉｏｐｈｙｃｅａｅ）

に分ける。また、有縦溝類は、単縦溝類、双縦溝類、管縦溝類、翼管縦溝類、短縦溝類に細分する。

　各種類の生態性は、Ｖｏｓ　 ＆　 ｄｅ　 Ｗｏｌｆ（１９９３）を参考とするほか、塩分濃度に対する区分は Ｌｏｗｅ（１９７４）に従い、

真塩性種（海水生種）、中塩性種（汽水生種）、貧塩性種（淡水生種）に類別する。また、貧塩性種はさらに細か

く生態区分し、塩分・水素イオン濃度（ｐＨ）・流水に対する適応能についても示す。そして、産出個体数１００個

体以上の試料は、産出率３．０％以上の主要な種類について、主要珪藻化石群集の層位分布図を作成する。また、

産出化石が現地性か異地性かを判断する目安として、完形殻の出現率を求める。堆積環境の解析にあたり、貧塩

性種は安藤（１９９０）、陸生珪藻は伊藤・堀内（１９９１）、汚濁耐性はＡｓａｉ　 ＆　 Ｗａｔａｎａｂｅ（１９９５）、渡辺（２００５）の環

境指標種を参考とする。

⑶花粉分析

　試料約１０ｇ について、水酸化カリウムによる泥化、篩別、重液（臭化亜鉛：比重２．３）よる有機物の分離、フッ

化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス（無水酢酸９：濃硫酸１の混合液）処理による植物遺体中のセルロー

スの分解を行い、物理・化学的処理を施して花粉を濃集する。残渣をグリセリンで封入してプレパラートを作成

し、４００倍の光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査し、出現する全ての種類について同定・計数する。

　結果は同定・計数結果の一覧表、および花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木本花粉は木本花

粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、百分率で出現率を算出
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し図示する。

⑷植物珪酸体分析

　湿重５ｇ前後の試料について過酸化水素水、塩酸処理、沈定法、重液分離法（ポリタングステン酸ナトリウム：

比重２．５）の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離、濃集する。検鏡しやすい濃度に希釈し、カバーガ

ラス上に滴下、乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。

　４００倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現するイネ科葉部（葉身と葉鞘）の葉部短細胞に由来した

植物珪酸体（以下、短細胞珪酸体と呼ぶ）および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体（以下、機動細胞珪酸体と

呼ぶ）、およびこれらを含む珪化組織片を近藤（２００４）の分類に基づいて同定し、計数する。結果は、検出され

た種類とその個数の一覧表で示す。また、検出された植物珪酸体の出現傾向から古植生について検討するため

に、植物珪酸体群集と珪化組織片の層位分布図を作成する。各種類の出現率は、短細胞珪酸体と機動細胞珪酸体

の珪酸体毎に、それぞれの総数を基数とする百分率で求める。

　なお今回は、各分類群の含量の測定も試みた。分析の際に分析試料の乾燥重量、プレパラート作成に用いた分

析残渣量、検鏡に用いたプレパラートの数や検鏡した面積を正確に計量し、堆積物１ｇあたりの植物珪酸体含量

（同定した数を堆積物１ｇあたりの個数に換算）を求める。結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。この際、

１００個 ／ｇ 以下は「＜１００」で表示する。各分類群の含量は１０の位で丸め（１００単位にする）る。また、植物珪酸

体含量の層位的変化を図示する。

⑸土壌微細物分析

　試料２００㏄を水に浸し、粒径０．５㎜の篩を通して水洗する。篩内の試料をシャーレに集めて双眼実体顕微鏡下で観

察し、ピンセットを用いて同定可能な種実や木材、炭化材（主に径４㎜以上）を抽出する。種実を双眼実体顕微鏡

下で観察する。現生標本および石川（１９９４）、中山ほか（２０００）などの図鑑との対照から種類と部位を同定し、個

数を数えて表示する。分析後は、種実などを種類毎に容器に入れ、７０％程度のエタノール溶液で液浸し保管する。

４．結果

⑴放射性炭素年代測定

　同位体効果による補正を行った測定結果（補正年代）は、２地点　黒色粘土上部（２地点　１）は１，７５０±４０ＢＰ、

地点名／試料名 試料の性状 補正年代
ＢＰ

δ１３Ｃ
（‰）

測定年代
ＢＰ ＣｏｄｅＮｏ． Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ Ｎｏ．

２地点　サンプル１（黒色泥質土上部） 土壌 １，７５０±４０ －２０．２１±０．４５ １，６７０±４０ ９８３７－３ ＩＡＡＡ－７２８７５
２地点　サンプル２（黒色泥質土下部） 土壌 １，８６０±４０ －１９．５１±０．８５ １，７７０±３０ ９８３７－４ ＩＡＡＡ－７２８７６

１）年代値の算出には、Ｌｉｂｂｙ の半減期５５６８年を使用。
２）ＢＰ 年代値は、１９５０年を基点として何年前であるかを示す。
３）付記した誤差は、測定誤差σ（測定値の６８％が入る範囲）を年代値に換算した値。

表１　放射性炭素年代測定結

表２　暦年較正結果
試料 補正年代（ＢＰ） 暦年較正年代（ｃａｌ） 相対比 Ｃｏｄｅ Ｎｏ．

２地点
試料番号１ 黒色泥質土上部 １，７５２ ± ３８

σ ｃａｌ　ＡＤ　２３８ － ｃａｌ　ＡＤ　３３８ ｃａｌ　ＢＰ１，７１２ － １，６１２ １．０００ ９８３７－３
２ σ ｃａｌ　ＡＤ　１４０ － ｃａｌ　ＡＤ　１５３ ｃａｌ　ＢＰ１，８１０ － １，７９７ ０．０１４

ｃａｌ　ＡＤ　１６８ － ｃａｌ　ＡＤ　１９４ ｃａｌ　ＢＰ１，７８２ － １，７５６ ０．０３４
ｃａｌ　ＡＤ　２１０ － ｃａｌ　ＡＤ　３９３ ｃａｌ　ＢＰ１，７４０ － １，５５７ ０．９５２

２地点
試料番号４ 黒色泥質土下部 １，８５８ ± ３４

σ ｃａｌ　ＡＤ　 ９１ － ｃａｌ　ＡＤ　 ９９ ｃａｌ　ＢＰ１，８５９ － １，８５１ ０．０７４ ９８３７－４
ｃａｌ　ＡＤ　１２４ － ｃａｌ　ＡＤ　２１５ ｃａｌ　ＢＰ１，８２６ － １，７３５ ０．９２６

２ σ ｃａｌ　ＡＤ　 ７８ － ｃａｌ　ＡＤ　２３５ ｃａｌ　ＢＰ１，８７２ － １，７１５ １．０００

１）暦年較正は、ＲＡＤＩＯ ＣＡＲＢＯＮ ＣＡＬＩＢＲＡＴＩＯＮ ＰＲＯＧＲＡＭ ＣＡＬＩＢ ＲＥＶ５．０２（Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ １９８６－２００５ Ｍ Ｓｔｕｉｖｅｒ ａｎｄ ＰＪ Ｒｅｉｍｅｒ）を用いている。
２）暦年較正は、表中に示した丸める前の値を使用している。
３）統計的に真の値が入る確率はσは ６８％、２σは ９５％である	
４）相対比は、σ、２σのそれぞれを１とした場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。
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出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数として
百分率で算出した。なお、●○は1％未満、＋は木本花粉100個体未満の試料について検出した種類を示す。

同土器片が検出された黒色粘土（２地点　４）は１，８６０±４０ＢＰ を示す（表１）。これらの測定結果に基づく暦年

較正結果（σ）は、黒色粘土上部（２地点　１）は ｃａｌＡＤ２３８－ ｃａｌＡＤ３３８、黒色粘土（２地点　４）は ｃａｌＡＤ９１－

ｃａｌＡＤ２１５である（表２）。

⑵珪藻分析

　結果を表３、図２に示す。完形殻の出現率は、何れも５０％前後である。産出分類群数は、合計で３７属８１分類群

である。以下に、各試料の産状を示す。

　２地点　４と２地点　７は、珪藻化石群集が異なる。２地点　７は、淡水域に生育する水生珪藻（以下、水生

珪藻と言う）が全体の約５５％を占める。陸上のコケや土壌表面など多少の湿り気を保持した好気的環境に耐性の

ある陸生珪藻が約３５％、淡水～汽水生種が約１０％産出する。淡水性種の生態性（塩分濃度、水素イオン濃度、流

水に対する適応能）の特徴は貧塩不定性種、真＋好アルカリ性種、流水不定性種が優占し、真＋好流水性種が多

産する。主要種は、とくに多産するものが無く、淡水～汽水生種のＲｈｏｐａｌｏｄｉａ　ｇｉｂｂｅｒｕｌａ、流水性で中～下流

図３　主要花粉化石群集

図２　主要珪藻化石群集

2地点 4
2地点 7

A
no
m
oe
on
ei
s 
sp
ha
er
op
ho
ra

N
av
ic
ul
a 
ve
ne
ta

Rh
op
al
od
ia
 g
ib
be
ru
la

M
er
id
io
n 
ci
rc
ul
ar
e 
va
r. 
co
ns
tr
ic
tu
m

Pl
an
ot
hi
di
um
 la
nc
eo
la
tu
m

Co
cc
on
ei
s 
eu
gl
yp
ta

Re
im
er
ia
 s
in
ua
ta

U
ln
ar
ia
 u
ln
a

A
m
ph
or
a 
co
pu
la
ta

Go
m
ph
on
em
a 
an
gu
st
at
um

Go
m
ph
on
em
a 
pa
rv
ul
um
 

Go
m
ph
on
em
a 
pu
m
ilu
m
 v
ar
. r
ig
id
um

Go
m
ph
on
em
a 
sa
rc
op
ha
gu
s

N
av
ic
ul
a 
ko
ts
ch
yi

Fr
ag
ila
rif
or
m
a 
vi
re
sc
en
s

A
m
ph
or
a 
m
on
ta
na

D
ia
de
sm
is 
co
nf
er
va
ce
a

Lu
tic
ol
a 
m
ut
ic
a

H
an
tz
sc
hi
a 
am
ph
io
xy
s

0 50

海
水
生
種

海
水
〜
汽
水
生
種

汽
水
生
種

淡
水
〜
汽
水
生
種

陸
生
珪
藻
A
群

陸
生
珪
藻
B
群

陸
生
珪
藻（
そ
の
他
）

水
生
珪
藻

貧
塩
好
塩
性
種

貧
塩
不
定
性
種

貧
塩
嫌
塩
性
種

貧
塩
不
明
種

好
＋
真
酸
性
種

p
H
不
定
性
種

好
＋
真
ア
ル
カ
リ
性
種

p
H
不
明
種

好
＋
真
流
水
性
種

流
水
不
定
性
種

好
＋
真
止
水
性
種

流
水
不
明
種

完
形
殻

非
完
形
殻

流水性種 止水性種 陸生珪藻流水不定性種 淡水生種の生態性
淡水－
汽水生種

U

U
U

U

U
U

U

T

T

K

K P

RA
RA

RA

RB,S

試
料
名

汽水－淡水生種産出率・各種産出率・完形殻産出率は全体基数、淡水生種の生態性の比率は淡水生種の合計を基数として
百分率で算出した。いずれも100個体以上検出された試料について示す。なお、●は２％未満の産出を示す。
（K:：中～下流性河川指標種，O：沼沢湿地付着生種，P：高層湿原指標種，S：好汚濁性種，U：広域適応性種，T：好清水性種，
RA：陸生珪藻A群，RB：陸生珪藻B群，RI：未区分陸生珪藻）

100％

K



140

表３　珪藻分析結果⑴
生態性 環境

指標種
２地点

種　類 塩分 ｐＨ 流水 ４ ７
Ｂａｃｉｌｌａｒｉｏｐｈｙｔａ（珪藻植物門）
Ｃｅｎｔｒｉｃ　 Ｄｉａｔｏｍｓ（中心型珪藻類）
Ａｕｌａｃｏｓｅｉｒａｃｒｅｎｕｌａｔａ（Ｅｈｒ．）Ｋｒａｍｍｅｒ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｌ－ｐｈ １ －
Ａｒａｐｈｉｄ　 Ｐｅｎｎａｔｅ　 Ｄｉａｔｏｍｓ（無縦溝羽状珪藻類）
Ａｒａｐｈｉｄｉｎｅａｅ（無縦溝類）
Ｄｉａｔｏｍａ　 ｍｅｓｏｄｏｎ（Ｅｈｒｅｎ．）Ｋｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｂｉ ｒ－ｂｉ Ｋ，Ｔ － ２
Ｆｒａｇｉｌａｒｉａ　 ｖａｕｃｈｅｒｉａｅ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｐｅｔｅｒｓｅｎ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｋ，Ｔ － ３
Ｆｒａｇｉｌａｒｉｆｏｒｍａ　 ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ（Ｒａｌｆｓ）Ｗｉｌｌｉａｍｓ ＆ Ｒｏｕｎｄ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｃ－ｉｌ ｌ－ｐｈ Ｐ，Ｕ ３２ －
Ｍｅｒｉｄｉｏｎ　 ｃｉｒｃｕｌａｒｅ　 ｖａｒ．　 ｃｏｎｓｔｒｉｃｔｕｍ（Ｒａｌｆｓ）Ｖ．　 Ｈｅｕｒｃｋ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｂｉ Ｋ，Ｔ ８ ３
Ｓｔａｕｒｏｓｉｒａ　 ｃｏｎｓｔｒｕｅｎｓ　Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｌ－ｐｈ Ｕ － １
Ｕｌｎａｒｉａ　 ｐｓｅｕｄｏｇａｉｌｌｏｎｉｉ（Ｈ．　 Ｋｏｂａｙａｓｉ ＆ Ｍ．　 Ｉｄｅｉ）Ｍ．　 Ｉｄｅｉ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｓ － １
Ｕｌｎａｒｉａ　 ｒａｍｅｓｉ（Ｈｅｒｉｂ．） Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｔ － ２
Ｕｌｎａｒｉａ　 ｕｌｎａ（Ｎｉｔｚｓｃｈ）Ｃｏｍｐｅｒｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ ７ ４
Ｒａｐｈｉｄ　 Ｐｅｎｎａｔｅ　 Ｄｉａｔｏｍｓ（有縦溝羽状珪藻類）
Ｍｏｎｏｒａｐｈｉｄ　 Ｐｅｎｎａｔｅ　 Ｄｉａｔｏｍｓ（単縦溝羽状珪藻類）
Ｐｌａｎｏｔｈｉｄｉｕｍ　 ｌａｎｃｅｏｌａｔｕｍ（Ｂｒｅｂ．　 ｅｘＫｕｅｔｚ．）Ｌａｎｇｅ － Ｂｅｒｔａｌｏｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｒ－ｐｈ Ｋ，Ｔ ２ ５
Ａｃｈｎａｎｔｈｉｄｉｕｍ　 ｓｕｂｈｕｄｓｏｎｉｓ（Ｈｕｓｔｅｄｔ）Ｈ．　 Ｋｏｂａｙａｓｉ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｒ－ｐｈ Ｔ － ２
Ｃｏｃｃｏｎ　 ｅｉｓｅｕｇｌｙｐｔａ　Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｔ － ６
Ｃｏｃｃｏｎ　 ｅｉｓｐｌａｃｅｎｔｕｌａ　Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － ２
ＢｉｒａｐｈｉｄＰｅｎｎａｔｅ　 Ｄｉａｔｏｍｓ（双縦溝羽状珪藻類）
Ａｍｐｈｏｒａ　 ｆｏｎｔｉｎａｌｉｓ　Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ － ２
Ａｍｐｈｏｒａ　 ｃｏｐｕｌａｔａ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｓｃｈｏｅｍａｎｅｔ　 Ｒ．Ｅ．Ｍ．　 Ａｒｃｈｉｂａｌｄ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ ４ ６
Ａｍｐｈｏｒａ　 ｉｎａｒｉｅｎｓｉｓ　Ｋｒａｍｍｅｒ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｔ － １
Ａｍｐｈｏｒａ　 ｍｏｎｔａｎａ　Ｋｒａｓｓｋｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＡ，Ｕ － １６
Ａｍｐｈｏｒａ　 ｎｏｒｍａｎｉｉ　Ｒａｂｅｎｈｏｒｓｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＢ ２ －
Ａｍｐｈｏｒａ　 ｐｅｄｉｃｕｌｕｓ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｂｉ ｉｎｄ Ｔ － １
Ａｎｏｍｏｅｏｎｅｉｓ　 ｓｐｈａｅｒｏｐｈｏｒａ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｐｆｉｔｚｅｒ Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ａｌ－ｂｉ ｉｎｄ ３ －
Ｃｙｍｂｅｌｌａ　 ｃｕｓｐｉｄａｔａ　Ｋｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ Ｔ １ －
Ｃｙｍｂｅｌｌａ　 ｔｕｒｇｉｄｕｌａ　 ｖａｒ．　ｎｉｐｐｏｎｉｃａ　 Ｓｋｖｏｒｔｚｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｔ － １
Ｅｎｃｙｏｎｅｍａ　 ｓｉｌｅｓｉａｃｕｍ（Ｂｌｅｉｓｃｈ）Ｄ．Ｇ．　 Ｍａｎｎ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ Ｔ － １
Ｐｌａｃｏｎｅｉｓ　 ｅｌｇｉｎｅｎｓｉｓ（Ｇｒｅｇ．）Ｅ．Ｊ．Ｃｏｘ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｏ，Ｕ － １
Ｐｌａｃｏｎｅｉｓ　 ｅｌｇｉｎｅｎｓｉｓ　 ｖａｒ．　 ｎｅｇｌｅｃｔａ（Ｋｒａｓｓｋｅ）Ｈ．　 Ｋｏｂａｙａｓｉ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｕ － ３
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｉｓ　 ｐｓｅｕｄｏｋｕｎｏｉ　Ｔｕｊｉ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ Ｋ，Ｔ － １
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ａｎｇｕｓｔａｔｕｍ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｒａｂｅｎｈｏｒｓｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ Ｕ － ６
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｇｒａｃｉｌｅ　 Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｌ－ｐｈ Ｏ，Ｕ １ －
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｌａｇｅｎｕｌａ　 Ｋｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｒ－ｐｈ Ｓ － １
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｐａｒｖｕｌｕｍ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｋｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ Ｕ ３ ７
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｐｕｍｉｌｕｍ　 ｖａｒ．　ｒｉｇｉｄｕｍ　 Ｅ．　 Ｒｅｉｃｈａｒｄｔｅｔ　 Ｌａｎｇｅ－Ｂ． Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ ３ ７
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｓａｒｃｏｐｈａｇｕｓ　Ｇｒｅｇｏｒｙ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｔ １４ －
Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　ｓｐ．　 Ａ Ｏｇｈ－ｕｎｋ ｕｎｋ ｕｎｋ － １
Ｒｅｉｍｅｒｉａ　 ｓｉｎｕａｔａ（Ｗ．Ｇｒｅｇ．）Ｋｏｃｉｏｌｅｋｅｔ　 Ｓｔｏｅｒｍｅｒ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｒ－ｐｈ Ｋ，Ｔ － ９
Ｒｈｏｉｃｏｓｐｈｅｎｉａ　 ａｂｂｒｅｖｉａｔａ（Ｃ．　 Ａｇａｒｄｈ）Ｌａｎｇｅ－Ｂ． Ｏｇｈ－ｈｉｌ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｋ，Ｔ － ２
Ｄｉｐｌｏｎｅｉｓ　 ｏｖａｌｉｓ（Ｈｉｌｓｅ）Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｔ １ １
Ｅｏｌｉｍｎａ　 ｔａｎｔｕｌａ（Ｈｕｓｔ．） Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｒ－ｐｈ ＲＩ，Ｕ － ２
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｐｙｇｍａｅａ　 Ｋｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － １
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｖｅｎｅｔａ　 Ｋｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － ５
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｋｏｔｓｃｈｙｉ　Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ － ５
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｌａｎｃｅｏｌａｔａ（Ａｇａｒｄｈ）Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － １
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｓｌｅｓｖｉｃｅｎｓｉｓ　Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｔ － １
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｓｙｍｍｅｔｒｉｃａ　Ｐａｔｒｉｃｋ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｔ － ２
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｔｒｉｖｉａｌｉｓ　Ｌａｎｇｅ－Ｂｅｒｔａｌｏｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － ２
Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｖｉｒｉｄｕｌａ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｋ，Ｕ － １
Ｇｙｒｏｓｉｇｍａ　 ｐｒｏｃｅｒｕｍ　Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － ３
Ｇｙｒｏｓｉｇｍａ　 ｓｃａｌｐｒｏｉｄｅｓ（Ｒａｂｈ．）Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｕ － ２
Ｃｒａｔｉｃｕｌａ　 ｈａｌｏｐｈｉｌａ（Ｇｒａｎ．　 ｅｘ　 Ｖ．　 Ｈｅｕｒｃｋ）Ｄ．Ｇ．　 Ｍａｎｎ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ － １
Ｃｒａｔｉｃｕｌａ　ｓｐｐ． Ｏｇｈ－ｕｎｋ ｕｎｋ ｕｎｋ １ －
Ｆｒｕｓｔｕｌｉａ　 ｖｕｌｇａｒｉｓ（Ｔｈｗａｉｔ．）Ｄｅ　 Ｔｏｎｉ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － ３
Ｄｉａｄｅｓｍｉｓ　 ｃｏｎｆｅｒｖａｃｅａ　 Ｋｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ ＲＢ，Ｓ － ６
Ｄｉａｄｅｓｍｉｓ　 ｃｏｎｔｅｎｔａ（Ｇｒｕｎ．　 ｅｘ　Ｖ　  ａｎＨｅｕｒｃｋ）Ｄ．Ｇ．　 Ｍａｎｎ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ ＲＡ，Ｔ － ２
Ｄｉａｄｅｓｍｉｓ　 ｃｏｎｔｅｎｔａ　 ｖａｒ．　 ｂｉｃｅｐｓ（Ａｒｎｏｔｔｅｘ　 Ｇｒｕｎｏｗ）Ｈａｍｉｌｔｏｎ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ ＲＡ，Ｔ － ２
Ｌｕｔｉｃｏｌａ　 ｇｏｅｐｐｅｒｔｉａｎａ（Ｂｌｅｉｓｃｈ）Ｄ．Ｇ．　 Ｍａｎｎ Ｏｇｈ－ｈｉｌ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｓ － １
Ｌｕｔｉｃｏｌａ　 ｍｕｔｉｃａ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｄ．Ｇ．　 Ｍａｎｎ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ ＲＡ，Ｓ ５ １５
Ｌｕｔｉｃｏｌａ　 ｐａｒａｍｕｔｉｃａ（Ｂｏｃｋ）Ｄ．Ｇ．　 Ｍａｎｎ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＢ － １
Ｎｅｉｄｉｕｍ　 ａｌｐｉｎｕｍ　Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｃ－ｉｌ ｉｎｄ ＲＡ － １
Ｎｅｉｄｉｕｍａｍｐｌｉａｔｕｍ（Ｅｈｒ．）Ｋｒａｍｍｅｒ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｃ－ｉｌ ｌ－ｐｈ － １
Ｎｅｉｄｉｕｍｉｒｉｄｉｓ（Ｅｈｒ．）Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｉｎｄ Ｏ，Ｕ １ －
Ｃａｌｏｎｅｉｓｂａｃｉｌｌｕｍ（Ｇｒｕｎ．）Ｃｌｅｖｅ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｕ － １
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｂｏｒｅａｌｉｓ　 Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＡ，Ｕ １ ２
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｒｕｐｅｓｔｒｉｓ　Ｈａｎｔｚｓｃｈ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｉｎｄ Ｏ １ －
Ｐｉｎｎｕｌａｒｉａ　 ｓｃｈｒｏｅｄｅｒｉｉ（Ｈｕｓｔ．）Ｋｒａｍｍｅｒ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＩ １ －
Ｐｉｎｎｕｌａ　 ｒｉａｓｕｂｃａｐｉｔａｔａ　Ｇｒｅｇｏｒｙ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｃ－ｉｌ ｉｎｄ ＲＢ，Ｓ １ １
Ｐｉｎｎｕｌａ　 ｒｉａｓｕｂｒｕｐｅｓｔｒｉｓ　Ｋｒａｍｍｅｒ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｉｎｄ １ －
Ｓｅｌｌａｐｈｏｒａ　 ｌａｅｖｉｓｓｉｍａ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｍａｎｎ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ Ｕ － ２
管縦溝類
Ｈａｎｔｚｓｃｈｉａ　 ａｍｐｈｉｏｘｙｓ（Ｅｈｒ．）Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＡ，Ｕ １０ １３
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　 ｂｒｅｖｉｓｓｉｍａ　Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ ＲＢ，Ｕ － １
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　 ａｍｐｈｉｂｉａ　Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｓ １ １
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　 ｄｅｎｔｉｃｕｌａ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｂｉ ｉｎｄ ＲＢ，Ｕ － １
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　 ｌｉｎｅａｒｉｓ（Ｗ．Ｓｍｉｔｈ）Ｗ．　 Ｓｍｉｔｈ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｂｉ ｒ－ｂｉ Ｕ － ３
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　 ｐａｌｕｓｔｒｉｓ　 Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ － １
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　 ｔｅｒｒｅｓｔｒｉｓ（Ｐｅｔ．）Ｈｕｓｔｅｄｔ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ｉｎｄ ｉｎｄ ＲＩ １ －
Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ　ｓｐｐ． Ｏｇｈ－ｕｎｋ ｕｎｋ ｕｎｋ ２ －
Ｔｒｙｂｌｉｏｎｅｌｌａ　 ｌｅｖｉｄｅｎｓｉｓ　Ｗ．　 Ｓｍｉｔｈ Ｍｅｈ Ｓ － ２
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生態性 環境
指標種

２地点
種　類 塩分 ｐＨ 流水 ４ ７

Ｒｈｏｐａｌｏｄｉａ　 ｇｉｂｂｅｒｕｌａ（Ｅｈｒ．）Ｏ．　 Ｍｕｌｌｅｒ Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ １ １２
Ｒｈｏｐａｌｏｄｉａ　 ｇｉｂｂａ（Ｅｈｒ．）Ｏ．　 Ｍｕｌｌｅｒ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ １ １
翼管縦溝類
Ｃｙｍａｔｏｐｌｅｕｒａ　 ｓｏｌｅａ（Ｂｒｅｂ．）Ｗ．　 Ｓｍｉｔｈ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｉｎｄ Ｕ － １
Ｓｕｒｉｒｅｌｌａ　 ａｎｇｕｓｔａ　 Ｋｕｅｔｚｉｎｇ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｂｉ Ｕ － １
Ｓｕｒｉｒｅｌｌａ　 ｍｉｎｕｔａ　 Ｂｒｅｂｉｓｓｏｎ Ｏｇｈ－ｉｎｄ ａｌ－ｉｌ ｒ－ｐｈ Ｕ － ２
短縦溝類
Ｅｕｎｏｔｉａ　 ｍｉｎｏｒ（Ｋｕｅｔｚ．）Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ｉｎｄ ｉｎｄ Ｏ，Ｔ １ －
Ｅｕｎｏｔｉａ　 ｐｒａｅｒｕｐｔａ　Ｅｈｒｅｎｂｅｒｇ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｌ－ｐｈ ＲＢ，Ｏ，Ｔ １ －
Ｅｕｎｏｔｉａ　 ｐｒａｅｒｕｐｔａ　ｖａｒ．　 ｂｉｄｅｎｓ（Ｅｈｒｅｎ．）Ｇｒｕｎｏｗ Ｏｇｈ－ｈｏｂ ａｃ－ｉｌ ｌ－ｐｈ ＲＢ，Ｏ，Ｔ － １
海水生種 ０ ０
海水～汽水生種 ０ ０
汽水生種 ０ ２
淡水～汽水生種 ４ ２１
淡水生種 １０８ １７９
珪藻化石総数 １１２ ２０２

表３　珪藻分析結果⑵

凡例
Ｈ．Ｒ．：塩分濃度に対する適応性 ｐＨ：水素イオン濃度に対する適応性 Ｃ．Ｒ．：流水に対する適応性

Ｍｅｈ ：汽水生種 ａｌ－ｂｉ ：真アルカリ性種 ｌ－ｂｉ ：真止水性種
Ｏｇｈ－Ｍｅｈ ：淡水－汽水生種 ａｌ－ｉｌ ：好アルカリ性種 ｌ－ｐｈ ：好止水性種
Ｏｇｈ－ｈｉｌ ：貧塩好塩性種 ｉｎｄ ：ｐＨ 不定性種 ｉｎｄ ：流水不定性種
Ｏｇｈ－ｉｎｄ ：貧塩不定性種 ａｃ－ｉｌ ：好酸性種 ｒ－ｐｈ ：好流水性種
Ｏｇｈ－ｈｏｂ ：貧塩嫌塩性種 ａｃ－ｂｉ ：真酸性種 ｒ－ｂｉ ：真流水性種
Ｏｇｈ－ｕｎｋ ：貧塩不明種 ｕｎｋ ：ｐＨ 不明種 ｕｎｋ ：流水不明種
環境指標種群
Ｋ：中～下流性河川指標種，Ｏ：沼沢湿地付着生種，Ｐ：高層湿原指標種（安藤，１９９０），Ｓ：好汚濁性種，Ｕ：広域適応性種，
Ｔ：好清水性種（以上はＡｓａｉａｎｄＷａｔａｎａｂｅ，１９９５），Ｒ：陸生珪藻（ＲＡ：Ａ群，ＲＢ：Ｂ群，ＲＩ：未区分、
伊藤・堀内，１９９１）
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図５　植物珪酸体含量
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図４　植物珪酸体群集
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性河川指標種のＰｌａｎｏｔｈｉｄｉｕｍ　 ｌａｎｃｅｏｌａｔｕｍ、Ｒｅｉｍｅｒｉａ　 ｓｉｎｕａｔａ、

流水不定性のＡｍｐｈｏｒａ　 ｃｏｐｕｌａｔａ、Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ａｎｇｕｓｔａｔｕｍ、

Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｐａｒｖｕｌｕｍ、Ｇｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｐｕｍｉｌｕｍ　 ｖａｒ．　 ｒｉｇｉｄｕｍ、

Ｎａｖｉｃｕｌａ　 ｋｏｔｓｃｈｙｉ などが産出する。陸生珪藻では、耐乾性

の高い陸生珪藻Ａ群のＡｍｐｈｏｒａ　 ｍｏｎｔａｎａ、Ｌｕｔｉｃｏｌａ　 ｍｕｔｉｃａ、

Ｈａｎｔｚｓｃｈｉａ　 ａｍｐｈｉｏｘｙｓ などが産出する。

　２地点　４は、水生珪藻が全体の約８０％を占める。残り

の２０％が陸生珪藻である。生態性の特徴は、貧塩不定性

種、真＋好酸性種～真＋好アルカリ性種、流水不定性種と

真＋好止水性種が多産する。主要種は止水性で高層湿原指

標種のＦｒａｇｉｌａｒｉｆｏｒｍａ　 ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ が約３０％産出し、流水不定

性で好清水性種のＧｏｍｐｈｏｎｅｍａ　 ｓａｒｃｏｐｈａｇｕｓ が１３％産出す

る。これに付随して、流水性で中～下流性河川指標種の

Ｍｅｒｉｄｉｏｎ　 ｃｉｒｃｕｌａｅ　 ｖａｒ．　 ｃｏｎｓｔｒｉｃｔｕｍ、流水不定性のＵｌｎａｒｉａ　

ｕｌｎａ、Ａｍｐｈｏｒａ　 ｃｏｐｕｌａｔａ などが産出する。

⑶花粉分析

　結果を表４、図３に示す。図表中で複数の種類を「－」で

結んだものは、種類間の区別が困難なものを示す。木本花

粉総数が１００個体未満の試料は、統計的に扱うと結果が歪曲

する恐れがあるため、出現した種類を「＋」で表示するにと

どめている。

　２地点　７は、花粉化石の保存状態と産出状況が不良で

あり、定量解析に耐えうる化石数は得られなかった。わず

かに検出された種類は、木本花粉ではツガ属、トウヒ属、

マツ属、ブナ属、ニレ属－ケヤキ属が、草本花粉ではイネ

科、カヤツリグサ科、アカザ科１～数個体が検出されるの

みである。

　２地点　５は、花粉化石が産出するが保存状態はやや不良である。木本花粉ではモミ属、マツ属、ブナ属、コ

ナラ属コナラ亜属、ニレ属－ケヤキ属が多く産出し、ツガ属、スギ属、サワグルミ属、カバノキ属、トチノキ属

などを伴う。草本花粉ではイネ科が最も多く産出し、カヤツリグサ科、サナエタデ節－ウナギツカミ節、ヨモギ

属などが認められる。第三紀消滅種であるフウ属も検出される。

　２地点　４は、花粉化石の産出状況、保存状態ともに良好である。花粉群集組成をみると、木本花粉ではモミ

属、ツガ属、マツ属、ブナ属、コナラ亜属、ニレ属－ケヤキ属が多く産出し、トウヒ属、スギ属、サワグルミ属

などを伴う。草本花粉ではイネ科が最も多く、カヤツリグサ科、サナエタデ節－ウナギツカミ節、アカザ科、ヨ

モギ属などが産出する。また、サジオモダカ属やサンショウモなどの水生植物に由来する花粉・胞子も、わずか

に検出される。

２地点
試料名

種　類 ４ ５ ７
木本花粉

モミ属 ４３ １３ －
ツガ属 ２６ ７ ６
トウヒ属 ９ ２ １
マツ属単維管束亜属 ３ １ －
マツ属複維管束亜属 ６ ２ －
マツ属（不明） １１ １６ ４
コウヤマキ属 １ － －
スギ属 ７ ７ －
イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科 ５ ２ －
サワグルミ属 ５ １０ －
クルミ属 ２ ３ －
クマシデ属－アサダ属 ３ ２ －
カバノキ属 ２ ８ －
ハンノキ属 １ １ －
ブナ属 ４０ １６ ２
コナラ属コナラ亜属 ２７ １５ －
コナラ属アカガシ亜属 ２ ３ －
ニレ属－ケヤキ属 １３ １６ ３
エノキ属－ムクノキ属 １ － －
フウ属 － ２ －
カエデ属 １ － －
トチノキ属 － ４ －
シナノキ属 － １ －

草本花粉
サジオモダカ属 ４ － －
イネ科 ４４ ３１ ５
カヤツリグサ科 １６ ４ ２
サナエタデ節－ウナギツカミ節 ６ ４ －
アカザ科 ５ １ １
アブラナ科 ３ － －
セリ科 － １ －
ヨモギ属 １１ ４ －
キク亜科 － １ －
タンポポ亜科 ２ － －

不明花粉 ５ ９ ２
シダ類胞子

サンショウモ ６ － －
他のシダ類胞子 ７０ ３０ ６

合　計
木本花粉 ２０８ １３１ １６
草本花粉 ９１ ４６ ８
不明花粉 ５ ９ ２
シダ類胞子 ７６ ３０ ６

総　計（不明を除く） ３７５ ２０７ ３０

表４　花粉分析結果
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⑷植物珪酸体分析

　検鏡結果を表５、出現傾向を図４に、植物珪酸体含量を表６、図５に示す。各試料からは植物珪酸体が検出さ

れるが、表面に多数の小孔（溶食痕）が認められるなど保存状態は不良である。

　２地点　７では、ヨシ属の産出が目立ち、タケ亜科、コブナグサ属やススキ属を含むウシクサ族、イチゴツナ

ギ亜科などが認められる。栽培植物のイネ属も検出され、葉部に形成される短細胞珪酸体や機動細胞珪酸体、籾

殻に形成される穎珪酸体が認められる。その含量は、短細胞珪酸体と穎珪酸体は１００個 ／ｇ 未満、機動細胞珪酸

体は約３００個 ／ｇ である。

　２地点　４では、ヨシ属の出現率は減少するが、検出された分類群は２地点７と同様であり、植物珪酸体含量

が増加する。本試料より検出されたイネ属の含量は、短細胞珪酸体は約１，０００個 ／ｇ、機動細胞珪酸体・穎珪酸体

はそれぞれ約２，９００個 ／ｇ である。

⑸土壌微細物分析

　結果を表７に示す。朱として種実遺体が検出

され、Ｓ－１からは落葉低木のニワトコ３個、

Ｓ－２からは落葉低木のタニウツギ属、ニワト

コ各１個、草本１１分類群（イネ、カヤツリグサ

科、サナエタデ近似種、アカザ科、ナデシコ

科、タガラシ、カタバミ属、セリ科、トウバナ

属、ナス科、タカサブロウ）が合計２５個、栽培

植物のイネの穎１個が検出された。以下に、確

認された種実遺体の形態的特徴を記す。

〈木本〉

・タニウツギ属（Ｗｅｉｇｅｌａ）　スイカズラ科

　種子が検出された。淡赤褐色、長さ１㎜、幅

表５　植物珪酸体分析結果 表６　植物珪酸体含量表� （個／ｇ）
２地点

試料名
種　　類 ４ ７
イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属 １２ ２
タケ亜科 １６ １０
ヨシ属 ４８ ９０
ウシクサ族コブナグサ属 － ３
ウシクサ族ススキ属 １３ １７
イチゴツナギ亜科 ５ ５
不明キビ型 １８ ３９
不明ヒゲシバ型 ６ １１
不明ダンチク型 ８ ８

イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ族イネ属 ３６ ６
タケ亜科 １９ ３
ヨシ属 １１２ ８１
ウシクサ族 ３０ １３
不明 １７ １７

合　　計
イネ科葉部短細胞珪酸体 １２６ １８５
イネ科葉身機動細胞珪酸体 ２１４ １２０
総　計 ３４０ ３０５

珪化組織片
イネ属穎珪酸体 ３６ １

２地点
試料名

種　　類 ４ ７
イネ科葉部短細胞珪酸体

イネ族イネ属 １，０００ ＜１００
タケ亜科 １，３００ ４００
ヨシ属 ３，９００ ４，０００
ウシクサ族コブナグサ属 － １００
ウシクサ族ススキ属 １，１００ ８００
イチゴツナギ亜科 ４００ ２００
不明キビ型 １，５００ １，７００
不明ヒゲシバ型 ５００ ５００
不明ダンチク型 ６００ ４００

イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ族イネ属 ２，９００ ３００
タケ亜科 １，５００ １００
ヨシ属 ９，０００ ３，６００
ウシクサ族 ２，４００ ６００
不明 １，４００ ８００

珪化組織片
イネ属穎珪酸体 ２，９００ ＜１００

合　　計
イネ科葉部短細胞珪酸体 １０，２００ ８，２００
イネ科葉身機動細胞珪酸体 １７，３００ ５，３００
珪化組織片 ２，９００ ＜１００
総　計 ３０，４００ １３，６００

表７　土壌微細物分析結果
試料名
分析量

分類群　　　　　　　　部位（状態）

Ｓ－１
２００㏄

（２９９．６５ｇ）

Ｓ－２
２００㏄

（３４８．１２ｇ） 備考
木本

タニウツギ属 種子 － １
ニワトコ 核　 （完形） － １

（破片） ３ －
草本

イネ 穎　 （破片） － １ 栽培植物
カヤツリグサ科 果実 － ２ カヤツリグサ属近似
サナエタデ近似種 果実 － ４
アカザ科 種子 － ５
ナデシコ科 種子 － ２
タガラシ 果実 － １
カタバミ属 種子 － ２
セリ科 果実 － ４
トウバナ属 果実 － １
ナス科 種子 － ２
タカサブロウ 果実 － １

木材（径４㎜以上） － ４
炭化材（径４㎜以上） － ４
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０．７㎜程度の偏平な長楕円体。縁にある翼を欠損する。果実頂部に２稜角がある。種皮表面は円－楕円形の凹み

による微細な網目模様がある。

・ニワトコ（Ｓａｍｂｕｃｕｓ　 ｒａｃｅｍｏｓａ　 Ｌ．　 ｓｕｂｓｐ．　 ｓｉｅｂｏｌｄｉａｎａ　（Ｍｉｑ．）　Ｈａｒａ）　スイカズラ科ニワトコ属

　核（内果皮）が検出された。淡灰褐色、長さ２．３㎜、幅１．５㎜程度のやや偏平な広倒卵体。背面は丸みがあり、

腹面の正中線上は鈍稜をなす。基部はやや尖り、腹面正中線上に小さな孔がある。内果皮はやや硬く、表面には

横皺状模様が発達する。

〈草本〉

・イネ（Ｏｒｙｚａ　 ｓａｔｉｖａ　Ｌ．）　イネ科イネ属

　穎（果）の破片が検出された。淡灰褐色、完形ならば長さ６－７．５㎜、幅３－４㎜、厚さ２㎜程度のやや偏平

な長楕円体。基部に斜切状円柱形の果実序柄と１対の護穎を有し、その上に外穎（護穎と言う場合もある）と内

穎がある。外穎は５脈、内穎は３脈をもち、ともに舟形を呈し、縫合してやや偏平な長楕円形の稲籾を構成す

る。果皮は柔らかく、表面には顆粒状突起が縦列する。破片は基部の果実序柄部分で、大きさ２㎜程度。

・カヤツリグサ科（Ｃｙｐｅｒａｃｅａｅ）

　果実が検出された。淡－黒褐色、長さ１．３㎜、径０．７㎜程度の三稜状狭倒卵体。頂部は尖り、基部は切形。果皮

表面には微小な疣状突起が密布する。カヤツリグサ属（Ｃｙｐｅｒｕｓ）に似る。

・サナエタデ近似種（Ｐｏｌｙｇｏｎｕｍ　ｃｆ．　 ｌａｐａｔｈｉｆｏｌｉｕｍ　Ｌ．）　　タデ科タデ属

　果実が検出された。黒褐色、径２㎜程度の偏平な円状二面体。頂部はやや尖り、２花柱が残存する。基部には

灰褐色の萼があり、先が２つに分かれ反り返る花被の脈が伸びる。果皮表面は平滑で両面中央はやや凹む。

・アカザ科（Ｃｈｅｎｏｐｏｄｉａｃｅａｅ）

　種子が検出された。黒色、径１㎜程度のやや偏平な円盤状。基部は凹み、臍がある。種皮表面には臍を取り囲

むように微細な網目模様が放射状に配列し、光沢がある。

・ナデシコ科（Ｃａｒｙｏｐｈｙｌｌａｃｅａｅ）

　種子が検出された。灰褐色、径１㎜程度のやや偏平な腎状円形。基部は凹み、臍がある。種皮は薄く表面には

瘤－針状突起が臍から同心円状に配列する。

・タガラシ（Ｒａｎｕｎｃｕｌｕｓ　 ｓｃｅｌｅｒａｔｕｓ　Ｌ．）　キンポウゲ科キンポウゲ属

　果実が検出された。径１．２㎜、厚さ０．５㎜程度のやや偏平な広楕円体。果皮表面は粗面。中心部は淡黄褐色でや

や凹み、縁は黄白色の海綿状で水に浮きやすい。

・カタバミ属（Ｏｘａｌｉｓ）　カタバミ科

　種子が検出された。黒褐色、長さ１．３㎜、幅０．９㎜程度の偏平な倒卵体。基部はやや尖る。種皮は薄く、表面に

は４－７列の肋骨状横隆条が配列する。

・セリ科（Ｕｍｂｅｌｌｉｆｅｒａｅ）

　果実が検出された。灰黄褐色、長さ２．５㎜、幅１．８㎜、厚さ０．８㎜程度のやや偏平な狭楕円体。果皮は海綿状

で、腹面と背面には数本の幅広い稜があり、その間に半透明で茶褐色の油管が配列する。２分果が合着した個体

がみられる。

・トウバナ属（Ｃｌｉｎｏｐｏｄｉｕｍ）　シソ科

　果実が検出された。灰褐色、径０．８㎜程度の倒広卵体。背面は丸みがあり、下端は舌状にわずかに突出する。

腹面の正中線は鈍稜をなす。表面には微細な網目模様がありざらつく。

・ナス科（Ｓｏｌａｎａｃｅａｅ）
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　種子が検出された。淡灰褐色、径１．４㎜程度の偏平で歪な腎臓形。基部のくびれた部分に臍がある。種皮表面

には微細な星型状網目模様が臍から同心円状に発達する。

・タカサブロウ（Ｅｃｌｉｐｔａ　 ｐｒｏｓｔｒａｔａ　（Ｌ．）　Ｌ．）　キク科タカサブロウ属

　果実が検出された。灰褐色、長さ２．７㎜、径１．５㎜程度のやや偏平な三角状倒狭卵体。両端は切形、果皮は海綿

状で、両面には瘤状突起が分布する。両縁に翼があり、水に浮きやすい。

５．考察

⑴古環境

　２地点の淡暗灰色シルト～粘土（２地点　７）の珪藻化石群集は、生育環境を異にする水生珪藻や陸生珪藻が

高い割合で産出するといった特徴が認められた。水生珪藻とされる種の中には、中～下流性河川指標種を含む流

水性種が多産し、塩類や塩分の豊富な富栄養な環境に適応する淡水～汽水生種も産出した。ボーリングコアの観

察では、淡暗灰色シルト～粘土（２地点　７）の上・下位の堆積物は葉理や級化といった堆積構造が明瞭である

ことから、河川等の氾濫堆積物の影響を受けやすい環境であったことが推測される。

　上位の黒色粘土（２地点　４）の珪藻化石群集は、真＋好流水性種は減少し、止水性の高層湿原指標種の多産

が認められた。特に、優占種のＦｒａｇｉｌａｒｉｆｏｒｍａ　 ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ は、泥炭が形成されるような貧栄養止水域の腐植酸性

水域に生育する（渡辺ほか，２００５）とされる。このことから、安定化し、弱酸性を呈した湿原や湿地のような湿

潤な止水域といった環境が推定される。中～下流性河川指標種を伴っていたことから、流水の影響も考えられ

る。

　Ｆｒａｇｉｌａｒｉｆｏｒｍａ　 ｖｉｒｅｓｃｅｎｓ が優占し、中～下流性河川指標種を伴う群集組成は、柳原東西線地点における河道

跡の暗灰色～黒色粘土～シルト（２地点　試料番号３，３地点　試料番号２０）でも確認されている。暗灰色～黒

色粘土～シルト（２地点　試料番号３）から検出された木片（広葉樹）の暦年較正年代（σ）は ｃａｌＡＤ４１６－５３３

を示したが、今回の黒色粘土を対象とした調査では、２地点の黒色下部（２地点　４）は ｃａｌＡＤ９１－２１５、同上

部は ｃａｌＡＤ２３８－３３８であった。この結果から、河道（ＳＲ１）内は弥生後期（Ｖ期）（春成，２００４）頃より同様

の環境へと変化したと推定される。また、これらの堆積環境の要因としては、流路の変更や周辺の微地形発達等

により放棄流路となり、河道跡に相当する凹地部やその周辺を主体として水湿地が形成されたことなどが推定さ

れるが、現時点では不明である。この点については、本遺跡および周辺遺跡の堆積層の累重状況やそれに基づく

地形発達過程を検討する必要がある。

⑵古植生変遷

　淡暗灰色シルト～粘土（２地点　７）では、花粉化石はほとんど検出されず、検出された花粉化石も保存状態

は不良であり花粉外膜が破損・溶解する状況であった。コアの観察所見や同堆積物の珪藻化石群集から推定され

る堆積環境を参考とすると、経年変化等による分解・消失のほか、堆積速度が速く取り込まれる化石が少なかっ

た等の要因も考えられる。なお、当試料から検出された種実遺体をみると、タニウツギ属やニワトコなどの落葉

低木の種実が確認された。これらは林縁部等の明るい林地を好む分類群であることから、河川沿いなどに生育し

ていた個体に由来すると考えられる。また、カヤツリグサ科、サナエタデ近似種、アカザ科、ナデシコ科、カタ

バミ属、セリ科、トウバナ属、ナス科等の明るく開けた場所に生育する人里植物を含む分類群が多く検出された

ことから、周辺にはこれらの分類群からなる草地が分布し、湿った場所を好んで生育するタガラシやタカサブロ

ウの種実や、湿潤な場所に生育するヨシ属やコブナグサ属の植物珪酸体が検出されたことから、これらが生育す

る水湿地も存在したと考えられる。
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　河道跡（ＳＲ１）の埋積物とみられる暗褐色シルト～粘土（２地点　５）と黒色粘土（２地点　４）の２試料

は、花粉群集組成は類似し、木本花粉が高い割合を示した。木本類では、モミ属、ツガ属、マツ属等の針葉樹、

ブナ属、コナラ属コナラ亜属、ニレ属－ケヤキ属の広葉樹等が検出されたが、際だって多産する種類は認められ

なかった。検出された種類のうち、ブナ属やコナラ亜属は、冷温帯性落葉広葉樹林の主要構成要素である。モミ

属とツガ属は、母植物がモミやツガと考えればスギ属などとともに温帯性の針葉樹ととらえることができる。ま

た、モミをウラジロモミやシラベ、ツガ属をコメツガとして考えると、冷温帯や亜高山帯に生育するや針葉樹に

由来することになる。この他に、低率ではあるが、コナラ属アカガシ亜属などの常緑広葉樹の花粉も検出され

た。

　長野盆地は、春から秋の気温でみると、常緑広葉樹林は発達する気候である。ただし、気候の年較差、日較差

が激しく、寒さも厳しいほか、年降水量が低く、９００㎜程度である。このため、常緑広葉樹は、冬の気候や乾燥

に耐えられないため生育できず、自然状態に近い植生は乾燥と寒さに強いイヌブナやミズナラが主体となると考

えられる。一方、標高の高い地域や北方の多雪地域では、ブナを主とする森林であったと考えられ、モミ属やツ

ガ属は、モミやツガなど温帯性のものもあるが、ウラジロモミやシラビソ、コメツガなどのように冷温帯より上

位に落葉樹と共存する種類もある。

　更埴条里遺跡や屋代遺跡群では、古代～中世にモミ属やツガ属が増加する傾向があり、全国的な冷涼・多雨化

の影響により、本地域においても、モミ・ツガ林が増加したと考えられている（田中・辻本，１９９９，２０００）。今回

の場合、モミ属とツガ属は、温帯性、冷温帯性双方が混じっていると考えられるが、上記した遺跡の調査結果な

どからモミやツガに由来するものが多いと推定される。アカガシ亜属は、更埴条里遺跡、屋代遺跡群をはじめ他

の長野盆地の遺跡においても少量検出されているが、上記したような気候・植生環境を考慮すると、周辺に生育

していた可能性は皆無ではないものの、古い地層からの再堆積や遠方からの飛来等に由来する可能性も考慮する

必要がある。

　また、サワグルミ属、クルミ属、クマシデ属－アサダ属、ハンノキ属、ニレ属－ケヤキ属、トチノキ属、シナ

ノキ属等は、河畔や低湿地などの適湿地に林分を形成する種類を含む分類群であることから、本遺跡周辺の氾濫

原等に、これらが生育していたと考えられる。また、黒色粘土（２地点　４）からは、落葉低木のニワトコが検

出されていることや、時期は異なるが本遺跡より検出された掘立柱建物跡にコナラ節の利用が認められることか

ら、コナラ節を含むコナラ亜属からなる林分も分布し、ニワトコはこれらの二次林や河畔林の林縁、河川沿い等

に生育した可能性がある。

　草本花粉のうち、多産したイネ科（ススキ属等を含む）やカヤツリグサ科、アカザ科、ヨモギ属は、人里植物

を含む分類群であることから、これらは河道周辺に生育していたと考えられる。また、ヨシ属等のイネ科やサジ

オモダカ属やサンショウモなどの水生植物は、河道内や周辺の水湿地等に生育していたと考えられる。

⑶栽培植物

　淡暗灰色シルト～粘土（２地点　７）や黒色粘土（２地点　４）からは、栽培植物であるイネ属の穎や珪化組

織片、葉部に由来する植物珪酸体が検出された。イネ属の植物珪酸体含量は、淡暗灰色シルト～粘土では短細胞

珪酸体は１００個 ／ｇ 未満、機動細胞珪酸体は約３００個 ／ｇ、穎珪酸体は１００個 ／ 未満、一方、黒色粘土では短細胞珪

酸体は約１．０００個 ／ｇ、機動細胞珪酸体・穎珪酸体は約２，９００個 ／ｇ であった。

　現在の水田土壌中に含まれる植物珪酸体の調査によれば、機動細胞珪酸体中のイネ属の割合は９％であるが、

稲藁を堆肥として与えている水田では１６％であるといった結果が得られている（近藤，１９８８）。また、水田跡（稲

作跡）の検証や探査を行う際、一般にイネの植物珪酸体（機動細胞由来）が試料１ｇ当り５，０００個以上の密度で
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検出された場合に、そこで稲作が行われた可能性が高いと判断している（杉山，２０００）。

　これらの調査事例と比較すると、淡暗灰色シルト～粘土（２地点　７）の機動細胞珪酸体の出現率は約５％、

機動細胞珪酸体含量は約３００個 ／ｇ であるのに対し、黒色粘土（２地点　４）　は機動細胞珪酸体の出現率は約

１７％、機動細胞珪酸体含量は約２，９００個 ／ｇ であった。

　前述した柳原東西線地点の調査では、約５～６世紀頃の暦年代を示した暗灰色～黒色粘土～シルト（２地点　

試料番号３）の機動細胞珪酸体の出現率は３％であったのに対し、上位の暗灰色～黒色粘土～シルト（４層，３

地点　試料番号１８）は約２０％、灰色粘土質シルト（３層，３地点　試料番号１３）では約５０％と高率となる。この

他に、暗灰色～黒色粘土～シルト（２地点　試料番号３）で多産したヨシ属の植物珪酸体は上位の土層では相対

的に減少する傾向や、花粉化石群集組成では草本花粉の割合が高くなり、草本類ではイネ科の多産が顕著となる

結果が確認されている。

　以上の結果を考慮すると、弥生時代後期以降の堆積物より現在の水田耕土と同等のイネ属機動細胞珪酸体の出

現率が確認されることから、本遺跡および周辺域における稲作等の可能性が示唆される。また、今回調査では、

淡暗灰色シルト～粘土（２地点　７）よりイネの穎、同堆積物および黒色土下部（２地点　４）から籾殻に形成

される穎珪酸体が検出されたことから、植物質食糧であるイネの利用の可能性も示唆される。ただし、本遺跡で

は、イネをはじめとする栽培植物等の利用の検討は行っていないことから、当該期の住居跡の炉内堆積物等を対

象とした分析調査等により改めて評価・検討することが望まれる。
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図版１　珪藻化石
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図版２　花粉化石
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図版３　植物珪酸体
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図版４　種実遺体

ボーリング調査地点（柳原総合市民センター地点概略図　１：６００）

１地点２地点
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３　市道柳原東西線地点・掘立柱建物（ＫＹＭＯ－Ⅲ・ＳＴ１）柱根
� 平成１５年度業務委託
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図版１　木材

はじめに

　小島・柳原遺跡群に含まれる水内坐一元神社遺跡は長野県長野市大字小島に所在し、千曲川左岸に形成された

沖積地に立地している。本遺跡は、これまでの発掘調査では、弥生時代後期～古墳時代初頭及び平安時代の集落

が確認されている。特に、弥生時代後期末と考えられる環濠と住居跡が検出され、当該期の集落の様相の一部が

明らかとなっている。今回の発掘調査では、旧河道と考えられる凹地両側の微高地上より弥生時代後期～古墳時

代初頭の竪穴住居跡や、古代～中世の掘立柱建物跡や溝状遺構等が確認されている。なお、別報では、旧河道に

埋積した堆積物や溝状遺構覆土から採取された土壌を対象に自然科学分析を行い、堆積物の年代観や本遺跡周辺

の古環境の検討を行っている。

　本報告では、本遺跡内で検出された古代～中世と考えられる掘立柱建物跡の柱穴内から出土した柱根を対象に

樹種同定を行い、木材利用について検討する。

１．試料

　試料は、掘立柱建物跡（ＳＴ－１）の柱穴内から出土した柱根７点（Ｐ１－７）である。

２．分析方法

　剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の徒手切片を作製し、ガム・

クロラール（抱水クロラール，アラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混合液）で封入し、プレパラートを作

製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で観察・同定する。

３．結果

　試料は、全て広葉樹のコナラ属コナラ亜属コナラ節に同定された。以下に、解剖学的特徴等を記す。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節（Ｑｕｅｒｃｕｓ　ｓｕｂｇｅｎ．　 Ｌｅｐｉｄｏｂａｌａｎｕｓ　ｓｅｃｔ．　 Ｐｒｉｎｕｓ）　　　ブナ科

　環孔材で、孔圏部は１－２列、孔圏外で急激に管径を減じたのち、漸減しながら火炎状に配列する。道管は単

穿孔を有し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性、単列、１－２０細胞高のものと複合放射組織とがある。

４．考察

　掘立柱建物跡（ＳＴ－１）の柱根は、全てコナラ節であった。コナラ節には、コナラ、カシワ、ミズナラ、ナ
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ラガシワの４種類が含まれ、いずれも落葉高木である。長野県内には、現在上記した４種類とも自生するとされ

るが、ナラガシワは分布地が限られており、長野市周辺には自生していない。一方、ミズナラやコナラは、本地

域の平地林や山林に比較的普通に見られる樹種である。前報の花粉分析結果では、弥生時代前後の土層から、コ

ナラ亜属の花粉化石も産出していることから、周囲の山地や扇状地縁辺などに生育した木材を利用したと考えら

れる。

　これらの木材は、いずれも重硬で強度が高い材質を有しており（平井，１９７９）、全点がコナラ節であったこと

から、材質を考慮して木材を選択・利用した可能性もある。なお、本遺跡周辺では、当該期の住居構築材の調査

事例が少なく、現段階では竪穴住居跡や掘立柱建物等の建築物の形状や構造による木材利用の差異を指摘するこ

とはできない。今後、同様な調査事例を蓄積し、木材利用や用途による選択性などを検証したいと考えている。

引用文献

平井　信二，１９７９，木の事典　第２巻．かなえ書房．

図版１　木材
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

水内坐一元
神 社 遺 跡 集落

弥生中期 竪穴住居１５軒、埋没河
川

土器・石器土製品・
玉類

弥生後期～古墳前期 竪穴住居２軒周溝墓１０
基 土器土製品・玉類

古墳後期 竪穴住居５軒 土器・玉類

奈良～平安 竪穴住居１軒掘立柱建
物１棟 土器・陶器

中世 溝（堀） 陶磁器・銭貨

中 俣 遺 跡 集落
弥生後期～古墳前期 竪穴住居９軒 土器土製品・玉類

奈良～平安 溝 土器

要　約

　水内坐一元神社遺跡と中俣遺跡は、長野市東部の千曲川自然堤防上に立地する小島・柳原遺
跡群を代表する遺跡である。両遺跡は大字小島と大字柳原のそれぞれに分かれて隣接し、旧裾
花川流路に由来する用水路「北八幡川（長沼用水）」がその境界となっている。今回は、用水
路を挟んだ両遺跡について東西に横断する形で調査がすすめられ、地理的な環境条件や自然科
学的な分析結果も含めて、新たな所見が得られることとなった。
　とくに、大きく蛇行した埋没河川の検出については特筆されるものがある。河川流路の開析
や埋没など時間的な消長に合わせて土地利用のあり方が規制され、両遺跡の集落域、墓域、水
田域等が時間的に変遷している可能性がうかがわれた。これら、埋没地形を軸とした古環境の
復元が、小島・柳原遺跡群の構造を解明する上で、大きな手掛かりとなることが確認された。




